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改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

東京都立淵江高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

生物　茨城県立並木中等教育学校　中島達也

国語　沖縄県立八重山高校　津覇実貴
　
指導変革の軌跡

東京都・私立富士見丘中学高校
高知県・高知市立高知商業高校

や え やま つ は さね たか

ふち え

しるべ

12

ふ じ み が お か

社会に開かれた
進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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情熱教師 F i l e 11

今月の表紙　富山県立氷
ひ み

見高校　徳
と く ま え

前紀
の り か ず

和先生

生 徒 と 紡 ぐ

徳前紀和先生　教職歴 30 年。同
校 に赴任して 9 年目。進路指導部
長。ハンドボール部監督。

富山県立氷見高校　全日制／普通科・農業科学科・海洋科学科・ビジネス科・生活福祉
科／共学／１学年 約 280 人／ 2018 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、筑波大、
富山大などに 38 人が合格。私立大は、慶應義塾大、明治大などに延べ 161 人が合格。

自分たちで前へ
　　　三冠（＊）、おめでとう。本校ハンドボール部初
の快挙に地元も歓喜に沸いて、うれしかったよ。試合中、
悪い流れになっても自分たちでそれを打開できるほど
主体的なチームになれたのは、この１年間で一人ひと
りが大きく成長したからだと思う。高校総体でタイム
アウトを1回も取らずに優勝したのもすごかったね。
　　　先生が自分たちに練習を任せてくれたおかげ
です。毎日、部員で課題を出し合い、何をすべきか話
し合って決めて練習してきたことが、試合でも自ら考
えてプレーする意識につながりました。
　　　トレーナーや栄養士などの専門家にもお世話に
なって、体づくりへの意識も変わりました。自分で体重
を管理し、ウエートトレーニングの種類や回数を決め
るのは大変だったけれど、面白さや達成感もありました。
　　　みんなの勝利への強い思いを知っていたから、
基礎知識をしっかり身につけさえすれば、あとは自分
たちで進めていけると考えて、環境を整えたんだよ。
　　　全国高校選抜大会の２週間前の練習試合で、こ
のチームで初めて負けたことも大きかったです。
　　　このままではチームがばらばらになると思って、

みんなに声をかけて練習後に思いっきり遊んで、それ
で1つになれたというか……、コート上でもよく声を
かけ合うようになりました。
　　　以前は、自分の実力不足に落ち込むばかりでし
たが、チームでよく話し合って連携プレーがうまくい
くようになってからは、自信が持てるようになりました。
　　　全員でフォローし合うようになったよな。
　　　２年生の頃は、点を取られても自分が突っ走っ
て得点を決めればいいと思っていたけれど、今は誰か
がミスをしても雰囲気が悪くならないよう、ハイタッ
チして気持ちを切り替えさせるなど、周りが見えるよ
うになり、自分でも成長したと感じます。
　　　君たちは、自分の課題を自分でつかみ、その克
服に向けて必要なことを考え、実行に移す力を手に入
れたんだ。それは部活動だけでなく、これからの人生
でも役立つ力になる。卒業後も自分の道は自分でしっ
かり考えて、前へ進んでいけよ！
　　　このチームでプレーできて本当に楽しかったで
す。将来、海外のチームでプレーすることを目指して、
これからも頑張ります！

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

生徒

＊同校の男子ハンドボール部は、2018 年度の全国高校選抜大会、全国高校総合体育大会、国民体育大会の 3つの大会で優勝した。

先生

生徒

生徒

師になって10年目に参加した研修で、講師

から「阻害要因は内に求めよ」という
言葉を聞いた時は、まさに目からうろこが落ちる思

いでした。

　当時の私は、教師としての自信を持ち始めた時期

でした。ただ同時に、物事が思うように進まない時、

その要因を自分以外の他者に求めることが増えてい

たように思います。成績が低迷する生徒に対しては

「これだけ授業やプリントを工夫しているのに……」

と生徒の側に要因があると考え、校内会議で私の提

案に首を縦に振らない先輩や同僚に対しては「頭が

固い！」と反発する。自分は正しいという思いが強

くなるほど、苦しくなっていく状況でした。

　ある先輩からは「杉山先生の言っていることは確

かに正しい。でも、正しいと分かっていても、人は

動くとは限らないんだよ」と諭されたこともありま

した。実際、理路整然と説明したつもりなのに、「うー

ん」と唸るだけで沈黙してしまう相手を前に、「理屈

では動かないのであれば、一体どうすればよいのだ

ろうか」と途方に暮れる経験もありました。だから

こそ、「相手を変えようとするのではなく、自分の考

え方や行動、表現の仕方などに原因を求めて自分自

身を変えることで、結果的に物事が進む」という講

師の教えを、私は素直に受け入れ、すぐに実践して

みることができたのです。

題をしてこなかった生徒には、叱るという行

為以外に自分に何ができるのかを考えました。

そもそも生徒は、宿題をしてこなかったことに自責

の念を抱いています。しかし、私が強く叱ることで、

宿題をしてこなかったこと以上に、叱られたことに

意識が向いてしまい、自分を変えようという思いが

深まらないのではないか……私は生徒を頭ごなしに

叱るのではなく、まずは「どうしたの？」と理由を

尋ねるようになりました。自分を見つめる時間が与

えられたことで、生徒たちは自分の中にある阻害要

因に向き合い、ゆっくりとですが、変化していきま

した。

　会議で提案が通らない時は、相手を非難するので

はなく、内容の再検討へと気持ちを切り替え、企画

書をいつ、誰に、どんなタイミングで出すのかも見

直しました。反対意見を「自分の考えをさらに磨い

ていくための材料」と前向きに捉えることで、次第

に校内の議論が楽しくなっていきました。

　また最近、私は思わぬ阻害要因を発見しました。

ここ数年、生徒同士の対話を重視した授業を行うよ

うになって、生徒自身が対話の中で自分の理解を妨

げていた阻害要因に気づく場面を多く目にするよう

になりました。もしかしたら、私たちが教えすぎる

ことが、生徒の理解にとっての最大の阻害要因だっ

たのかもしれません。

を変えることは確かに難しいけれど、「どう

せ変わらない」と変化を諦めることは私たち

教師にはできません。私が、自分が変わることを選

んだのは、他者の変化を諦めないためでもあります。

そして、一人ひとりの教師が少しずつ変わることで、

学校という組織もまた変わっていくのだと思います。

No. 011
東京都・私立
共栄学園中学高校

杉山晴彦先生
すぎやま・はるひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴30 年。同校に赴任して31年目。
進路指導部長。

東京都・私立共栄学園中学高校　全日制／
普通科／共学／１学年約320人／2018年
度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、千
葉大、埼玉大などに６人が合格。私立大は、
上智大、津田塾大、東京理科大、明治大、
早稲田大などに延べ 438人が合格。
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〈ビュー21〉
高校版
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特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

1、2年生　模擬試験振り返りシート

 28 生物
  茨城県立並木中等教育学校　中島達也
  ICTを活用して学び合いを効果的に行いながら、
  思考力・表現力の向上を図る

 32 国語
  沖縄県立八

や え

重山
やま

高校　津
つ は

覇実
さ ね た か

貴
  生徒自作のクイズを解き合う活動で基礎・基本の定着を図り、
  主体的な学習行動を促す

 36 東京都・私立富
ふ じ み が お か

士見丘中学校高校
  グローバル人材の育成
  日本人教師とネイティブ教師の連携で英語力を鍛え、
  探究学習で国際性を高める

 40 高知県・高知市立高知商業高校
  主体的な進路意識の醸成
  生徒に高い目標を抱かせる指導を学校全体で推進し、
  自己実現に挑む意欲を育む

 4 座談会
  自分のあり方・生き方を考え続ける力を高校時代に育む
  立教大学教授　中原　淳

じゅん

／福岡県立城南高校校長　和田美千代／お茶の水女子大学１年　宇
う い

井瑞
みず

希
き

／
  大阪市立大学３年　吉田梅乃／広島市立大学１年　齊

さいとう

藤秀太／九州大学１年　鬼塚浩明

 12 事例 1●　秋田県立秋田南高校
  教師との対話と生徒自身の内省により、
  メタ認知能力を高め、高い志を育む
 16 事例 2 ●　広島県・私立広島女学院中学高校
  人間形成重視の指導を保護者とも共有し、
  生き方や社会との関係を深く考えさせる
 21 事例 3 ●　長崎県立諫

いさはや

早高校
  対話を通した多様性との出会いの中で
  「キャリアエリート」を育てる

2

44

28

36
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自分を問い続ける
◎ 2018 年も、国内外様 な々出来
事がありました。その中には、これ
までの経験からは想像できないよう
なことも少なくなかったように思いま
す。まさに変化が激しく、予測不可
能な世界で私たちは生きているの
だと感じます。そのような時代だか
らこそ、自分はどう生きるのか、こ
の社会で何ができるのかを問い続
け、答えは出なくとも、その時その
時の自分をしっかり持つ必要がある
と考えます。その構えは、生徒たち
が未来を生きる上で求められる重
要な資質・能力の１つとなるのでは
ないでしょうか。今年も弊誌をお読
みいただき、ありがとうございました。
2019年もよろしくお願いいたします。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  全国の事例紹介　対話的な会議・研修
52

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 48 山梨大学　生命環境学部地域食物科学科　ワイン科学特別コース
  ブドウ栽培からワイン醸造までを実践的に学び、ワインの専門家を育成

 50 関西大学　社会安全学部　
  自然災害・社会災害の最小化を目指し　文理融合で実践的な知識を学ぶ

48

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「阻害要因は内に求めよ」
  東京都・私立共栄学園中学高校　杉山晴彦

巻末

72

VIEW’S REPORT
  京都学園大学が 2019年４月、「京都先端科学大学」に
 

60
 グローバルな視野と実践力を持つ

  「トンガリ人材」を育てる
  「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会
  ～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催
 

62

 生徒と教師がともに楽しむ探究学習の追究を

60

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

26
 26 東京都立淵

ふ ち

江
え

高校
  授業や学校行事など、教育活動のねらいを「見える化」し、
  身につけさせたい資質・能力を明確化

社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で

シリーズ　私立中高一貫校に聞く

  「リーダー」を育む６か年デザイン
  東京都･私立海城中学高校

58

特別企画　都教委の挑戦

  第２回　学力向上策
  東京都教育委員会、東京都立練馬工業高校

54
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次期学習指導要領を通じて、各校においてその実現が求められているのが、「社会に開かれた教育課程」だ。
それは、「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し、

それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを
教育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていく」（＊１）というものである。

当然、そのような教育課程に基づいて行われる指導も「社会に開かれた」ものである必要がある。
そこで今号では、進路指導にスポットをあて、ＡＩの進化に代表される技術革新やグローバル化などによって大きく、

そして予測不可能な形で変化する社会の中で、その指導はどうあればよいのか、
教師にはどのような役割や視点が求められるのかについて考えていく。

＊１　高等学校学習指導要領（2018 年３月公示）・前文

S p e c i a l  I s s u e 特 集

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2018 年 10月にウェブとファクスで実施）。　

社会に開かれた
進路指導

─多様な他者とのかかわりの中で

中央教育審議会の答申（＊２）では、「進路指導」は下記のように定義されています。
そのような定義での進路指導において、今後課題となることは何だと思われますか。Q

◎すべての生徒に、細やかな指導が行き届いているとは言えない。
教師集団と分掌との目線合わせがうまくいっていないのが、その
原因の１つだと考えている。（北海道）

◎高校卒業時の「出口」の指導に注力してしまい、どうしても長期
的な人間形成の視点が希薄だ。また、変化している社会への認識を、
多くの教師が十分に持てていないようだ。そのために、生徒の可
能性や選択肢を狭めてしまっている。（栃木県）

◎進路指導が就職指導・受験指導にとどまっていると感じている。

本校には生き方や働くことについて考える学校設定科目があるが、
その内容は10年以上前のもので、実態に即した指導ができてい
ない。皆忙しく、内容を見直す機会を持てないのが原因の１つだ。
（静岡県）

◎「どのような人間になり、どう生きていくことが望ましいか」に
ついて、答えは１つではない。生徒一人ひとりに応じて対話する
ことは、社会経験など、教師にはいろいろな力が必要となるが、
それが十分ではないと思う。（鹿児島県）

進路指導とは、生徒の個人資料、進路情報、啓発的経験及び相談を通じて、生徒が自ら、将来の進路を選択・計画し、就職
又は進学をして、更にその後の生活によりよく適応し、能力を伸長するように、教員が組織的・継続的に指導・援助する過
程であり、どのような人間になり、どう生きていくことが望ましいのかといった長期的展望に立った人間形成を目指す教育
活動である。

＊２　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

2 December  2018
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O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

社会の変化、及び教育改革・入試改革を踏まえた、
これから求められる進路指導のあり方を考える

自分のあり方・生き方を考え続ける力を高校時代に育む

座談会

事例

▶▶▶ P.4 ～11

▶▶▶ P.12～24

立教大学
経営学部教授

中原淳
じゅん

お茶の水女子大学
1年

宇
う い

井瑞
み ず

希
き

広島市立大学
１年

齊
さ い と う

藤秀太

福岡県立
城南高校校長

和田美千代

大阪市立大学
３年

吉田梅乃

九州大学
１年

鬼塚浩明

秋田県立
秋田南高校

広島県・私立
広島女学院中学高校

長崎県立
諫
いさ

早
は や

高校

教師との対話と
生徒自身の内省により、
メタ認知能力を高め、
高い志を育む

人間形成重視の指導を
保護者とも共有し、

生き方や社会との関係を
深く考えさせる

対話を通した
多様性との出会いの中で
「キャリアエリート」を

育てる

事 例 1 事 例 ２ 事 例 ３

これから主流となる
複線的なキャリアを
築くためには
かけ算の発想が必要です

どこにいたとしても
よりよい自分を目指し、
いかに学ぶかが重要だと
気づきました

先生からの問いかけで
立ち止まって考えたからこそ、
大切にすべきことが
分かりました

「やりたいことは何か」
「自分の人生をどう使うか」を

生徒に
問い続けていきます

夢を考え直さざるを
得なかった「失敗」が、
自分には必要だったと

今は思えます

悩みながら回り道をしてきた
人たちとの出会いが、
価値観は多様でよいと

教えてくれました

自分との対話
×

他者との対話

＊取材を基に編集部で作成。

自分のあり方・生き方

学校内活動の充実
授業、探究学習、
面談、講演会、
学校行事など

学校外活動の促進
探究学習、

インターンシップ、
ボランティア活動、講演会、
地域行事への参加など

自分の
やりたいこと
（興味・関心）

自分と社会との
かかわり

（社会への貢献）

変化する社会を肯定的に捉えるマインド
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─
大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
、
今
の
進
路
を
選
ば
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

吉
田　
私
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
産
科
医

に
憧
れ
て
い
て
、
中
学
受
験
を
し
て
入
っ

た
中
学
校
・
高
校
で
は
、
医
学
科
志
望
者

が
多
い
環
境
に
い
ま
し
た
。
た
だ
、
高
校

１
年
生
の
途
中
で
人
間
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
く
な
り
、
勉
強
を
す
る
意
味
も
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
と
と
も

に
成
績
も
下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

勉
強
に
身
が
入
ら
な
い
ま
ま
３
年
生
に

な
り
、
進
路
に
悩
む
私
に
、「
ち
ょ
っ
と

話
そ
う
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が

担
任
の
先
生
で
す
。
そ
れ
か
ら
週
１
回
、

先
生
は
面
談
を
通
し
て
、
私
が
何
に
関
心

が
あ
る
の
か
を
一
緒
に
整
理
し
て
く
れ
ま

し
た
。
自
分
の
思
い
を
何
度
も
話
す
う
ち

に
、
元
々
興
味
が
あ
っ
た
「
赤
ち
ゃ
ん
」

と
「
お
母
さ
ん
」
の
何
に
関
心
が
あ
る
の

か
考
え
、
そ
の
根
本
に
は
「
人
の
生
活
」

に
意
識
が
向
い
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
、
な
り
た
い

職
業
が
明
確
に
言
え
な
か
っ
た
私
に
、
先

生
は
「
仕
事
は
自
分
で
つ
く
れ
る
よ
。
今

あ
る
職
業
か
ら
で
は
な
く
、
何
を
学
び
た

自分のあり方・生き方を
考え続ける力を高校時代に育む

予測が難しいと言われる社会を生きていく生徒たちにとって、
高校時代に考える進路選択は、どうあるべきなのか。

そして、高校現場にはどのような進路指導が求められるのか。
高校時代、迷いながら自分の進路と向き合った学生4人と、高校教師、大学教員が語り合った。

座 談 会

先
生
た
ち
の
言
葉
で

私
た
ち
は
将
来
と
向
き
合
っ
た
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い
の
か
で
進
路
を
決
め
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

人
や
そ
の
生
活
を
支
え
る
学
問
が
学
べ
る

今
の
学
科
を
選
び
ま
し
た
。

齊
藤　
僕
は
、
高
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

部
し
ま
し
た
が
、
強
豪
校
の
た
め
に
毎
日

の
練
習
が
厳
し
く
、
自
分
の
将
来
を
真
剣

に
考
え
、
社
会
に
つ
い
て
知
る
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
１
年
生
の

途
中
で
退
部
し
て
、脳
科
学
や
医
療
な
ど
、

興
味
を
持
っ
た
講
演
会
に
片
っ
端
か
ら
参

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
社
会
の
構
造
を

よ
く
理
解
で
き
ず
、
漠
然
と
、
県
外
の
難

関
大
学
に
進
学
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
え
て
、
社
会
の
こ
と
が
よ
く
分
か

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
３
年
次
に
担
任
だ
っ
た

先
生
に
話
す
と
、「
ど
ん
な
大
学
に
行
け

ば
、
自
分
が
満
足
で
き
る
よ
う
に
時
間
を

充
て
て
、研
究
を
深
め
ら
れ
る
と
思
う
？
」

と
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
考

え
る
と
、
地
元
の
広
島
で
あ
れ
ば
、
知
人

か
ら
人
や
企
業
を
紹
介
し
て
も
ら
い
や
す

く
、
通
学
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
最
小
限

に
し
て
研
究
に
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
と
気
づ
き
、
広
島
の
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。

鬼
塚　
僕
は
、
高
校
３
年
間
で
、
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
に
何
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
ま
し
た
。
外
国
人
と
交
流
し
た

い
と
思
っ
た
ら
国
際
交
流
事
業
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
り
、

生
物
部
で
菌
の
研
究
が
面
白
く
な
っ
て
の

め
り
込
ん
だ
ら
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ

て
九
州
大
会
に
出
場
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
３
年
生
に
な
っ
て
い
ざ
進
路
を

選
ぶ
時
に
、
関
心
の
幅
が
広
す
ぎ
て
、
学

び
た
い
こ
と
を
１
つ
に
絞
り
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
う
し
た
僕
に
、「
今
あ
る
学

部
で
は
、
鬼
塚
く
ん
が
興
味
の
あ
る
す
べ

て
の
こ
と
に
取
り
組
む
の
は
難
し
そ
う
だ

か
ら
、
新
し
く
で
き
る
こ
の
学
部
は
ど

う
？
」
と
担
任
の
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ

た
の
が
、
そ
の
年
に
新
設
さ
れ
た
、
現
在

通
っ
て
い
る
学
部
で
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
１
つ
の
こ
と
を
研
究
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
自
身
の
関
心
を
広
げ
た
り
深
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
学
部
だ
っ
た

の
で
、
そ
こ
に
入
っ
て
、
学
び
な
が
ら
将

来
を
考
え
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

宇
井　
１
年
生
の
時
、「
過
去
・
現
在
・

未
来
」
に
つ
い
て
自
分
の
思
い
や
考
え
を

自
由
に
書
く
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
、「
過
去
」と
「
現
在
」
は
す
ん

な
り
書
け
ま
し
た
が
、「
未
来
」
の
枠
で

書
き
た
い
こ
と
が
思
い
浮
か
ば
ず
、
手
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、

よ
い
点
数
を
取
る
と
周
り
か
ら
褒
め
て
も

ら
え
る
か
ら
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
未
来
に
つ
な
が
ら
な

い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。「
未
来
」
を
考

え
て
い
く
中
で
、自
分
は
親
の
仕
事
や
教

師
な
ど
、数
え
る
ほ
ど
し
か
職
業
を
知
ら

な
い
と
気
が
つ
い
て
、学
校
外
の
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
環
境
や
農
業
な
ど
、
様
々
な
分

野
を
知
る
中
で
、一
番
強
く
ひ
か
れ
た
の

が
「
未
来
の
教
育
を
考
え
る
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。そ
こ
で
志
望
学
部
は
、

教
育
を
学
べ
る
学
部
に
決
め
ま
し
た
。
た

だ
、
教
育
は
社
会
の
一
員
と
な
る
人
材
を

育
て
る
学
問
な
の
で
、
人
や
社
会
に
か
か

わ
る
領
域
を
幅
広
く
学
ん
だ
方
が
よ
い
と

立
教
大
学
経
営
学
部
教
授

中
原
淳
　

な
か
は
ら
・
じ
ゅ
ん

立
教
大
学
経
営
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

主
査
。
東
京
大
学
教

育
学
部
卒
業
、
大
阪

大
学
大
学
院
人
間
科

学
研
究
科
、
メ
デ
ィ

ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
（
現
・
放
送
大
学
）、
ア
メ
リ
カ
・

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
客
員
研
究
員
、
東
京
大
学

准
教
授
等
を
経
て
、２
０
１
８
年
度
か
ら
現
職
。
専
門
は
、

人
材
開
発
・
組
織
開
発
。
著
書
に
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ナ
ー
を
育
て
る
高
校
』（
学
事
出
版
）
等
。

福
岡
県
立
城
南
高
校
校
長

和
田
美
千
代
　

わ
だ
・
み
ち
よ教

職
歴
36
年
。
同
校

に
赴
任
し
て
１
年

目
。
城
南
高
校
に
教

諭
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
時
、「
ド
リ
カ

ム
プ
ラ
ン
」
の
立
ち

上
げ
に
尽
力
。
そ
の

後
、
教
頭
と
し
て
も
同
校
に
勤
務
し
、
今
回
が
３
回
目
の

赴
任
と
な
る
。

九
州
大
学

共
創
学
部
１
年

鬼
塚
浩
明
　

お
に
づ
か
・
ひ
ろ
あ
き

福
岡
県
立
福
岡
高
校
卒
業
。

広
島
市
立
大
学

国
際
学
部
１
年

齊
藤
秀
太
　

さ
い
と
う
・
し
ゅ
う
た

広
島
県
立
広
島
観
音
高
校
卒
業
。

大
阪
市
立
大
学

生
活
科
学
部
人
間
福
祉
学
科
３
年

吉
田
梅
乃

よ
し
だ
・
う
め
の

富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学

校
・
高
校
卒
業
。

お
茶
の
水
女
子
大
学

文
教
育
学
部
１
年

宇
井
瑞
希
　

う
い
・
み
ず
き

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・

高
校
卒
業
。

教
師
が
社
会
の
変
化
を
肯
定
的
に

捉
え
る
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
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考
え
、い
ろ
い
ろ
な
大
学
を
調
べ
た
結
果
、

現
在
通
っ
て
い
る
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

和
田　
こ
う
し
て
４
人
の
お
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
生
徒
の
悩
み
を
感
じ
取
り
、
問

い
を
投
げ
か
け
、
本
当
に
し
た
い
こ
と
は

何
か
を
考
え
さ
せ
続
け
よ
う
と
し
て
い

る
、先
生
方
の
指
導
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

４
人
の
先
生
方
の
共
通
点
は
、
変
化
す
る

社
会
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
教
師
が
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ン

ド
を
持
つ
こ
と
で
、
生
徒
が
自
分
の
人
生

を
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

中
原　
「
変
化
を
楽
し
む
心
」は
、と
て
も

重
要
で
す
。
こ
こ
数
年
、
Ａ
Ｉ
の
代
替
に

よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
職
業
の
こ
と

が
、よ
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、Ａ
Ｉ
に
代
替
す
る
と
し
て
も
費

用
が
か
か
り
ま
す
し
、
代
替
に
伴
う
新
た

な
仕
事
が
発
生
す
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

（
図
１
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
自
動
化
す
る
リ
ス
ク

が
高
い
仕
事
は
10
％
以
下
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
＊
１
）。
日
本
は
少
子
高
齢
社
会

で
人
手
不
足
の
状
況
が
続
き
ま
す
か
ら
、

そ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
に
仕
事

を
し
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
見
方

も
あ
る
は
ず
で
す
。
社
会
の
変
化
を
前
向

き
に
捉
え
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分

で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
予
測
し

に
く
い
社
会
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
心

配
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
で
し
ょ
う
。

─
そ
う
す
る
と
、
変
化
の
激
し
い
社
会

を
生
き
る
生
徒
に
は
、
ど
う
い
っ
た
進
路

指
導
が
必
要
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

和
田　
４
人
の
先
生
が
さ
れ
て
い
た
「
や

り
た
い
こ
と
は
何
か
」「
自
分
の
人
生
を

ど
う
使
う
か
」
を
問
い
続
け
る
こ
と
が
、

ま
ず
は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
加
え
て
、

人
は
社
会
で
生
き
て
い
く
わ
け
で
す
か

ら
、
自
分
は
社
会
に
ど
う
か
か
わ
り
、
貢

献
で
き
る
の
か
も
考
え
さ
せ
た
い
で
す

ね
。
そ
う
し
た
場
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
の
下
、
実
施
さ
れ
る
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
で
持
て
る
は
ず
で
す
。

中
原　
私
は
、
そ
の
２
つ
に
加
え
て
、
将

来
を
考
え
る
際
に
は
、
生
活
の
基
盤
を
築

く
た
め
の
家
庭
経
済
の
観
点
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

和
田　
勤
務
校
が
長
年
取
り
組
ん
で
い
る

「
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
」
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
「
個
人
の
や
り

が
い
」「
社
会
的
な
価
値
」「
経
済
的
な
価

値
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
セ
ッ

や
り
が
い
、
社
会
的
価
値
、

経
済
的
価
値
か
ら
進
路
を
考
え
る

人工知能（ＡＩ）導入で想定される雇用への影響図１

仕事のすべて、つまりは
雇用が奪われるのではな
く、仕事のうちＡＩ活用と
比べて同じ生産性コスト
が割高となる一部のタス
クのみが、ＡＩに取って代
わられる。

少 子 高 齢 化 の 進 展 に伴
い、不足する労働力供給
が、ＡＩやＡＩと一緒に働
く人間、ＡＩよりタスク量
が減少した人間によって
補完される。

ＡＩの利活用にいち早く取り組
んだ企業が、産業競争力を向
上させることにより、雇用が維
持・拡大される（ただし、日本
企業にとって、デジタル化や業
務プロセス最適化への対応の
遅れが、ＡＩの導入・利活用の
足かせになりやすい）。

ＡＩを効率的に使った生
産性の高い仕事に転換す
ることにより、長時間労
働を前提としないフレキ
シブルな働き方が可能と
なり、女性や高齢者等の
活躍の場が広がる。

雇
用
へ
の
影
響

タ
ス
ク
量
の
変
化

＊総務省「ＩＣＴの進化が雇用と働き方に及ぼす影響に関する調査研究」（平成 28 年）を基に編集部で作成。

雇用の一部代替 雇用の補完 産業競争力への直結による
雇用の維持・拡大

女性・高齢者等の
就労環境の改善

人工知能（ＡＩ）の導入・利活用拡大

ＡＩの業務効率・生産性の
向上効果により、機械化可能性が
高い職種のタスク量が減少

ＡＩの新規事業創出効果により、
新しく創出される職種の
タスク量が増加

機械化可能性が
高い職種

機械化
可能性が
低い職種

ＡＩ導入当初 ＡＩ利活用拡大

新しく創出
される職種

「ＡＩを導入・普及させるた
めに必要な仕事」と「ＡＩ
を活用した新しい仕事」の
２種類の仕事により、タス
ク量が増加

1 2 3 4

＊１　Arntz et al.「The Risk of Automation for Jobs in OECD Countries A COMPARATIVE ANALYSIS」（2016 年 6 月公表）。Frey & Osborne（2013 年）が、アメリ
カで 47％の雇用が自動化される恐れがあると発表し、議論を呼んだことに対し、その推計手法を見直し、アメリカ及び他の OECD 諸国における自動化リスクの高い雇用の
割合について改めて推計を行い発表した論文。
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ト
に
し
て
将
来
を
考
え
さ
せ
て
い
ま
す
。

人
生
を
か
け
て
行
い
た
い
こ
と
で
社
会
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
が
、
そ
の
仕
事

で
は
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
得
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
は
、
生
計

を
立
て
る
た
め
の
仕
事
を
別
に
持
つ
と
い

う
判
断
も
必
要
に
な
る
か
ら
で
す
。

─
生
徒
が
３
つ
の
観
点
で
将
来
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ど
う
い
っ

た
こ
と
が
学
校
や
教
師
に
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

中
原　
１
つ
は
、
生
徒
が
社
会
に
触
れ
る

場
を
設
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
校
で
の

学
び
が
社
会
で
ど
う
生
き
る
の
か
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
社
会
に
ど
う
役
立
つ

の
か
が
分
か
り
ま
す
し
、
多
様
な
価
値
観

に
出
会
う
こ
と
で
、
自
身
の
価
値
観
と
向

き
合
う
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

和
田　
自
分
と
は
違
う
考
え
や
価
値
観
を

知
っ
て
こ
そ
、
自
分
を
客
観
視
し
、
本
当

に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
、
メ

タ
認
知
が
で
き
ま
す
。
生
徒
同
士
が
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
や
社
会
人
に
よ
る

講
演
会
を
積
極
的
に
設
け
る
と
と
も
に
、

生
徒
が
学
校
外
で
活
動
す
る
こ
と
を
促
す

必
要
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
、
次
期
学

習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

齊
藤　
僕
は
社
会
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
っ
て
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
学
校
外
に

出
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た

人
は
高
校
に
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

和
田　
ま
ず
は
、
生
徒
の
目
が
外
に
向
く

よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。「
学

び
は
、
自
ら
つ
か
み
に
い
く
も
の
だ
」
と

生
徒
の
意
識
が
切
り
替
わ
る
よ
う
、
１
年

生
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考

え
方
を
、
授
業
を
通
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
田　
知
り
合
い
の
様
子
を
見
る
と
、
先

生
や
保
護
者
が
敷
い
て
く
れ
た
レ
ー
ル
に

は
疑
問
を
持
た
な
い
で
す
し
、「
レ
ー
ル

か
ら
外
れ
る
の
が
恐
い
」
と
い
う
人
も
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

和
田　
「
外
に
出
て
み
よ
う
」「
殻
を
破
っ

て
み
よ
う
」
と
思
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
社
会
に
自
ら
目
を
向
け

る
時
が
、
大
学
時
代
で
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
生
徒
が
い
つ
か
そ
う
思
え
る

よ
う
働
き
か
け
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
様
子
を
見
取
り
、

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
支
援
す
る

こ
と
を
心
が
け
た
い
で
す
。

中
原　
生
徒
が
社
会
に
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
よ
う
な
場
が
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。
例

え
ば
、
短
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
で
「
社
会
は
意
外
と
恐
く
な
い
」
こ
と

を
体
験
さ
せ
、
次
に
別
の
場
を
用
意
し
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
環
境
を
整

え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
学
校
外
で
活

動
す
る
価
値
を
生
徒
が
見
い
だ
せ
ば
、
あ

と
は
自
ら
学
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。
先
生

方
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、社
会
が
魅
力
的

な
場
所
だ
と
生
徒
に
見
せ
る
こ
と
で
す
。

─
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
外
活
動
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
か
。

鬼
塚　
僕
は
、
学
校
外
活
動
で
価
値
観
の

多
様
さ
を
学
び
ま
し
た
。
高
校
の
講
演
会

で
聞
い
た
内
容
は
、難
関
大
学
を
卒
業
後
、

有
名
企
業
に
就
職
し
た
と
か
、
研
究
者
に

な
っ
た
と
か
、
ほ
と
ん
ど
が
成
功
談
で
し

た
。
で
も
、
人
生
は
そ
ん
な
ふ
う
に
真
っ

直
ぐ
に
進
む
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

学
校
外
活
動
で
は
、
自
分
で
面
白
い
こ
と

を
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
自
分
で
仕
事
に
し

て
し
ま
う
よ
う
な
人
と
大
勢
出
会
い
ま
し

た
。
悩
み
な
が
ら
回
り
道
を
し
て
き
た
人

た
ち
の
話
は
、
自
分
の
進
路
を
考
え
る
上

で
影
響
を
与
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

和
田　
多
く
の
学
校
で
は
、講
師
に
お
願

い
を
し
て
、「
生
徒
が
こ
ん
な
ふ
う
に
成

長
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
教
師
の
願
い
を

込
め
た
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
成
功
談
が
、変
化
の
激
し
い
今
の

社
会
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
た
り
得
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
20
代
や
30
代
の
方
に
、
自

身
の
葛
藤
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
を
語
っ
て

い
た
だ
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
田　
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
せ
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

よ
う
な
生
き
方
に
も
触
れ
ら
れ
る
と
、
自

分
の
価
値
観
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
価
値
観
に
出
合
い
、

自
分
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
考
え
た
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宇
井　
話
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
も
大
事

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
、
和
田
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
自
分
の
人
生
を

ど
う
使
う
か
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ

と
で
、進
み
た
い
道
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
授
業
に
そ
う
し
た
こ
と
を
深
く
考

え
る
場
が
あ
り
、
先
生
が
様
々
な
形
で
問

い
か
け
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
考
え
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。多
様
な
価
値
観
に

出
合
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
止
め
き
れ
な

け
れ
ば
、
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
し
、自
分
で
考
え
る
時
間
が
な
け
れ
ば
、

敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
歩
い
て
い
く
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

中
原　
学
校
と
い
う
１
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
高
校

生
の
う
ち
か
ら
自
ら
外
に
出
て
い
く
意
識

を
持
つ
た
め
に
も
、
学
校
外
活
動
は
ぜ
ひ

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
平
均

寿
命
は
、
２
０
６
５
年
に
男
性
は
約
85

歳
、
女
性
は
約
91
歳
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
２
）。
国
や
企
業
で
は
、
定
年
退

職
の
年
齢
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
そ
も
そ
も
、
年
齢
に
関
係
な
く
働

け
る
う
ち
は
働
く
と
い
う
価
値
観
が
根
づ

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
社
会
や
景
気
の
浮

き
沈
み
が
あ
る
中
で
、
今
後
、
１
つ
の
組

織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
居
続
け
る
こ
と

は
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
田　
私
は
今
、
結
婚
式
を
企
画
・
運
営

す
る
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
会
社
に
は
私
の
よ
う

に
大
学
と
職
場
だ
っ
た
り
、
ほ
か
の
仕
事

を
持
っ
て
い
た
り
と
、
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
持
つ
人
が
か
な
り
い
ま
す
。

和
田　
私
は
、
４
年
前
に
全
世
界
か
ら
受

講
生
が
集
ま
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
受

け
た
時
、
そ
の
多
様
な
意
見
に
刺
激
を
受

け
、
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
ま
し
た
。
職

場
で
も
家
庭
で
も
な
い
、
第
３
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
持
ち
、
別
の
世
界
を
持
つ
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

中
原　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
違
え
ば
、
価

値
観
も
評
価
の
物
差
し
も
違
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
今
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
ほ
か
の
場
所
に
行
け
ば
よ
い
と
考

え
ら
れ
、
自
分
が
生
き
る
場
所
を
探
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
対
応
力
が
、

変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
だ
と
、
私
は
思
う
の
で
す
。

│
こ
れ
ま
で
の
お
話
か
ら
、
他
者
と
対

話
す
る
経
験
と
そ
の
振
り
返
り
が
、
進
路

を
考
え
る
上
で
重
要
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

和
田　
振
り
返
り
も
、
生
徒
が
「
自
分
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
複
数
持
ち
、

変
化
に
対
応
す
る
力
を
つ
け
る

他
者
と
の
対
話
が
あ
っ
て
こ
そ

自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

悩
み
な
が
ら
回
り
道
を
し
て
き
た

人
た
ち
と
の
出
会
い
が
、
価
値
観
は

多
様
で
よ
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た

鬼
塚
浩
明

先
生
か
ら
の
問
い
か
け
で

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
か
ら
こ
そ
、

大
切
に
す
べ
き
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

齊
藤
秀
太

平均寿命の推移：中位・高位・低位推計図２

2065 年に男性の平均寿命
は84歳、女性は91歳を超え、
国民の2.5人に１人は高齢者
になる。総人口は約8808万
人にまで減少。

＊国立社会保障・人口問題研究所「日本
の将来推計人口（平成 29 年推計）」を
基に編集部で作成。
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人
生
を
ど
う
使
う
か
」
を
考
え
る
場
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
師
に
は
、
今
以

上
に
対
話
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
力

を
つ
け
る
た
め
に
は
、
校
内
研
修
の
充
実

が
必
要
で
す
し
、
学
年
団
を
多
様
な
経
歴

の
教
師
で
編
成
し
、
生
徒
へ
の
声
か
け
を

多
面
的
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

中
原　
自
分
の
こ
と
を
自
分
１
人
で
掘
り

下
げ
る
の
は
難
し
く
、
他
者
と
い
う
相

対
化
す
る
存
在
が
必
要
で
す
。
教
師
で
あ

れ
友
人
で
あ
れ
、
他
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
得
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、

学
校
と
し
て
で
き
る
こ
と
の
１
つ
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、本
学
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
自

分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
掘
り
下
げ

る
活
動
を
行
い
ま
す
。
自
分
の
人
生
を
振

り
返
り
、
様
々
な
人
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
て

い
く
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
学
生
の

様
子
を
見
る
と
、
か
な
り
深
く
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
後
の
行
動
も
意
欲
的
に

な
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
そ
う
い
っ
た
機

会
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
し
、
決

し
て
早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。　

吉
田　
私
は
、
高
校
時
代
、
先
生
と
の
面

談
で
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
も
ら
う
機
会
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も

ら
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
誰
か
ら
で
も
よ

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
、
自
分

の
心
に
響
く
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

中
原　
残
念
な
が
ら
、
他
者
に
わ
ざ
わ
ざ

意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
人
は
、
大
人
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
少
な
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
自
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
い

に
い
く
姿
勢
が
大
切
で
あ
り
、
誰
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
か
も
自
分
で

見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
力
も
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
必
要
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
原　
大
学
教
員
の
立
場
か
ら
お
伝
え
し

た
い
の
は
、
仕
事
と
学
部
を
１
対
１
で
対

応
さ
せ
ず
、
か
け
算
で
学
部
選
び
を
考
え

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

介
護
に
関
心
が
あ
る
場
合
、「
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
取
れ
る
学
部
」
が
唯
一
の
選

択
肢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
の
職
場
で

も
Ｉ
Ｔ
化
は
進
ん
で
い
ま
す
し
、
介
護
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
、
介
護
用
品
の
デ
ザ
イ

ン
、
地
域
社
会
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
側

面
か
ら
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
直
線
の
キ
ャ
リ
ア
が
主
流
で
あ
る
時

代
は
、
終
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
複
線
的

な
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
た
め
に
は
、
か
け
算

の
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。先
生
方
に
は
、

そ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
引
き
出

し
を
数
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

し
、そ
の
た
め
に
は
先
生
方
も
外
に
出
て
、

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田　
私
は
国
語
科
の
教
師
で
す
が
、
最

近
、﹃
平
家
物
語
﹄
に
書
か
れ
て
い
た
「
諸

行
無
常
」
の
意
味
が
よ
り
深
く
理
解
で
き

た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
社

会
の
変
化
は
一
層
激
し
く
、
多
様
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
１
つ
の
場
に
と
ど
ま
っ
た

り
、
同
じ
こ
と
を
続
け
た
り
す
る
こ
と

は
、
流
れ
る
時
代
の
中
で
は
難
し
い
も
の

で
す
。「
諸
行
無
常
」は
、変
化
の
中
で
も
、

よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し
て
、
日
々
更
新

し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の

で
す
。
未
来
を
肯
定
的
に
捉
え
、
複
線
的

に
生
き
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
、
今
、

求
め
ら
れ
る
進
路
指
導
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。

吉
田　
自
分
が
思
い
描
い
て
い
た
成
功
の

姿
か
ら
外
れ
て
、「
失
敗
し
た
」
と
感
じ

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私

は
、
成
績
が
落
ち
込
み
、
ず
っ
と
憧
れ
て

い
た
医
師
へ
の
道
を
考
え
直
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
「
失
敗
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

進
路
を
か
け
算
で
考
え
れ
ば

道
は
も
っ
と
広
が
る

ど
こ
に
い
た
と
し
て
も

よ
り
よ
い
自
分
を
目
指
し
、
い
か
に

学
ぶ
か
が
重
要
だ
と
気
づ
き
ま
し
た

宇
井
瑞
希

夢
を
考
え
直
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

「
失
敗
」
が
、自
分
に
は
必
要
だ
っ
た
と

今
は
思
え
ま
す

吉
田
梅
乃
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自
分
の
人
生
を
真
剣
に
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
で
は
、
一
般
的

に
「
失
敗
」
と
さ
れ
る
経
験
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

齊
藤　
実
は
、
僕
は
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
を
目
指
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
で

あ
る
母
校
を
選
び
ま
し
た
。し
か
し
、チ
ー

ム
メ
ー
ト
に
は
全
国
大
会
で
得
点
王
に

な
っ
た
選
手
が
い
て
、
実
力
の
違
い
を
見

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
は
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
、
部
を
辞
め

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
勉

強
の
機
会
を
探
し
て
学
校
の
外
に
出
て

い
っ
て
、
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。

鬼
塚
　
僕
は
、
大
学
入
学
前
は
公
衆
衛
生

の
分
野
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
１
年
次
の
基
幹
教
育
で

基
礎
的
な
科
目
を
学
ぶ
中
で
、
違
う
領
域

に
も
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
大
学
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
や
情
報
に
触
れ
て
、
柔
軟
に

専
門
分
野
や
将
来
を
定
め
て
い
く
場
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

宇
井　
大
学
に
行
く
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
い
て
、
志
望
校
に
合
格
で
き
な
か
っ
た

ら
、「
人
生
の
失
敗
」
と
捉
え
る
よ
う
な

人
は
ま
だ
ま
だ
い
る
と
思
い
ま
す
。で
も
、

大
学
生
に
な
っ
た
今
、
ど
の
大
学
に
行
っ

た
と
し
て
も
、
い
か
に
学
ぶ
か
が
重
要
な

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
も

の
を
目
指
し
て
自
分
を
更
新
す
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
高
校
時
代
に
そ
れ

に
気
づ
く
た
め
に
も
、
ま
ず
は
多
様
な
価

値
観
に
触
れ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

和
田　
私
た
ち
教
師
の
役
割
は
、
生
徒
が

自
分
の
人
生
を
考
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
対

話
し
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
、生
徒
の
背
中
を
押
す
こ
と
だ
と
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
卒
業
生
が
「
動
け

ば
心
が
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。行
動
す
る
か
ら
こ
そ
、

心
が
定
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
私
た
ち
教

師
は
様
々
な
き
っ
か
け
を
用
意
し
て
、
生

徒
が
動
き
出
せ
る
よ
う
、
そ
っ
と
背
中
を

押
し
て
や
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。　

＊
＊
＊

　

12
ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
座
談
会
で
語
ら
れ

た
、
対
話
や
講
演
会
、
学
校
外
活
動
、
振

り
返
り
な
ど
を
工
夫
し
、
自
身
の
あ
り
方

や
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
深
く
考
え
さ
せ

る
進
路
指
導
に
取
り
組
む
３
つ
の
学
校
を

紹
介
し
ま
す
。

自分との対話
×

他者との対話

これからの進路指導のあり方図３

こ
れ
か
ら
主
流
と
な
る

複
線
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
た
め
に
は

か
け
算
の
発
想
が
必
要
で
す

中
原　

淳

＊取材を基に編集部で作成。

変化する社会を肯定的に捉えるマインド

自分のあり方・生き方

学校内活動の充実
授業、探究学習、
面談、講演会、
学校行事など

学校外活動の促進
探究学習、

インターンシップ、
ボランティア活動、講演会、

地域行事への参加など

自分の
やりたいこと
（興味・関心）

自分と社会との
かかわり

（社会への貢献）

「
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
」

「
自
分
の
人
生
を
ど
う
使
う
か
」
を

生
徒
に
問
い
続
け
て
い
き
ま
す和

田
美
千
代

10 December  2018
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４人の恩師からメッセージ
教師は、どのような思いで生徒と向き合っていたのか

　「選択の幅を広げるために少しでも上位の進学を」とい
う指導が縛りになり、自らの可能性を狭めて苦しんでい
る生徒が意外に多くいます。進路選択の前に内なる声と
じっくり向き合う時間が必要だと思い、多様な人との対
話から出てくる感情を言語化したり、大切にしている価
値観をあぶり出したりしました。殻が緩んできた頃、過
去・現在・未来を書くワークを行いましたが、宇井さん
はまだ自身の未来を描くことができていませんでした。
そこで、過去の経験による気づきを言語化したり、焦点
をあてていなかった経験に意識を向けたり、深い内省を
促しながら対話を重ねていきました。そして、大切にした
い思いが浮かび始めてきた頃に、学校外に出て人と出会
い、話してくることを勧めました。宇井さんは臆するこ
となく外に飛び出し、多様な人との交流から多くの気づ
きを得て、進む道を見つけてきました。今は「よりよい
学びの場づくり」の仲間として大いに助けられています。

　私は、ＡかＢで悩む齊藤さんにあえて「ＣやＤもある」
と揺さぶりをかけ、相談に来た時には「それで君はどう
したらよいと思う？」と言って徹底的に悩ませました。
授業やＳＨＲなどでも「なぜそう考えたの？」と意識し
て問いかけました。彼はその都度、自己を客観的に振り
返り、自分の言葉で語ることを通して、自分が決めた目
標と行動を連鎖させる水準を高めていったと思います。
　３年生の夏、「大学を選ぶ時に本当に大切にしたいもの
は何？」と問いかけたところ、自分を取り巻く環境や様々
な視点から深く考えることを通して、大学進学の意味が
明確になったと、自ら志望校の変更を申し出てきました。
その後は、外国人観光客へのボランティア活動をしたり、
自分で探したＮＰＯを通じてカンボジアでのボランティ
ア活動に参加したりと、行動力の高まりには目を見張る
ものがありました。その体験を通じて自分が得たものを
報告しに来てくれた時の会話は、私の大切な宝物です。

　進路選択では、どんな道を選んでも、それが自分にとっ
てベストだと思えることが大切です。自分で調べ、悩み、
考え抜いた生徒は、その先にあるどんな人生の岐路でも
主体的に進む道を選択できますし、「納得解」が多いほど、

「幸せな人生だ」と思えるからです。そうした思いから、
吉田さんが「医学科志望と言い続けてきたのに、それを
変えるのは挫折に思える」と打ち明けてくれた時、「挫折」
ではなく、「本当にやりたいことを見つけたんだ」と思
える進路選択をさせたいと考えました。気をつけたのは、
私から選択肢を用意しないことです。ひたすら問い続け、
聞き役・まとめ役に徹しました。「赤ちゃん」「お母さん」「福
祉」は、すべて彼女から出てきたキーワードです。そう
して、希望進路のイメージが持ててからは、私が言うべ
きことはありませんでした。学習にも前向きになり、職
員室に質問に来るようになりました。成績がぐんぐん伸
びていくのを見て、私は彼女の合格を確信しました。

　生徒は表面的なイメージにひかれて志望校を選ぶこと
がありますが、そうした場合でも「あなたには合ってい
ない」と決めつけた言い方をしないようにしています。
自分で考えたり、納得したりしていなければ、志望校を変
更しても意味がないと思うからです。
　鬼塚さんのＡＯ入試の出願書類を読み、本人が目指す
方向と学部の内容がずれていると感じた時も、他者との
対話の中で、彼自身が自分に問いかけられるよう声をか
けました。「鬼塚さんは○○の関心が高いように思えたけ
れど、自分ではどう思う？」といったように、２人で「鬼
塚さん」を俯瞰し、分析していったのです。出張講義に来
た医師に直接相談することも勧めました。すると、その
医師が公衆衛生に詳しい別の医師を紹介してくれ、専門
家の視点で助言をいただき、志望校が決まりました。そ
こまでじっくり考えて決めた学部なので、推薦入試の志
望理由書もすんなり仕上がりました。

進路選択の前に内なる声に向き合わせる

あえて選択肢を増やして悩ませました

本当の目標を見つけたと思えるように

自身に問いかけられるよう声をかけた

宇井瑞希さんの恩師

齊藤秀太さんの恩師

吉田梅乃さんの恩師

鬼塚浩明さんの恩師

東京都・私立かえつ有明中・高校でのプロジェクト科（＊２）担当

広島県立広島観音高校での３年次担任

富山県・私立片山学園中学校・高校での３年次担任

福岡県立福岡高校での２・３年次担任

＊２　協働するための「場の創造」 と、ロジカル・クリティカル・クリエイティブシンキングをトレーニングする学校設定教科。
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欲
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。
１
学
年
主
任
の

小お

な名
雅
司
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
生
徒
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
自
身
の
可
能

性
の
高
さ
に
気
づ
か
せ
、
高
い
志
を
育
む

こ
と
が
、
我
々
の
役
割
で
す
」

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
を
持
つ
中
、
同
校

で
は
進
路
指
導
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
地

域
の
期
待
を
担
う
進
学
校
と
し
て
、
国
公

立
大
学
合
格
を
目
指
す
進
路
指
導
が
重
視

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
現
役
合

格
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
徒
自
ら
が
高
い
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
第
１
志
望
を
最
後
ま
で

貫
か
せ
る
指
導
を
全
校
で
行
っ
て
い
る
。

進
路
指
導
部
副
主
任
の
中
村
東あ

ず
ま

先
生
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
か
つ
て
の
生
徒
に
は
、
ま
だ
ま
だ
伸

　

基
本
理
念
に
「
郷
土
や
国
家
を
支
え
る

高
い
志
と
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
る

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
は
、
国
公
立
大
学

に
例
年
１
５
０
人
前
後
が
合
格
す
る
進
学

校
だ
。
２
０
１
５
年
度
、
文
部
科
学
省
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
、
１
年

次
は
必
修
の
「
国
際
探
究
Ⅰ
」
で
、
２
・

３
年
次
は
選
択
科
目
と
し
て
、
探
究
学
習

を
行
っ
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
16
年

度
に
中
等
部
が
併
設
さ
れ
て
中
高
一
貫
校

と
な
っ
た
。

　

同
校
の
生
徒
は
、素
直
で
優
し
い
半
面
、

さ
ら
な
る
可
能
性
を
目
指
そ
う
と
す
る
意

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

秋田県の「農と食」の特長と課題、同県と交流のあるタイの現状などから「世界
の食糧問題」について考察し、解決策を提言する。
＊学校資料を基に編集部で作成

４～７月 各種講座　世界の食糧問題について課題意識を持つ。

７月 レポート作成　夏季休業課題。研究したい分野について調べる。

８月～ グループ研究　テーマ・分野別に４～５人のグループを編成。

11月
県内フィールドワーク　バス６～８台に分乗。企業等で実地調査。

海外フィールドワーク　タイ５泊 6日。20人を選抜する。

2 月 成果発表交流会　全班が英語で発表。代表班はステージ発表。

「こまちの里」秋田の高校生が、
「地球村」の食糧問題に挑む！

グローバル・
イシュー

国際探究Ⅱ

国際探究Ⅰ

１単位・前期のみ

２単位

２単位

３年次
選択者

２年次
選択者

１年次
全員

１年生全員が、調査・
発表など、課題研究の
サイクルを経験する

大学教員の指導を
受けながら、専門性を
深め、表現力を磨く

研究成果を地域や
世界へ発信、社会との
つながりを実感する

教
師
と
の
対
話
と
生
徒
自
身
の
内
省
に
よ
り
、

メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
、高
い
志
を
育
む

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
で
は
、
面
談
や
振
り
返
り
な
ど
、
教
師
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
に
内
省
を
深
め
さ
せ
、
自
分
の
将
来
と
向
き
合
わ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
探
究
学
習
や
学
校
外
活
動
で
多
様
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
さ
せ
、
多
様
な
考
え
を
受
容
す
る
態
度
の
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

失
敗
を
含
め
た
様
々
な
経
験
は
、
生
徒
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
お
り
、
自
ら
選
ん
だ
進
路
を
貫
こ
う
と
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

事
例
1

志
を
育
み
、第
１
志
望
を
貫
く

指
導
を
学
校
全
体
で
徹
底

秋田南高校のＳＧＨでの探究学習、及び「国際探究Ⅰ」の内容図１
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び
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
の
自
分
の
学
力
で
合
格
で
き
そ
う
な
大

学
を
選
び
、
満
足
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
入
試
は
、
自

生
じ
ま
す
。
生
徒
の
口
か
ら
語
ら
せ
る
こ

と
で
、
目
標
に
対
し
て
主
体
的
に
取
り
組

む
意
識
を
持
た
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
す
」

（
中
村
先
生
）

　

生
徒
は
、
事
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
か
ら
三
者
面
談
に

臨
む
。教
師
は
生
徒
の
決
意
表
明
を
聞
き
、

実
力
に
比
べ
て
志
望
が
低
い
と
思
わ
れ
る

生
徒
に
は
「
本
当
に
そ
の
目
標
で
よ
い
の

か
」
と
尋
ね
、
志
望
理
由
や
計
画
が
あ
い

ま
い
な
生
徒
に
は
「
な
ぜ
、
そ
の
大
学
・

学
部
を
志
望
す
る
の
か
」「
学
習
方
法
は

適
切
で
あ
る
か
」
と
問
い
か
け
る
な
ど
、

生
徒
に
内
省
を
促
し
て
い
く
。
特
に
、
医

学
科
志
望
の
生
徒
に
は
、
医
師
は
人
の
命

に
深
く
か
か
わ
る
職
業
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
本
当
に
医
師
に
な
り
た
い
の
か
、

現
役
で
合
格
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
医

師
を
目
指
す
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
問
い

か
け
る
。
ほ
か
に
も
、
工
学
系
志
望
の
生

徒
に
、
自
動
車
や
橋
梁
な
ど
の
設
計
・
製

造
も
、
１
つ
間
違
え
ば
人
の
生
死
を
左
右

す
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
覚
悟
を
促
す
。

　

定
期
考
査
や
模
擬
試
験
で
も
、
毎
回
、

「Classi

」（
＊
２
）
な
ど
を
用
い
た
振
り

返
り
を
行
う
（
Ｐ
．14
図
２
）。
自
身
の
学

力
を
把
握
し
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
計

画
を
立
て
、
実
行
・
検
証
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
自
己

分
の
意
思
で
進
路
を
選
択
し
、
そ
の
目
標

達
成
に
向
け
た
計
画
を
立
て
て
実
行
し
、

困
難
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
い
く
、
貴

重
な
経
験
の
場
で
す
。
高
い
目
標
に
向
け

て
努
力
し
た
経
験
は
、
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
す
。
大
学
入
試
の
意
義
を
教
師
間
で

共
有
し
、
第
１
志
望
か
ら
逃
げ
ず
に
挑
戦

す
る
指
導
を
徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
思
い
を
、
入
学
後
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
に
始
ま
り
、
学
年
集

会
や
面
談
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
生
徒
に

伝
え
、
高
い
志
を
育
ん
で
い
く
。
ま
た
、

保
護
者
に
も
、
大
学
入
試
を
子
ど
も
が
大

き
く
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
支

援
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
受
験
勉
強
が
佳
境
に
入
る
と
、
生

徒
よ
り
も
保
護
者
の
方
が
弱
気
に
な
り
、

合
格
し
や
す
い
安
全
な
道
を
勧
め
て
し
ま

い
や
す
い
。
家
庭
と
学
校
が
意
識
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
入
試
本
番
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
の
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
と
い
う
生

徒
に
は
、
海
外
進
学
を
勧
め
て
い
る
。
18

年
度
入
試
で
は
、
海
外
大
学
に
延
べ
９
人

が
合
格
し
、
２
人
が
進
学
し
た
。
進
路
指

導
主
事
の
佐
藤
幸さ

ち

士し

先
生
は
、こ
う
語
る
。

　
「
将
来
、
生
徒
は
今
の
社
会
に
は
な
い

も
の
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、
自
分
の
今
の
力
に
夢
を
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
夢
を
描
き
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
足
り
な
い
も
の

は
何
か
を
考
え
、
計
画
を
立
て
、
自
己
実

現
を
図
っ
て
い
く
経
験
が
、
何
よ
り
も
大

切
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

自
身
を
客
観
的
に
把
握
す
る
メ
タ
認
知

能
力
の
育
成
に
向
け
て
は
、
面
談
を
活
用

す
る
。
同
校
で
は
、
年
２
回
（
３
年
次
は

年
３
回
）、
面
談
の
機
会
を
設
け
て
お
り
、

１
学
期
は
入
学
あ
る
い
は
ク
ラ
ス
替
え
に

伴
う
生
徒
把
握
の
た
め
の
個
人
面
談
、
２

学
期
は
保
護
者
を
交
え
た
三
者
面
談
を

行
っ
て
い
る
。

　

三
者
面
談
で
は
、
生
徒
に
現
状
の
把
握

と
弱
点
克
服
に
向
け
た
決
意
表
明
を
さ

せ
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
２
年

次
の
選
択
科
目
を
決
め
る
前
に
行
わ
れ
る

１
年
次
の
三
者
面
談
で
は
、
将
来
の
目
標

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
志
望
す
る

大
学
・
学
部
、
利
用
し
た
い
入
試
方
式
と

受
験
科
目
、今
後
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
、

生
徒
が
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
自
分
で
目
標
や
計
画
を
立
て
、
宣
言

し
た
以
上
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
責
任
が

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

◎
校
訓
は
「
獨
立
自
尊
」。「
郷
土
や
国
家
を
支
え

る
高
い
志
と
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
基

本
的
知
識
・
技
能
・
習
慣
」「
探
究
力
」「
協
働
力
」

の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
展
開
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
タ
イ
な
ど
海
外
研
修
も
実
施
。

◎
設
立　

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、岩
手
大
、東
北
大
、秋
田
大
、山
形
大
、

新
潟
大
、
京
都
大
、
秋
田
県
立
大
、
国
際
教
養
大

な
ど
に
１
４
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学

院
大
、
中
央
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
１
７
９
人
が
合
格
。
海
外
大
は
、
デ
ポ
ー
大
、

グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
大
（
と
も
に
ア
メ
リ
カ
）
な
ど

に
延
べ
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

http
://akitam

inam
i-h.w

ixsite.com
/

akitam
inam

i

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

中
村
東
　

な
か
む
ら
・
あ
ず
ま

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
部
副
主
任
。

探
究
部
教
育
情
報
班
主
任
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

小
名
雅
司
　

お
な
・
ま
さ
し

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
主
任
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

佐
藤
幸
士
　

さ
と
う
・
さ
ち
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

面
談
指
導
で
「
自
分
の
今
」
を

客
観
的
に
見
つ
め
さ
せ
る

特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
副
担
任
や
学
年
主
任

が
面
談
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
生
徒
の
悩

み
や
教
師
の
個
性
に
応
じ
て
、
広
く
、
個

別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、

同
校
が
こ
こ
数
年
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
の
が
学
校
外
活
動
だ
。

　

同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
は
、「
世
界
の
食
糧

問
題
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
県
内
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
地
域
の
社
会

人
や
留
学
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
世
界

や
地
域
社
会
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で
の
気

づ
き
か
ら
、
生
徒
の
意
識
が
学
校
外
に
も

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
生
徒

が
、
大
学
主
催
の
講
座
や
地
域
づ
く
り
の

イ
ベ
ン
ト
、海
外
研
修
、数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
多
様
な
経

験
を
積
ん
で
い
る
。

　

学
校
外
活
動
で
自
信
を
深
め
て
い
く
様

子
は
、
生
徒
が
記
入
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば
、
国
際

教
養
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
生
徒

は
、
学
生
や
海
外
留
学
生
の
オ
ー
プ
ン
な

雰
囲
気
に
刺
激
を
受
け
、
自
身
の
発
表
で

は
身
振
り
手
振
り
が
加
わ
り
、
思
い
を
伝

え
ら
れ
た
と
、
振
り
返
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
講
座
に
刺
激
を
受
け
て

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
の
学
科
を
志
望

す
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
や
、
海
外
留
学

を
機
に
個
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
す

る
生
徒
な
ど
、
学
校
外
活
動
を
自
己
実
現

に
結
び
つ
け
る
生
徒
も
現
れ
て
い
る
。

　
「
学
校
外
に
お
け
る
多
様
な
経
験
が
、

生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
自
分
と
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
進
路
を
深
く
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
目
標

を
明
確
化
さ
せ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
学

校
外
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て

改
善
を
促
し
て
い
る
。

　

定
期
的
な
面
談
以
外
に
も
、
昼
休
み
や

放
課
後
な
ど
の
時
間
を
活
用
し
て
、
多
く

の
教
師
が
適
宜
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、「Classi

」
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
学
習
内
容
を
記
録
さ
せ
て
い
る
が
、「
文

理
選
択
で
迷
っ
て
い
る
」「
自
分
は
変
わ

り
た
い
」
と
い
っ
た
生
徒
の
変
化
を
う
か

が
わ
せ
る
書
き
込
み
を
見
つ
け
た
ら
（
図

３
）、
す
ぐ
に
生
徒
に
声
を
か
け
る
。

　
「
生
徒
は
、
学
習
内
容
の
記
録
に
加
え
、

自
分
の
思
い
も
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
少

し
の
変
化
で
も
気
づ
け
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
小
名
先
生
）

　

た
だ
し
、
担
任
が
必
ず
声
を
か
け
る
と

は
限
ら
な
い
。
生
徒
の
様
子
を
見
て
、
す

ぐ
に
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
ら
声
を
か

け
、
自
力
で
解
決
で
き
そ
う
な
場
合
は
し

ば
ら
く
様
子
を
見
る
。

　

そ
う
い
っ
た
生
徒
の
情
報
は
、
月
１
回

の
学
年
部
会
や
職
員
室
で
の
会
話
を
通
し

て
学
年
団
で
共
有
し
、
担
任
に
限
ら
ず
学

年
全
体
で
様
子
を
見
る
。
そ
し
て
、
教
科

担
当
が
授
業
中
に
さ
り
げ
な
く
声
を
か
け

定期考査の振り返りには、「Classi」のポートフォリオを活用。教科ごとに、
「うまくいったところ」「駄目だったところ」「次回に向けて継続したいこと」
「改善したいこと」を書き込む。　　　　 　　　 ＊学校資料をそのまま掲載

学
年
全
体
で
生
徒
の
状
況
を

把
握
し
、
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ

学
校
外
活
動
で
視
野
が
広
が
り
、

将
来
を
よ
り
深
く
考
え
る
よ
う
に

定期考査の振り返り図２

学習内容の書き込み例図３

学習内容の記録に自分の思
いを書き込む生徒も多い。
気になる書き込みには、教
師がコメントをつけ、必要
に応じて本人に声をかけて
いる。学習に限らず、振り
返りをしっかり行う生徒は
学力が伸びやすいという。
＊学校資料をそのまま掲載
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め
つ
つ
、そ
の
都
度
解
決
の
方
策
を
考
え
、

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
の
連
続
が
人
生
だ

と
分
か
っ
て
も
、
生
徒
は
そ
う
し
た
経
験

を
積
ん
で
い
る
最
中
な
の
で
、
分
か
り
ま

せ
ん
。生
徒
が
失
敗
し
そ
う
に
な
っ
て
も
、

教
師
は
あ
え
て
手
を
出
さ
ず
、
見
守
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
」（
小
名
先
生
）

　

例
え
ば
、
探
究
学
習
で
生
徒
が
問
題
を

抱
え
て
い
て
も
、
教
師
は
「
何
が
足
り
な

い
と
思
う
？
」「
ど
こ
を
変
え
た
ら
よ
く

な
る
の
か
な
？
」
と
問
い
か
け
、
改
善
す

べ
き
点
を
生
徒
自
身
に
気
づ
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
「
失
敗
は
、
教
師
が
仕
か
け
ら
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
の
中
で

お
の
ず
と
失
敗
経
験
も
で
き
る
の
が
、
課

題
研
究
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
１
年
次
で
は
生
徒
全
員
に
取
り
組
ま

せ
て
い
ま
す
」（
小
名
先
生
）　

　

面
談
を
中
心
と
し
た
教
師
と
の
対
話

や
、
学
校
内
外
で
の
多
様
な
経
験
を
通
し

て
、
志
を
高
く
持
つ
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
模
擬
試
験
で
の
合
格
判
定
が
厳
し
い

結
果
で
も
第
１
志
望
を
貫
い
た
生
徒
、
医

学
科
現
役
合
格
が
か
な
わ
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
引
き
続
き
医
師
を
目
指
す
こ
と
を

選
ん
だ
生
徒
、
海
外
留
学
に
挑
戦
す
る
生

徒
な
ど
、
多
く
の
生
徒
が
夢
に
向
か
っ
て

力
強
く
進
ん
で
い
る
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
学
び
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
た
振
り
返
り
を
深
化
さ
せ
た
い
と
、
中

村
先
生
は
語
る
。

　
「
振
り
返
り
で
は
、
活
動
内
容
を
た
だ

記
録
す
る
だ
け
の
生
徒
も
い
れ
ば
、
活
動

を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
、
今
後
す
べ

き
こ
と
に
ま
で
言
及
す
る
生
徒
が
い
る
な

ど
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
ば
ら
ば
ら
で
す
。
大

学
入
試
の
た
め
の
活
動
記
録
に
と
ど
め
る

の
で
は
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
深
い

内
省
を
促
し
て
、
そ
の
後
の
行
動
に
結
び

つ
く
よ
う
な
振
り
返
り
の
方
法
を
工
夫
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
教
科
学
力
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
通
り
、授
業
で
し
っ

か
り
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
。

　
「
今
後
も
、
難
関
大
学
の
入
試
に
お
い

て
は
高
い
教
科
学
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
探
究
学
習
や
課
外
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
高
め
る
一
方
、
引

き
続
き
、
高
い
教
科
学
力
を
生
徒
に
育
ん

で
い
け
る
よ
う
、
授
業
改
善
を
重
ね
て
い

き
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
学
校
で
の
活
動
も

頑
張
る
と
い
う
、
好
循
環
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

同
校
が
「
重
点
目
標
達
成
の
た
め
に
育

成
す
る
資
質
」
に
掲
げ
る
、
①
基
本
的
知

識
・
技
能
・
習
慣
、
②
探
究
力
、
③
協
働

力
の
育
成
に
向
け
て
、
多
様
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
も
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ク
ラ
ス
で
話
し
合
う
場
面
で
は
、
多
数
派

の
意
見
に
押
さ
れ
て
自
分
の
考
え
や
気
づ

き
を
言
い
出
せ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
中
村
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
全
員
の
意
見
が
一
致
す
る
こ
と
は
好

ま
し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
何
か
盲

点
が
あ
っ
て
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
の
な

ら
、
そ
れ
は
危
険
な
状
態
で
す
。
新
し
い

ア
イ
デ
ア
は
、
多
様
な
価
値
観
が
ぶ
つ
か

り
合
う
中
で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
生
徒
が
多
様
な
意
見
を
出
し
合
う
場

を
積
極
的
に
設
け
、
多
面
的
に
物
事
を
見

る
目
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
と
他
者
と
の
違
い

に
気
づ
き
、
多
様
性
を
認
め
る
態
度
に
も

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　

授
業
や
探
究
学
習
で
は
、
ど
ん
ど
ん
考

え
や
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
、
生
徒
に
促

し
て
い
る
。
取
り
組
み
を
重
ね
る
中
で
、

議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
あ
え
て
人

と
違
う
意
見
を
述
べ
た
り
、
問
題
提
起
し

た
り
す
る
生
徒
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
探
究
学
習
を
通
し
て
、
人
の
意
見
を

受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
批
判
的
に

見
て
、
判
断
し
、
考
え
を
発
展
さ
せ
て
い

こ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
「
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
仕
事
が
数
多
く

あ
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
選
ば
れ
る
人
材

に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
に
し
か
な
い
強

い
個
性
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

『
人
と
は
違
う
こ
と
を
し
よ
う
』
と
い
っ

た
気
概
を
持
つ
生
徒
が
増
え
た
こ
と
を
、

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　

失
敗
経
験
や
挫
折
も
大
切
に
し
て
い

る
。
実
は
入
学
当
初
、
ほ
か
の
生
徒
や
外

部
講
師
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
批
判
的
な

意
見
を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
生
徒
が
相
当

数
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

　
「
大
人
な
ら
、『
で
き
な
い
自
分
』
を
認

さ
ら
な
る
成
長
に
結
び
つ
く

振
り
返
り
の
方
法
を
模
索

他
者
と
の
違
い
に
気
づ
き

多
様
性
を
認
め
る
場
を
設
け
る

失
敗
も
見
守
り
、
声
か
け
で

自
身
の
課
題
に
気
づ
か
せ
る

特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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『
人
間
的
に
成
長
す
る
努
力
を
重
ね
た
上

で
、
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
』

と
よ
く
話
し
ま
す
」

　

生
徒
の
人
間
形
成
は
、
進
路
指
導
に
加

え
、
毎
朝
の
礼
拝
を
始
め
と
し
た
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
、“Peace Studies

（
平

和
教
育
・
多
文
化
共
生
・
人
権
教
育
）”

、

文
部
科
学
省
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
１
）
指
定
校

と
し
て
の
探
究
学
習
な
ど
、
教
育
活
動
全

般
で
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
中
学
校
３
年

間
は
、
人
格
の
土
台
を
築
く
時
期
と
捉
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
朝
の
礼
拝
で
は
、

教
師
や
生
徒
が
生
き
方
や
信
仰
、
学
び
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
る
。

進
路
指
導
部
長
の
久
保
光
章
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
礼
拝
を
重
ね
る
中
で
、
生
徒
は
か
け

　

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

は
、
１
３
２
年
の
歴
史
を
持
つ
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
中
高
一
貫
校
だ
。
例
年
、
多
く

の
生
徒
が
難
関
大
学
に
合
格
し
、
約
３
分

の
１
が
国
公
立
大
学
に
進
学
す
る
。

　

同
校
が
進
路
指
導
の
土
台
と
し
て
重
視

し
て
い
る
の
は
、
生
徒
の
人
間
形
成
だ
。

広
報
部
部
長
の
畑
野
喜
信
先
生
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
中
高
６
年
間
を
通
し
て
、
生
徒
が
自

分
と
向
き
合
い
、『
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き

る
の
か
』『
ど
の
よ
う
に
社
会
と
か
か
わ
っ

て
い
く
の
か
』
を
、
じ
っ
く
り
考
え
る
機

会
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、

が
え
の
な
い
自
分
の
存
在
や
他
者
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
多
く
の
大

切
な
気
づ
き
を
得
て
い
き
ま
す
。『
こ
う

考
え
な
さ
い
』
と
言
う
の
で
は
な
く
、
生

徒
が
自
由
に
考
え
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

め
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
指
導
で
人
間
的
な
成
長
を
支

え
、
高
校
で
は
自
分
の
将
来
へ
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
指
導
に
移
行
す
る
。

　

多
く
の
生
徒
が
変
容
す
る
機
会
と
な
る

の
が
、
高
校
１
年
次
の
４
月
に
、
自
分
を

見
つ
め
、
将
来
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
１
泊
２
日
の
「
進
路
合
宿
」
だ
。

　

進
路
合
宿
で
は
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深

め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
高
校
生

活
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
を

行
っ
た
後
、「
自
分
史
」
を
基
に
、「
こ
れ

か
ら
の
自
分
」
に
つ
い
て
書
き
、発
表
す

る（
図
１
）。
そ
の
際
、
高
校
生
活
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
、
人
生
を
ど
う
歩
ん
で

ほ
し
い
の
か
と
い
っ
た
思
い
が
し
た
た
め

ら
れ
て
い
る
保
護
者
か
ら
の
手
紙
が
渡
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
人
生
を
振
り

返
り
、
自
分
の
将
来
や
社
会
と
の
か
か
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
考
え
た
上
で
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
一
人
ひ
と
り
が

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
を
語
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
全
員
分
の
よ
い

と
こ
ろ
を
書
き
、
伝
え
合
う
。
生
徒
は
他

者
か
ら
の
感
想
な
ど
を
通
し
て
自
分
を
客

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

人
間
形
成
重
視
の
指
導
を
保
護
者
と
も
共
有
し
、

生
き
方
や
社
会
と
の
関
係
を
深
く
考
え
さ
せ
る

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校
は
、
進
路
指
導
の
土
台
と
し
て
、
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
や
探
究
学
習
な
ど
、
教
育
活
動
全
体
で
人
間
形
成
を
促
す
ほ
か
、
教
育
環
境
の
変
化
や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

保
護
者
と
共
有
す
る
た
め
の
講
演
会
を
実
施
し
、
教
師
と
保
護
者
が
と
も
に
生
徒
の
進
路
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
関
係
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

事
例
2

進
路
指
導
の
土
台
と
し
て

生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
支
え
る

「
自
分
史
」
で
生
き
方
を
見
つ
め
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
思
い
描
く

16 December  2018
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観
視
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
よ
さ
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
高
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
今

後
へ
の
決
意
を
固
め
る
こ
と
が
、
目
標

に
向
け
て
歩
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
の
内
面
を
伝
え
て
本
心

で
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
の
結
束
は
一
気
に
強
く
な
り
ま
す
」

（
久
保
先
生
）

　

教
師
に
と
っ
て
は
、
個
々
の
生
徒
の
内

面
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
後
の
進
路
指

導
に
生
か
せ
る
貴
重
な
情
報
に
な
る
。
例

え
ば
、
生
徒
が
高
校
生
活
や
進
路
に
迷
い

や
不
安
を
抱
え
て
い
る
時
に
は
、
個
人
面

談
で
「
進
路
合
宿
で
は
こ
ん
な
宣
言
を
し

て
い
た
よ
ね
。
そ
の
考
え
に
変
化
は
あ
っ

た
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
自

分
の
出
発
点
に
立
ち
返
ら
せ
て
目
標
を
確

認
さ
せ
る
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

進
路
の
検
討
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
、
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
外
部
講
師

を
招
い
た
講
演
会
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、
高
校
１
年
次
で
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
な
ど
を
理
解
し
て
、
日
々
の
学
習
へ
の

意
欲
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
に
、

２
・
３
年
次
で
は
徐
々
に
具
体
的
な
進
路

を
考
え
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら

の
学
校
教
育
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た

講
演
会
を
、
広
報
部
の
企
画
・
運
営
で
年

５
回
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
保
護

者
の
関
心
の
高
い
大
学
入
試
改
革
の
方
向

性
や
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
説

明
し
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
こ

と
の
意
味
を
伝
え
た
り
す
る
中
で
、同
校

が
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
、
保
護

者
と
共
有
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。授
業
参
観
日
な
ど
に
合
わ
せ
て
実
施

し
て
お
り
、会
場
の
約
３
０
０
席
は
満
席

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

講
演
会
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
保

護
者
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る
。以
前
は
、

生
徒
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
人
間
的
に

成
長
し
て
い
て
も
、
保
護
者
が
偏
差
値
や

テ
ス
ト
の
得
点
と
い
っ
た
数
値
を
気
に
す

る
こ
と
が
あ
り
、
生
徒
が
自
分
の
思
い
の

実
現
に
向
け
て
進
路
選
択
を
す
る
上
で
、

保
護
者
の
考
え
が
壁
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

◎
学
院
聖
句
に
「
我
ら
は
神
と
共
に
働
く
者
な

り
」
を
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
女
子
教
育

を
展
開
。
平
和
や
共
生
に
つ
い
て
学
ぶ“

Peace 
Studies”

が
伝
統
の
教
育
の
１
つ
。
２
０
１
４
年

か
ら
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、京
都
大
、大
阪
大
、広
島
大
、九
州
大
、

県
立
広
島
大
な
ど
に
81
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
９
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.hjs.ed.jp/

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

和
田
知
亜
紀
　

わ
だ
・
ち
あ
き

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
広
報
部
。
理
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

田
中
佑
真
　

た
な
か
・
ゆ
う
ま

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
広
報
部
。
教
育
構
想
検

討
委
員
会
。生
徒
支
援
部
。数
学
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

濵
岡
由
希
子
　
は
ま
お
か
・
ゆ
き
こ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。
広
報
部
。
教
育
構
想
検

討
委
員
会
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

久
保
光
章
　

く
ぼ
・
み
つ
あ
き

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。
数
学

科
。

広
島
県
・
私
立
広
島
女
学
院
中
学
高
校

畑
野
喜
信
　

は
た
の
・
よ
し
の
ぶ

教
職
歴
42
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

43
年
目
。
広
報
部
部
長
。
英
語
科
。

進路合宿「自分について知り、考え、語ろう！」図１

保
護
者
対
象
の
講
演
会
で
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有

将来の夢を語ったり、自分
の弱さや悩みを打ち明けた
りと、生徒の発表の内容は
様々。担任も、自分のこと
を語る。
＊学校資料をそのまま掲載
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特集
社会に開かれた進路指導
─多様な他者とのかかわりの中で
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た
。
し
か
し
最
近
は
、
教
育
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
、
学
校
や
生
徒
を
信
頼
し
て

見
守
る
保
護
者
が
増
え
て
き
た
と
、
広
報

部
の
濵は

ま
お
か岡
由ゆ

き

こ
希
子
先
生
は
語
る
。

　
「
保
護
者
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら

れ
る
か
と
い
っ
た
話
を
聞
く
機
会
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
講
演
会
に
高
い
関
心
を

持
っ
て
参
加
さ
れ
る
保
護
者
は
多
く
、
次

第
に
本
校
の
教
育
方
針
を
理
解
し
、
子
ど

も
の
考
え
を
尊
重
し
て
、
本
人
に
責
任
を

持
っ
て
考
え
さ
せ
る
姿
勢
へ
と
変
わ
っ
て

き
た
と
感
じ
ま
す
」

　

同
校
を
志
望
す
る
小
学
生
の
保
護
者
と

情
報
を
共
有
す
る
意
義
も
大
き
い
。

　
「『
入
り
口
』
で
あ
る
入
学
時
か
ら
、
本

校
の
教
育
の
ね
ら
い
を
し
っ
か
り
保
護

者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
６
年
間
、
両
者

が
協
力
し
合
っ
て
生
徒
の
成
長
を
支
え
ら

れ
、『
出
口
』
で
あ
る
卒
業
後
の
進
路
が

一
層
充
実
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
久

保
先
生
）

　

講
演
内
容
に
よ
っ
て
は
、
生
徒
対
象
、

保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
と
、
２
回
実
施

す
る
場
合
も
あ
る
。
18
年
11
月
に
は
、
海

外
の
大
学
に
進
学
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
卒
業
生
の
講
演
会
を
、
生
徒
対
象

と
保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
、
そ
れ
ぞ
れ

に
行
っ
た
（
下
記
コ
ラ
ム
）。
広
報
部
の

田
中
佑
真
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
保
護
者
・
地
域
住
民
対
象
の
講
演
会

で
も
、
そ
の
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
生
徒
に

は
個
別
に
声
を
か
け
、
進
路
指
導
の
一
環

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
」

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
探
究
学
習
は
、
同
校

が
伝
統
的
に
力
を
入
れ
て
き
た“

Peace 
Studies”

を
組
み
込
み
、
生
徒
の
内
面

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
な
ど
、
人
間

形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　“
Peace Studies”

で
は
、「
平
和
観
」

「
対
話
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
育
成

を
目
指
し
、「
平
和
構
築
」「
多
文
化
共
生
・

人
権
」
の
２
領
域
に
つ
い
て
、
生
徒
の
主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
を
主
と
し
た
６
年

間
の
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

る（
図
２
）。そ
の
内
容
は
、例
え
ば
平
和

構
築
領
域
で
は
、中
学
校
３
年
間
を
通
し

て
、原
爆
を
テ
ー
マ
に
、学
び
を
広
島
・
長

崎
か
ら
世
界
に
広
げ
、平
和
に
関
す
る
自

分
の
考
え
を
論
文
に
ま
と
め
る
。そ
し
て
、

高
校
１
年
次
に
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
に

つ
い
て
、
自
分
で
課
題
を
設
定
し
て
リ

サ
ー
チ
し
、希
望
者
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

研
修
を
経
て
、学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
。

後輩に語りかける北岡さん。卒業生が経験を踏まえ
て語る言葉には、親しみと重みが感じられ、生徒に
とって将来について深く考える機会となった。

　

２
０
１
８
年
11
月
、
同
校
が
育
成
を
目
指

す
生
徒
像
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
１
人
、
卒
業

生
の
北
岡
美
佐
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
生

徒
と
保
護
者
・
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象

に
２
回
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。北
岡
さ
ん
は
、

同
校
卒
業
後
、
米
国
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
経
済
学
部
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
教

養
学
部
を
経
て
、
米
国
公
認
会
計
士
資
格
を

取
得
し
、
米
国
企
業
で
会
計
業
務
を
担
当
。

帰
国
後
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
で

日
本
と
同
国
の
教
育
外
交
を
推
進
す
る
仕
事

に
就
い
て
い
る
。

　

生
徒
対
象
の
講
演
で
は
、
自
ら
の
高
校
生

活
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
カ
オ
ス
」
と
言
え
る
大
学
で
英
語
力

が
追
い
つ
か
ず
に
全
寮
生
活
に
苦
労
し
た
経

験
や
、
大
学
院
修
了
後
、
現
在
の
仕
事
に
至

る
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、“W

hat Stanford 

has taught m
e”

と
し
て
、５
つ
の
力
（
下

図
）
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
心
の
知
能
指
数

で
あ
る
「
Ｅ
Ｑ
］（
＊
２
）
を
高
め
て
ほ
し

い
と
語
っ
た
。

＊２　Emotional Intelligence Quotient の略。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
探
究
学
習
を
通
し
て

自
分
と
社
会
を
結
び
つ
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
卒
業
生
が
語
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
未
確
立
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
体
験
し
よ
う

図　北岡さんの“What Stanford has taught me”

•English（英語）

•Resilience and compassion
（困難からの回復力、他者に共感できる・思いやり）

•Intellectual vitality：curiosity and passion
（学術的バイタリティー：好奇心、熱意）

•Intercultural translation and interpretation
（異文化、他者への共感、文化間の翻訳）

•Physical and mental well being（身体と心の健康）
＊北岡さんの講演を基に編集部で作成

講演会
リポート

先
輩
の
言
葉
を
通
し
て
、

将
来
へ
の
考
え
を
深
め
る

18 December  2018
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そ
う
し
た
体
験
的
な
学
び
は
多
く
の
生

徒
に
と
っ
て
、「
他
人
事
」
だ
っ
た
世
界

の
様
々
な
問
題
を
「
自
分
事
」
と
捉
え
る

機
会
と
な
り
、
自
分
の
生
き
方
や
社
会
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
深
く
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
、
濵
岡
先
生
は
語
る
。

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
、
日
本
で
は
考

え
ら
れ
な
い
貧
し
い
環
境
で
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
と
交
流
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
が

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
に
驚
き
、『
私

が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
』
と
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
始
め
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
国
際
貢
献
な
ど
に
か
か
わ

る
進
路
を
志
望
す
る
生
徒
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
」

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
中
心
と
な
る
選
択
科
目

“
Global Issues”
（
１
〜
３
年
次
）
で
は
、

「
国
際
紛
争
」「
平
和
構
築
」
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
大
学
教
員
に
よ

る
授
業
を
受
け
た
り
、「
平
和
学
」
に
関

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に

参
加
し
た
り
し
な
が
ら
、
生
徒
個
々
が
探

究
学
習
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
。

　
「
各
自
が
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
を
選

び
、
発
表
に
向
け
て
、
と
こ
と
ん
探
究
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
将
来
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
膨
ら
ん
で
い
く
生
徒
が
多

　

講
演
後
は
、
希
望
者
に
よ
る
質
疑
応
答
が

約
２
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
北
岡
さ
ん

は
真
摯
に
答
え
、
温
か
み
の
あ
る
言
葉
を
返

し
た
。そ
の
や
り
と
り
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

北
岡　

自
分
の
関
心
と
は
一
見
無
関
係
と
思

え
る
分
野
に
目
を
向
け
た
り
、
活
動
を
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
海
外
大
学
の
進
学

に
向
け
て
必
要
な
勉
強
に
集
中
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
は
直
接
関
係
の
な
い
分
野
の

勉
強
を
し
た
り
、
部
活
動
を
し
た
り
し
て
い

た
ら
、
違
う
発
見
が
あ
っ
た
り
、
新
し
い
ス

キ
ル
が
身
に
つ
い
て
い
た
り
し
た
か
も
し
れ

な
い
と
、
今
は
思
い
ま
す
。

北
岡　

Ｅ
Ｑ
で
は
、
シ
ン
パ
シ
ー
（
同
情
）

よ
り
、エ
ン
パ
シ
ー
（
共
感
）
が
大
切
で
す
。

困
っ
て
い
る
人
に
、“I'm

 there for you.”

と
言
う
の
が
シ
ン
パ
シ
ー
、“I'm

 there 

w
ith you.”

と
言
う
の
が
エ
ン
パ
シ
ー
で

す
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
寄
り
添
う
こ
と

で
、
Ｅ
Ｑ
は
育
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
も
、
Ｅ
Ｑ
を
伸
ば
す

の
に
有
効
で
す
。
そ
れ
は
、メ
タ
認
知
能
力
、

つ
ま
り
、
も
う
１
人
の
自
分
が
自
分
の
こ
と

を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
人
間
か
を
捉
え
る
こ

と
で
す
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
出
願
時

の
提
出
書
類
に
、「
将
来
の
ル
ー
ム
メ
ー
ト

に
一
言
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。
共
同
生
活
を
送
る
上
で
相
手
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
書
く
た
め
に
は
自
分

が
ど
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
、
ど
う
い
っ
た

人
間
で
あ
る
か
、
自
分
を
客
観
的
に
捉
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
Ｅ
Ｑ
が
求
め

ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

北
岡　

単
に
知
識
が
豊
富
な
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
知
識
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ら
れ
る
人
、
そ
し
て
Ｅ
Ｑ
の
高
い
人
だ

と
思
い
ま
す
。

北
岡　
「
外
の
世
界
を
知
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
留
学
し
て
く

だ
さ
い
。
多
感
な
思
春
期
は
、様
々
な
知
識
・

経
験
を
柔
軟
に
吸
収
で
き
ま
す
。
語
学
な
ら

い
つ
で
も
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、
他
文
化

を
身
に
つ
け
た
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
に
な
れ

る
の
は
、
若
い
時
期
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
る
途

中
の
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真１　他県や外国から広島を訪れた生徒に、平和記念公
園内の碑を案内する「碑めぐり案内」は、同校で 1982 年
から行われているボランティア活動だ。2017 年度は延べ
265人の生徒が参加し、600人以上の生徒・学生を案内した。

生
徒　

高
校
時
代
に
し
て
お
く
と
よ
い

と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

生
徒　

社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
と
は
、

ど
の
よ
う
な
人
だ
と
思
い
ま
す
か
。

生
徒　
「
Ｅ
Ｑ
」
は
、
ど
う
し
た
ら
伸
ば

せ
ま
す
か
。

生
徒　

将
来
の
目
標
が
特
に
な
い
の
で

す
が
、「
外
の
世
界
を
知
り
た
い
」
だ
け

で
、
留
学
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

平和構築領域 多文化共生・人権領域

中
学
校

1 年次 「広島の戦争遺構」ポスター作成 よいクラスにするための行動宣言

２年次 外国の原爆観とその変化 “SNS といじめ”を考える

３年次 卒業論文「世界の平和構築のために」 在日外国人とともに生きるためには

高
校

1 年次
カンボジア内戦と開発について

自分で課題をリサーチし、プレゼン
理不尽な差別をなくしていくには

２年次
沖縄修学旅行での

コース別フィールドワーク
在日コリアンと日本社会

～共生のために～

3 年次
核軍縮のための交渉ゲーム

卒業論文「核兵器を廃絶すべきか」
私の Peace Builder 宣言

＊学校資料を基に編集部で作成

“Peace Studies”のプログラム図２

講
演
後
、
２
時
間
に
わ
た
っ
て

生
徒
た
ち
が
講
演
者
に
直
接
質
問
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く
見
ら
れ
ま
す
」（
久
保
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
び
で
は
、
生
徒
に
自
分
の

考
え
を
書
か
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。
講
演
や
研
修
に
参
加
し
た
後
な
ど
、

多
く
の
場
面
で
思
い
や
考
え
を
書
き
、
そ

れ
に
教
師
が
目
を
通
し
た
結
果
、
ほ
か
の

生
徒
に
も
共
有
さ
せ
た
い
と
教
師
が
思
っ

た
も
の
は
、学
級
内
や
礼
拝
時
に
発
表
し
、

共
有
す
る
時
間
を
持
つ
。

　
「
以
前
か
ら
生
徒
に
考
え
を
書
か
せ
て
、

全
員
で
共
有
す
る
指
導
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
徹
底
し

て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
学

校
の
文
化
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
ま
ず

自
分
で
考
え
、
言
葉
に
し
て
、
皆
で
共
有

す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
、
自
分
の

考
え
を
振
り
返
っ
て
深
め
て
い
く
姿
が
見

ら
れ
ま
す
」（
畑
野
先
生
）

　

授
業
以
外
の
様
々
な
活
動
に
も
、
進
路

を
意
識
し
て
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
指
導

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
朝
の

礼
拝
は
生
徒
が
運
営
を
補
助
し
、
感
話
も

生
徒
が
行
う
。
広
報
部
の
和
田
知
亜
紀
先

生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

と
、
自
分
の
考
え
に
信
念
を
持
っ
て
相
手

に
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
進
路
を
選
択
す
る
上
で
も
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
な
力
で
す
。
そ

こ
で
、
成
功
体
験
を
積
ま
せ
て
、
人
か
ら

認
め
ら
れ
る
経
験
を
多
く
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
礼
拝
で
は
オ
ル

ガ
ン
の
演
奏
で
輝
く
生
徒
が
い
ま
す
し
、

ほ
か
に
も
、
校
内
の
様
々
な
活
動
で
個
性

が
発
揮
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
」

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
中
・
高
の

生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
が
運
営
に
参
加

し
、
学
校
案
内
や
体
験
授
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
（
写
真
２
）。

　
「
大
学
入
試
改
革
も
意
識
し
、
自
分
の

言
葉
で
説
明
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
考
え
を
整
理
し
て
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」（
田
中
先
生
）

　

そ
れ
ら
一
連
の
指
導
に
よ
っ
て
様
々
な

資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
、高
校
２
年
次
以

降
は
面
談
や
生
徒
集
会
な
ど
を
通
し
て
具

体
的
な
進
路
を
考
え
さ
せ
て
い
く
。近
年

は
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
な
ど
の
成
果
と
し
て
、生
徒
の

進
路
意
識
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
以
前
は
、『
〇
〇
に
な
り
た
い
か
ら
△

△
学
部
に
行
き
た
い
』
と
、
職
業
あ
り
き

で
進
路
を
考
え
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
取
り
組
ん
で
か

ら
、『
社
会
に
こ
う
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
』『
こ
ん
な
貢
献
を
し
て
生
き
て
い
き

た
い
』
な
ど
、
ま
ず
自
分
と
社
会
の
つ
な

が
り
か
ら
夢
を
語
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
職
業
を
考
え
る
生
徒
が
増
え
て
き

ま
し
た
」（
畑
野
先
生
）

　

生
徒
の
変
化
の
傍
証
と
捉
え
て
い
る
の

が
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー

ト
」
に
お
い
て
、
高
校
２
年
生
の
「
課
題

克
服
」（
＊
３
）
の
平
均
値
の
伸
び
率
が
、

全
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
こ

と
だ
（
図
３
）。

　
「
探
究
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
が

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
し
、
問

題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
に
喜
び
を

感
じ
る
生
徒
が
増
え
た
か
ら
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
か
ら
発
し
た
興

味
・
関
心
が
進
路
選
択
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」（
久
保
先
生
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
終
了
後
も
、
一
連

の
指
導
や
探
究
学
習
の
取
り
組
み
は
継
続

す
る
予
定
だ
。
今
後
も
教
育
活
動
全
体
で

資
質
・
能
力
を
育
み
な
が
ら
将
来
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
、
希
望
進
路
の
実
現

を
目
指
す
指
導
を
追
究
し
て
い
く
。

２年秋２年春１年秋１年春

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0

52.6

50.6
46.7

56.6

45.1 43.5

61.7 60.3
56.6

45.1 43.5

平均値 2018年度高校２年生

写真２　オープンスクールでは、高校の生徒会が、校内ツ
アーを企画・運営。中学校の生徒会は、質問コーナーで学
校生活や勉強の方法について、小学生らの質問に答えた。

「学 習 行 動」の「課 題
克服」について、平均
値は１年生春から下降
傾向にあるが、同校の
2018 年度高校２年生
の数値は上昇している。
ほかの学習行動にも同
様の傾向が見られた。
※ここでいう平均値は各
回における母集団をすべ
て含む。
＊学校資料を基に編集部
で作成

社
会
と
の
か
か
わ
り
か
ら

夢
を
見
い
だ
す
生
徒
た
ち

礼
拝
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

運
営
を
生
徒
に
任
せ
る

学習状況リサーチ「課題克服」の推移図３

＊３　「課題克服」は、３つある「学習行動」の１つで、「自ら課題を克服する学び方（自分の苦手を把握するような学習）」であり、「疑問点は先生や友人に質問をして解決する」
「何が分かっていないかを確かめながら学習する」を指す。「学習行動」のほかの２つは、「習得（基本的な学び方）」と「仮説検証（答えではなく、考え方があっているかを重
視する学び方）」。
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は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
高

校
３
年
間
を
通
し
て
、
よ
い
意
味
で
教
師

を
疑
い
な
が
ら
自
分
で
考
え
、
選
択
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
後
田
先
生
）

　

生
徒
が
教
師
で
あ
る
自
分
を
信
じ
て
く

れ
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
よ
い
意
味
で

生
徒
に
教
師
を
疑
う
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
。
そ
こ
で
、
同
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
社
会
の
多
様
性
に
気
づ
か
せ
る

仕
か
け
づ
く
り
だ
。
教
師
の
考
え
は
い
つ

も
正
解
と
は
限
ら
ず
１
つ
の
意
見
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
理
解
し
、
何
が
最
適
解
な
の

か
が
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
人

た
ち
と
対
話
し
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
に
耳

を
傾
け
る
…
…
そ
ん
な
生
徒
を
育
て
る
た

め
、
仲
間
の
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
や
経
験
を

　

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
多
い

長
崎
県
立
諫い

さ

早は
や

高
校
は
、例
年
、全
国
屈
指

の
国
公
立
大
学
合
格
率
を
上
げ
て
い
る
。

生
徒
、
そ
し
て
保
護
者
は
学
校
に
全
幅
の

信
頼
を
寄
せ
る
が
、
そ
れ
が
高
じ
、「
生

徒
が
教
師
の
与
え
る
答
え
や
指
示
を
待
っ

て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
進
路

指
導
主
事
の
後う

し
ろ
だ田
康こ

う

蔵ぞ
う

先
生
は
近
年
の
生

徒
の
気
質
に
お
け
る
課
題
を
説
明
す
る
。

　
「
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

私
た
ち
教
師
に
も
予
測
が
不
可
能
で
す
。

進
路
選
択
に
お
い
て
も
、
教
師
の
持
っ
て

い
る
知
識
の
箱
の
中
だ
け
で
、
生
徒
に
自

分
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る
の

共
有
で
き
る
対
話
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。

　

同
校
に
お
け
る
対
話
の
場
づ
く
り
の
軸

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
２
０
１
５
年
度
よ

り
年
２
、
３
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い

る
進
路
講
演
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
」

長
崎
県
立
諫
早
高
校

砂
川
一
真
　
す
な
が
わ
・
か
ず
ま

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
３
学
年
主
任
。

長
崎
県
立
諫
早
高
校

髙
比
良
周
一
　
た
か
ひ
ら
・
し
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
２
学
年
主
任
。
Ｃ
Ｄ
Ａ（
＊

１
）
委
員
長
。

長
崎
県
立
諫
早
高
校

藤
村
　

誠
　

ふ
じ
む
ら
・
ま
こ
と

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
１
学
年
主
任
。

長
崎
県
立
諫
早
高
校

後
田
康
蔵
　
う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

長
崎
県
立
諫
早
高
校

◎
校
訓
「
自
立
創
造
」
の
理
念
の
も
と
に
、
人
間

性
を
豊
か
に
し
て
徳
、
知
、
体
の
調
和
の
と
れ
た

社
会
に
有
為
な
逞
し
い
人
間
の
育
成
を
目
指
す
。

併
設
型
中
高
一
貫
校
で
あ
り
、
中
学
校
３
ク
ラ
ス
、

高
校
７
ク
ラ
ス
を
擁
す
。
陸
上
部
を
は
じ
め
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
部
活
動
も
多
い
。

◎
設
立　

１
９
１
１
（
明
治
44
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、東
京
大
、京
都
大
、大
阪
大
、広
島
大
、

九
州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
な
ど
に
２
１
３
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
明

治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど

に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.new

s.ed.jp/isahaya-h/

対
話
を
通
し
た
多
様
性
と
の
出
会
い
の
中
で

「
キ
ャ
リ
ア
エ
リ
ー
ト
」を
育
て
る

長
崎
県
内
屈
指
の
進
学
校
と
し
て
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
諫
早
高
校
。
だ
が
、
そ
の
指
導
の
あ
り
方
は
、
近
年
、「
教
師
が
答
え
や
指
示
を
与
え
る
指
導
」
か
ら

「
生
徒
に
時
間
や
機
会
を
預
け
る
指
導
」
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
学
校
活
動
の
様
々
な
局
面
で
「
対
話
を
通
し
た
多
様
性
と
の
出
会
い
」
を
重
視
し
な
が
ら

高
い
主
体
性
を
持
っ
た
「
キ
ャ
リ
ア
エ
リ
ー
ト
」
を
育
て
る
同
校
の
教
育
活
動
を
紹
介
す
る
。

長
崎
県
立
諫い

さ

早は

や

高
校

事
例
3

教
師
か
ら
の
自
立
を
促
す
た
め

社
会
の
多
様
性
に
気
づ
か
せ
る

＊１　Comprehension（理解）、Discovery（発見）、Ambition（大志）の頭文字をとった、同校独自の進路観醸成プログラム。
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整
理
し
、
新
た
な
視
点
を
学
ぶ
の
が
今
の

進
路
講
演
会
だ
と
後
田
先
生
は
話
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
を
主
体
的
に
企

画
・
運
営
す
る
有
志
の
生
徒
の
姿
は
、
全

校
の
生
徒
、
教
師
に
「
高
校
生
で
も
こ
こ

ま
で
で
き
る
」
と
い
う
驚
き
を
与
え
、
学

校
の
様
々
な
活
動
が
生
徒
の
対
話
を
土
台

に
し
た
主
体
的
な
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
と
い
う
。
特
に
、
以
前
か
ら
存
在

し
た
既
存
の
取
り
組
み
が
、
生
徒
に
任
さ

れ
、
大
き
く
価
値
を
高
め
て
い
る
と
２
学

年
主
任
の
髙た

か

比ひ

良ら

周
一
先
生
は
話
す
。

　
「
例
え
ば
、
中
学
生
に
向
け
た
学
校
説

明
会
に
お
い
て
は
、
生
徒
会
の
生
徒
が

『
自
分
た
ち
の
学
校
の
魅
力
は
何
だ
ろ
う
』

『
ど
の
よ
う
に
中
学
生
に
伝
え
れ
ば
よ
い

だ
ろ
う
』
と
話
し
合
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
校
長
に
対
し
て
『
こ
ん
な
内
容
で
話

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
企
画
書
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
は
今
年

度
か
ら
２
日
間
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
生
徒
会
の
生
徒
た
ち
が
企
画
を
立
て
、

私
た
ち
教
師
に
提
案
し
た
結
果
で
す
。
文

化
祭
を
２
日
間
に
し
よ
う
と
し
た
一
番
の

理
由
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
や
課
題

研
究
な
ど
に
取
り
組
む
同
級
生
の

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
経
験
や
、
そ
こ

で
の
学
び
を
、
ほ
か
の
生
徒
に
共

有
す
る
場
を
つ
く
り
た
い
』
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
学
校
に
は
様
々

な
個
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ

き
、
そ
ん
な
学
校
に
対
し
て
誇
り

を
持
っ
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
」（
髙
比
良
先
生
）

　

今
、
同
校
で
は
、「
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
写
真
１
）」
が
毎
日

の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
る
。
部
活

動
で
忙
し
い
生
徒
た
ち
が
、
学
年

や
ク
ラ
ス
を
超
え
て
自
由
に
集
ま

れ
る
昼
休
み
に
行
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
こ

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
を
運
営
す
る

有
志
生
徒
が
始
め
た
も
の
だ
が
、
今
で
は

校
内
の
様
々
な
生
徒
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
波
及
し
て
、
学
校
行
事
の
あ
り
方
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
最
近
で
は
、
部
活
動
の
部
長
が
悩
み

や
疑
問
を
共
有
す
る
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会

役
員
に
『
委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
を
評

価
す
る
指
標
が
あ
る
と
、
活
動
が
改
善
さ

れ
な
が
ら
積
み
上
が
っ
て
い
く
よ
ね
』
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
委
員

会
活
動
を
評
価
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
近
々
、

そ
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
」（
髙
比
良
先
生
）

　

生
徒
同
士
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら

主
体
的
に
活
動
す
る
生
徒
を
、
後
田
先
生

は
「
キ
ャ
リ
ア
エ
リ
ー
ト
」
と
表
現
す
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
勉
強
と
部
活
動
が
生

徒
に
と
っ
て
の
活
躍
の
場
で
し
た
。
し
か

し
今
、
本
校
に
は
そ
う
し
た
枠
に
と
ど
ま

ら
ず
学
校
行
事
や
課
外
活
動
な
ど
で
活
躍

す
る
、
い
わ
ば
キ
ャ
リ
ア
エ
リ
ー
ト
が
出

現
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
勉
強
エ
リ
ー

ト
や
部
活
動
エ
リ
ー
ト
が
キ
ャ
リ
ア
エ

リ
ー
ト
に
憧
れ
と
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
接

し
、『
勉
強
や
部
活
動
だ
け
で
満
足
し
て

い
て
は
駄
目
だ
』
と
活
動
を
広
げ
よ
う
と

だ
。グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
で
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
や
研
究

者
、実
業
家
等
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
が
、そ

の
人
選
や
登
壇
交
渉
、全
校
生
徒
に
提
供

す
る
事
前
学
習
資
料
の
製
作
、
そ
し
て
講

演
会
や
ゲ
ス
ト
と
の
対
話
の
場
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
な
ど
、メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替

わ
り
な
が
ら
各
回
十
数
人
の
有
志
の
生
徒

が
数
か
月
を
か
け
て
主
体
的
に
進
め
て
い

る（
本
誌
２
０
１
６
年
６
月
号
P.
　

58
参
照
）。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
で
は
、
様
々
な

社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
方
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
ま
す
が
、
実
際
に
ど
ん
な
こ
と

を
話
し
て
も
ら
い
た
い
か
は
生
徒
が
話
し

合
い
、
ゲ
ス
ト
に
伝
え
ま
す
。
生
徒
た
ち

が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
ゲ
ス
ト

が
自
分
の
人
生
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
社
会
へ
の
働
き
か
け
を
決
意
し
て

い
っ
た
か
で
す
。
多
様
な
価
値
観
を
持
っ

た
校
外
の
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力

は
何
か
を
考
え
て
い
ま
す
」（
後
田
先
生
）

　

学
部
・
学
科
や
学
問
、
職
業
な
ど
を
切

り
口
に
、
自
分
が
関
心
を
持
つ
人
、
自
分

と
志
向
が
近
い
人
の
話
を
聞
こ
う
と
す
る

の
が
以
前
の
進
路
講
演
会
だ
と
し
た
ら
、

そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
分

野
で
活
躍
す
る
人
の
話
を
聞
き
、
そ
の
生

き
方
か
ら
共
感
や
違
和
感
を
自
分
な
り
に

写真１　グローバル講演会を始め生徒の主体的な活動でよく見られる
「ランチミーティング」。学校や社会をよりよくするための方策を話し合
う、勉強でも部活動でもない第三の活動が増えてきた。

学
校
と
い
う
社
会
の
変
革
に

動
き
始
め
た
生
徒
た
ち

22 December  2018
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も
、
生
徒
主
体
の
企
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
外
部
講
師
を
ゲ
ス
ト
に
進
学
環
境
に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
時
も
、

各
ク
ラ
ス
委
員
が
何
に
つ
い
て
知
り
た
い

か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
話

を
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
考
え
、
講
師

に
伝
え
ま
し
た
。
正
直
、
生
徒
が
こ
こ
ま

で
主
体
的
に
動
け
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
そ
れ
は
、
単
に
私
た
ち

が
任
せ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
だ
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」（
砂
川
先
生
）

　

対
話
を
重
視
し
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊

重
す
る
指
導
を
学
校
の
文
化
と
し
て
定
着

さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
師
、
生
徒
に
よ
る

目
指
す
べ
き
生
徒
像
の
共
有
が
必
要
だ
。

同
校
で
は
、
18
年
度
の
１
学
年
よ
り
「
本

校
の
目
指
す
生
徒
像
」
を
定
め
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る（
図
１
）。
授
業
、
家
庭
学
習
、
学

校
生
活
、
部
活
動
・
課
外
活
動
な
ど
の
５

つ
の
場
面
と
、主
体
性
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
３
つ
の
観
点
で
高
校

生
活
に
つ
い
て
４
段
階
で
状
態
を
記
述
し

た
も
の
で
、生
徒
、保
護
者
、そ
し
て
学
年

団
の
指
針
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。
仲

間
と
対
話
し
、
主
体
的
に
動
く
力
を
生
徒

に
望
む
教
師
が
、
場
面
に
応
じ
た
具
体
的

な
行
動
指
標
を
生
徒
に
示
し
た
わ
け
だ
。

　

そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、
学
期

末
、
生
徒
は
振
り
返
り
を
行
う
が
、
そ
こ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
生
徒
の

出
現
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
教
師
が
『
こ
れ

も
任
せ
て
み
よ
う
』
と
生
徒
に
背
中
を
押

さ
れ
る
、
よ
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
」（
後
田
先
生
）

　

対
話
を
通
し
た
多
様
な
価
値
観
と
の
出

会
い
を
全
生
徒
に
保
証
す
る
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
る
。
３
学
年
主
任
の
砂
川
一

真
先
生
が
例
に
挙
げ
る
の
は
、
３
年
生
が

高
校
に
入
学
し
た
直
後
の
取
り
組
み
だ
。

　
「『
先
生
だ
か
ら
す
べ
て
正
し
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
』『
高
校
生
活
で
疑
問
や
悩

み
が
生
ま
れ
た
時
は
、
大
人
に
頼
り
き
る

の
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の
対
話

を
通
し
て
よ
り
よ
い
答
え
を
探
し
て
ほ
し

い
』
と
話
を
し
、
そ
の
後
、
学
年
全
員
が

体
育
館
で
『
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
』
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
お

互
い
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
者
同
士
が
協

力
し
て
模
造
紙
に
考
え
を
ま
と
め
る
中

で
、
こ
の
学
校
は
多
様
な
価
値
観
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
正
解
が
誰
に
も
分
か
ら
な

い
問
い
を
仲
間
と
話
し
合
っ
て
考
え
る
学

校
な
の
だ
と
、
生
徒
は
感
じ
取
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
テ
ー
マ
で

も
仲
間
と
の
対
話
で
深
掘
り
で
き
、
そ
こ

に
多
様
な
価
値
観
を
見
い
だ
せ
る
の
だ
と

実
感
す
る
こ
と
で
、
対
話
が
日
常
化
し
て

い
き
ま
す
」（
砂
川
先
生
）

　

学
年
全
員
が
参
加
す
る
進
路
説
明
会

＊学校資料をそのまま掲載。

18年度入学生に提示したルーブリック「本校の目指す生徒像」図１

特
別
な
生
徒
で
な
く
て
も

任
せ
れ
ば
、
で
き
る

多
様
な
視
点
か
ら

生
徒
を
評
価
す
る
進
路
指
導
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生
徒
が
主
体
的
に
様
々
な
活
動
に
取
り

組
む
学
校
の
様
子
は
、
近
隣
の
中
学
生
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
学
校
説
明
会
で
も
、
勉
強
だ
け
を
や

り
た
い
と
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
減
っ

て
い
ま
す
。
既
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会

の
企
画
に
携
わ
り
た
い
』
と
入
学
し
て
き

た
生
徒
も
い
ま
す
」（
後
田
先
生
）

　

対
話
を
通
し
て
多
様
な
価
値
観
に
出
会

い
、
自
分
や
社
会
に
対
す
る
問
題
意
識
を

深
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
諫
早
高
校
。
今

後
は
、
自
分
の
中
に
生
ま
れ
た
問
題
意
識

を
、
実
際
に
解
決
す
る
た
め
の
手
段
ま
で

考
え
、
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
教
師
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

　
「『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
取
り
組

む
課
題
研
究
も
、
単
に
興
味
の
あ
る
こ
と

を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
社
会
の

ど
ん
な
問
題
を
解
決
す
る
の
か
、
社
会
に

ど
ん
な
価
値
を
も
た
ら
す
の
か
、
考
え
な

が
ら
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
実
際
に
解

決
に
至
る
の
は
困
難
で
も
、
高
校
卒
業
後

も
考
え
続
け
た
い
大
切
な
テ
ー
マ
を
見
つ

け
た
上
で
、
大
学
に
進
学
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
後
田
先
生
）

　
「
理
科
離
れ
の
原
因
を
分
析
し
、
科
学

が
好
き
に
な
る
授
業
を
考
え
た
。
附
属
中

学
校
で
授
業
さ
せ
て
ほ
し
い
」「
ヒ
ッ
ト

曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
詞
を
分
析
し
て
同

級
生
を
応
援
す
る
歌
を
作
っ
た
。
昼
休
み

に
中
庭
で
演
奏
し
た
い
」
な
ど
、
高
校
生

ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
自
分
が
で
き

る
社
会
貢
献
を
考
え
、
実
行
す
る
生
徒
も

出
て
き
て
い
る
（
写
真
２
）。

　
「
諫
早
高
校
は
こ
の
数
年
で
本
当
に
変

わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
私
た

ち
教
師
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
変
化
し
た
の
は
生
徒
で
あ
り
、
私
た

ち
は
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
、
変
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
は
ま
だ

成
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
当
の
成
果
は
、

生
徒
が
卒
業
し
た
後
、
も
っ
と
大
き
な
形

で
表
れ
て
く
る
は
ず
で
す
」（
後
田
先
生
）

で
は
自
己
評
価
に
加
え
て
、
保
護
者
、
さ

ら
に
ク
ラ
ス
の
仲
間
の
コ
メ
ン
ト
が
書
き

加
え
ら
れ
る
（
図
２
）。
自
己
評
価
と
他

者
評
価
は
、
担
任
と
の
面
談
で
生
徒
の
内

省
を
深
め
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
１
学
年
主

任
の
藤
村
誠
先
生
は
話
す
。

　
「
生
徒
を
評
価
す
る
視
点
が
増
え
る
こ

と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
、

頑
張
っ
て
い
る
部
分
を
見
逃
し
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
同
級
生
が
厳
し
め
の
評
価
を
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
ん

な
時
は
担
任
が
『
あ
な
た
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
も
努
力
し
て
い
た
よ
ね
』
と
生
徒
を

励
ま
せ
ば
よ
い
の
で
す
」（
藤
村
先
生
）

　

今
年
度
の
３
学
期
に
は
、
１
学
年
団
で

資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
進
路
検
討
会
を
予

定
し
て
い
る
。
生
徒
の
活
動
実
績
と
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
、他
者
評
価
、

さ
ら
に
１
学
期
に
受
検
し
た
ベ
ネ
ッ
セ
の

「GPS

−Academ
ic

（
＊
２
）」
の
結
果

を
客
観
評
価
と
し
て
材
料
に
し
た
検
討
会

で
、
同
校
で
も
初
め
て
の
試
み
だ
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
エ
リ
ー
ト
が
増
え
る
中
、

生
徒
が
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題

意
識
を
持
ち
、
校
内
外
で
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
を
丁
寧
に
共
有
す
る

こ
と
で
、
２
年
生
に
な
っ
た
生
徒
に
『
こ

ん
な
活
動
を
し
て
み
て
は
？
』
と
働
き
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
藤
村
先
生
）

＊学校資料をそのまま掲載。

写真２　課題研究を通して、
応援歌づくりや中学生向け
授業など、学校という社会
に貢献しようとする生徒も
現れている。

＊２　ベネッセのアセスメントの１つで、問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的
に測るテスト。

社
会
貢
献
す
る
達
成
感
を

高
校
時
代
に
味
わ
わ
せ
る

他者視点を交えた1年生 2学期の振り返りシート図２
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生徒の学びをデザインする
カリキュラム・マネジメント 

先生方とともに高校生の今と未来をつなぐ ワークショップ 2019 

ワークショップの模様は、2019年度 『VIEW21』高校版にてご紹介する予定です。

高大接続改革が進み、カリキュラム・マネジメント（以下、カリマネ）に対する
学校現場の関心が高まる中、カリマネを自校でどのように進めていけばよいのか、
悩まれている管理職・ミドルリーダーは少なくありません。
今回のワークショップでは、参加者が実習を通して
カリマネ実践のポイントを理解 ・習得し、
自校に戻って同僚とカリマネに取り組めるようになることを目指します。
また、カリマネを進める中で得られたノウハウや
経験を共有するネットワークづくりも行います。

❶学校教育目標の設定
自校で育成を目指す資質・能力を学校教育目標として設定する際のポイ
ントを理解

❷カリキュラムの作成
学校教育目標を達成するためのカリキュラムを、実際に自校で作成して
いく際のポイントを理解

❸自校での実践工程表の作成
学んだことを自校で実践できるように、今後の具体的な工程表を作成
◎いずれの場面でも、対話を中心とした参加者主体の活動が盛り込まれます。
◎参加者には、自校の現状を整理するなどの事前課題への取り組みをお願い
する予定です。　　　　

※上記の内容は予定であり、変更される場合があります。

森 朋
と も

子
こ

関西大学教育推進部教授
専門は、学習研究、学習理論。島根大
学教育開発センター長等を経て、現職。
共編書に『アクティブラーニング型授業
としての反転授業』（ナカニシヤ出版）。

日賀優一
「三四郎の学校」事務局長
本誌連載コーナー「これからの会議・研修のあり方、
つくり方」監修者。

ベネッセ教育総合研究所のホームページトップ（＊）にあるバナー「カリマネ・ワークショッ
プ参加申し込みフォーム」からアクセスし、必要事項をご記入ください。
＊「ベネッセ　研究」で検索→「ベネッセ教育総合研究所」

日時 2019 年３月 23 日（土）　10 時 30 分～ 17 時30 分

場所 株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社（岡山市北区）

参加対象者 カリキュラム・マネジメントの推進において課題を抱えている高校の先生

募集人数 50 名程度（先着順。同一校からの参加は上限２名までとさせていただきます）

参加費 3,000円（税込み。昼食代を含む）

 PRESENTS

2019年
３月23日（土）
岡山市で開催！

参加申し込みは
2019年1月15日（火）開始！

内容監修・ファシリテーター

理 習解 得 自校に 展開

イベントのご案内

 December  201825
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東
京
都
立
淵
江
高
校
で
は
、
生
徒
が
主

体
的
に
学
ぶ
授
業
を
目
指
し
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
、各
教
科
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
授
業
改
善
を
進
め
て
き
た
。
16
年

度
に
は
、東
京
都
教
育
委
員
会「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
校
」
の
指
定
を
受

け
、取
り
組
み
を
深
め
る
中
で
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
に
気
づ

い
た
と
い
う
。
降ふ

り
は
た幡
高
志
副
校
長
は
次
の

よ
う
に
話
す
。

　
「
授
業
改
善
を
進
め
る
中
で
、
Ａ
Ｌ
で

大
切
な
の
は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
授

業
や
単
元
の
目
標
を
適
切
に
設
定
し
、
そ

れ
を
生
徒
に
示
し
て
、
見
通
し
を
持
っ
て

学
ば
せ
た
り
、
振
り
返
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
だ
と
見
え
て
き
ま
し
た
。
目
標
設
定
を

追
究
し
て
い
く
と
、
ま
ず
、
教
育
活
動
全

体
を
通
し
て
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
資
質
・
能
力
を
明
ら
か
に
し
、
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」

　

17
年
度
か
ら
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

校
」
の
指
定
も
受
け
、
そ
の
研
究
を
進
め

て
き
た
。

大
き
な
認
識
の
ず
れ
は
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
共
有
で
き
ま
し
た
」（
降
幡
副
校
長
）

　

18
年
度
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

各
資
質
・
能
力
を
ど
の
教
科
・
科
目
や
教

科
外
活
動
で
重
点
的
に
育
成
す
る
の
か
、

各
教
科
会
や
分
掌
で
検
討
し
た
。

　
「
当
初
、担
当
教
科
・
科
目
で
ど
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
重
点
を
置
け
ば
よ
い
の

か
、
多
く
の
教
員
が
判
断
が
難
し
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
従
来
の
指
導

で
大
切
に
し
て
き
た
思
い
を
整
理
し
、
見

え
る
化
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し

た
作
業
を
進
め
る
う
ち
に
、
さ
ら
に
力
を

入
れ
る
べ
き
指
導
も
見
え
て
き
ま
し
た
」

（
降
幡
副
校
長
）

　

そ
う
し
て
、
各
教
育
活
動
に
お
い
て
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
し
た

「
教
科
用
」
と
「
教
科
外
活
動
用
」
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
の
概
念
図
を
完
成

さ
せ
た
。
進
路
指
導
部
主
任
の
片か

た
ぎ
り桐
慶よ

し
ひ
さ久

先
生
は
作
成
の
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
教
員
は
つ
い
自
分
の
担
当
教
科
・
科

目
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ
っ
て
教
育
活
動

全
体
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。本
校
が
力
を
注

ぐ
学
校
行
事
や
国
際
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
教
科
外
活
動
の
教
育
的
な

意
義
も
確
認
で
き
ま
し
た
」

　

ま
ず
、生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資

質
・
能
力
を
設
定
す
る
た
め
、
全
教
員
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た（
写
真
）。生

徒
の
実
態
と
課
題
を
確
認
し
合
っ
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
生
徒
に
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
を
出
し
合
い
、
全

体
で
共
有
。
そ
の
後
、
降
幡
副
校
長
や
主

幹
教
諭
が
検
討
し
、４
つ
の
枠
組
み
と
14

の
資
質・能
力
に
整
理
し
た（
図
）。そ
し
て
、

各
資
質・
能
力
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
作
成

し
、ど
う
育
成
を
図
れ
ば
よ
い
の
か
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
以
前
か
ら
、
教
員
間
で
共
通
認
識
を

図
り
な
が
ら
生
徒
指
導
を
行
い
、さ
ら
に
、

全
校
で
Ａ
Ｌ
を
進
め
て
き
た
た
め
、
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
も

写真　生徒に身につけさせたい資質・能力を付
せん紙に書き出し、ＫＪ法で整理。グループご
とに３～４つに分類して模造紙に概念図を作成
し、それを発表し合って共有した。

授業や学校行事など、
教育活動のねらいを「見える化」し、

身につけさせたい資質・能力を明確化
東京都立淵

ふ ち

江
え

高校

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入

を
機
に
教
育
活
動
全
体
を
見
直
す

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
に
示
す

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が2017年度６～12月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

改革事例C A S E

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

カリキュラム・マネジメント

授業・
指導改善

学校教育
目標

今回
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導
か
れ
た
道
標

　

現
在
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ（
図
）

を
基
に
、
各
教
科
・
科
目
や
教
科
外
活
動

の
指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。
18
年
10
月

に
実
施
さ
れ
た
化
学
の
公
開
授
業
で
は
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
た
授

業
の
あ
り
方
を
共
有
し
た
。

　
「
指
導
案
の
作
成
で
は
、『
こ
の
資
質
・

能
力
を
つ
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
学
び

を
展
開
す
れ
ば
よ
い
か
』『
こ
れ
ま
で
の

指
導
は
こ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
た
の
か
』
な
ど
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、授
業
者
は
、

授
業
の
目
的
、
す
な
わ
ち
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
明
確
に
す
る
と
指
導
が
し

や
す
く
、
生
徒
の
学
び
も
深
ま
る
と
感
じ

て
い
ま
し
た
」（
降
幡
副
校
長
）

　

各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作

成
も
進
め
て
お
り
、
今
後
は
教
科
外
活
動

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
作
成
予
定
だ
。教
務
・

総
務
部
主
任
の
小
澤
憲
司
先
生
は
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
全
員
で
考
え
た
目
指
す
指
導
を
実
践

に
移
し
、
振
り
返
り
を
通
じ
て
効
果
を

検
証
し
、
さ
ら
に
概
念
を
修
正
す
る
サ
イ

ク
ル
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
教

育
活
動
の
最

初
の
一
歩
が

よ
う
や
く
踏

み
出
せ
た
と

感
じ
て
い
ま

す
」

　

18
年
度
中

に
は
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

も
練
り
上

げ
、
教
員
と

生
徒
だ
け
で

な
く
、
家
庭

や
地
域
と
も

共
有
し
、
教

育
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実

に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て

い
る
。
杉
渕

明
子
校
長
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　
「
Ａ
Ｌ
の
実
践
を
通
し
て
、
生
徒
の
主

体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
着

実
に
育
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
延
長
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
い
か
に
高

め
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
は
変
化
し
て

い
ま
す
し
、
生
徒
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り

ま
す
。教
育
活
動
に
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
常
に
走
り
な
が
ら
改
善
を
重
ね

る
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

東
京
都
立
淵
江
高
校

◎
教
育
重
点
目
標
は
、「
学
力
の
向
上
」「
規
範
意
識
の
涵

養
」「
穏
や
か
な
心
身
の
育
成
」。
２
０
１
８
年
度
、
東
京

都
教
育
委
員
会
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
校
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
校
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
校
」
等
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
国
際
交

流
活
動
を
始
め
と
し
た
国
際
理
解
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

◎
設
立　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
３
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

私
立
大
は
、

流
通
経
済
大
、
明
海
大
、
国
士
舘
大
、
拓
殖
大
、
帝
京
大
、

東
京
工
科
大
、
東
京
電
機
大
、
武
蔵
野
大
、
目
白
大
、
立

正
大
な
ど
に
延
べ
62
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

73
人
。
就
職
62
人
。

◎ U
R
L　

http://w
w

w
.fuchie-h.m

etro.tokyo.jp/site/
zen/

図

４つの枠組みと14の資質・能力を図示した「教科用」のカリキュラム・マップ　

上図とは別に、「教科外活動用」のカリキュラム・マップも作成した。＊学校資料をそのまま掲載

こ
れ
ま
で
の
実
践
を
振
り
返
り
、
整
理
す
る
こ
と
で

今
後
の
学
校
の
姿
・
指
導
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る

東
京
都
立
淵
江
高
校

片
桐
慶
久
　
か
た
ぎ
り
・
よ
し
ひ
さ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
主
幹
教
諭
。
進
路
指
導

部
主
任
。

東
京
都
立
淵
江
高
校

小
澤
憲
司
　

お
ざ
わ
・
け
ん
じ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
・
総

務
部
主
任
。

東
京
都
立
淵
江
高
校
副
校
長

降
幡
高
志
　
ふ
り
は
た
・
た
か
し

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

東
京
都
立
淵
江
高
校
校
長

杉
渕
明
子
　
す
ぎ
ぶ
ち
・
あ
き
こ

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

全
員
で
考
え
た
目
指
す
指
導
を
実
践
、

振
り
返
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
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茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
で
は
、
中
島
博
司
校

長
の
主
導
の
下
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
全
校
を
挙
げ
て
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
中
島
校

長
が
推
奨
す
る
手
法
の
１
つ
が
、「
Ｒ
80
（
ア
ー
ル
エ
イ

テ
ィ
）」
だ
。「
Ｒ
」
は
、リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
振
り
返
り
）

茨城県立並木中等教育学校
◎茨城県立並木高校を前身として開校。「自制・
自律・自尊」を校訓とする。文部科学省「ＳＳ
Ｈ」（＊１）指定によるサイエンスプログラムや、
先進的な国際理解教育などを展開し、グロー
バルリーダーの育成を図る。
◎設立　2008（平成 20）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年160人
◎２０１8年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、千
葉大、お茶の水女子大、東京大、一橋大、京
都大、大阪大、神戸大、茨城県立医療大など
に 88人が合格。私立大は、慶應義塾大、上
智大、東京理科大、明治大、早稲田大などに
延べ294人が合格。
◎URL

茨城県立並木中等教育学校
中島達也　なかじま・たつや　

教職歴１８年。同校に赴任して６年目。
企画研究部。理科（生物）担当。６学年担任。
２０１８年度から本格的にアクティブ・ラーニングを実践。

http://www.namiki-cs.ibk.ed.jp/

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。　

14:40 前時の復習 授業
ハイライト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

学
び
合
い
を
効
果
的
に
行
い
な
が
ら
、

思
考
力
・
表
現
力
の
向
上
を
図
る

前時の授業で生徒が 80 字で書いた前時の授業のまとめ
（「Ｒ80」）のうち、クラス内で「よかった」という得票が多
かった生徒のまとめをモニターに映した。中島先生は、授
業の要点を押さえた論理的な文章である点を褒めた。続い
て、クリッカーアプリで、前時の学習内容をクイズ形式で復
習。１問10 秒で考えさせ、生徒１人を指名し解答させた。

●
４
年
生
（
高
校
１
年
生
）「
生
物
基
礎
」で
、「
遺
伝
子
と
そ

の
働
き
・
遺
伝
情
報
と
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
」
の
全
６
時
間

の
う
ち
の
３
時
間
目
。遺
伝
暗
号
で
あ
る
コ
ド
ン
に
つ
い
て
、

協
働
学
習
や
講
義
で
理
解
を
深
め
る
。生
徒
は
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
。（
Ｐ． 

31
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

生物

実践

「
Ｒ
80
」「
Ａ
Ｌ
指
数
」
を
駆
使
し
、

全
校
を
挙
げ
て
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
む

中
島
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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と
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
再
構
築
）
の
こ
と
で
、
生
徒

が
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
80
字
で
ま

と
め
る
活
動
で
あ
り
、
必
ず
２
文
と
し
、
接
続
詞
で
つ

な
げ
る
の
が
ル
ー
ル
だ
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、

論
理
力
を
同
時
に
高
め
、
大
学
入
試
の
記
述
式
問
題
に

対
応
で
き
る
力
が
高
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
Ａ
Ｌ
指
数
」
も
、中
島
校
長
が
推
奨
す
る
手
法
の
１

つ
だ
。「
Ａ
Ｌ
指
数
」
と
は
、
対
話
的
な
活
動
の
実
施
率

を
示
す
指
標
で
、
例
え
ば
、
50
分
授
業
で
10
分
間
対
話

的
な
活
動
を
行
っ
た
場
合
は
、「
Ａ
Ｌ
20
」
と
な
る
。
教

師
が
自
身
の
授
業
を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
考
案
さ

れ
た
。
指
数
が
高
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

教
科
の
特
性
や
単
元
の
内
容
に
応
じ
て
講
義
と
対
話
的

な
活
動
を
使
い
分
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

生
物
担
当
の
中
島
達
也
先
生
が
、
Ａ
Ｌ
を
知
っ
た
の

は
３
年
ほ
ど
前
で
あ
り
、
当
時
は
自
身
の
授
業
で
行
う

の
は
難
し
い
と
感
じ
た
と
言
う
。

　
「
生
物
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
学
ぶ
内
容
が

大
幅
に
増
え
、
教
科
書
の
内
容
を
教
え
る
こ
と
で
手

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
対
話
的
な
活
動
は
、
資
質
・
能
力

の
育
成
に
効
果
的
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
時
間
が

取
れ
な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

全
校
で
授
業
の
相
互
参
観
が
活
発
に
行
わ
れ
、Ａ
Ｌ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ

る
か
が
浸
透
す
る
中
で
、中
島
先
生
も
本
格
的
に
授
業

改
善
を
始
め
た
。今
年
度
の
担
当
学
年
は
、４
年
生
と
６

年
生
（
高
校
１
年
生
と
３
年
生
）
で
、
６
年
生
は
、
模

擬
試
験
の
結
果
の
振
り
返
り
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行

い
つ
つ
、入
試
に
対
応
し
た
講
義
型
の
授
業
が
中
心
だ
。

　

一
方
、今
回
取
材
し
た
４
年
生
の
「
生
物
基
礎
」
で
は
、

対
話
的
な
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
授
業

の
基
本
的
な
流
れ
は
、
①
前
時
の
「
Ｒ
80
」
の
紹
介
、

②
ク
リ
ッ
カ
ー
ア
プ
リ
を
使
っ
た
前
時
の
復
習
（
１
単

元
に
２
〜
３
回
実
施
）、
③
予
習
し
た
内
容
の
グ
ル
ー
プ

で
の
共
有
、
④
グ
ル
ー
プ
で
出
た
疑
問
へ
の
回
答
と
講

義
、
⑤
ペ
ア
ワ
ー
ク
に
よ
る
本
時
の
内
容
の
振
り
返
り
、

⑥
本
時
の
「
Ｒ
80
」
の
作
成
と
な
る
。

　

中
島
先
生
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
予
習
を
前
提
と

し
た
授
業
、「
Ｒ
80
」の
実
施
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
３
点
だ
。

　

予
習
を
前
提
と
す
る
の
は
、
習
得
す
べ
き
知
識
が
多

い
中
で
、
授
業
で
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
だ
。

中
島
先
生
が
配
布
し
た
本
時
の
学
習
範
囲
の
予
習
プ
リ

ン
ト
で
、生
徒
は
予
習
を
す
る
。
さ
ら
に
、６
人
グ
ル
ー

プ
の
う
ち
の
１
人
が
、
予
習
プ
リ
ン
ト
や
教
科
書
の
内

容
を
基
に
、
学
習
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
る
担
当
者
と
な
る
。

そ
の
担
当
者
が
、
授
業
前
半
に
行
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
お
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
に
本
時
の
内
容
を
説
明
し
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
な
ど
の
協
働
学
習
を
行
う
。

　

ス
ラ
イ
ド
作
成
の
担
当
は
、グ
ル
ー
プ
内
で
の
持
ち

回
り
だ
。作
成
に
１
〜
３
時
間
か
か
る
が
、月
に
１
回
程

度
で
あ
り
、生
徒
は
１
年
生
（
中
学
１
年
生
）か
ら
探
究

15:00 14:50生徒から出た疑問を解説 グループで本時の授業内容を共有

座席を戻し、チャットアプリで寄せられた疑問をモニターに
映して、中島先生が解説。疑問はすべてタブレット端末で共
有し、「ＲＮＡのヌクレオチドは何種類？」などと、中島先生
は問いかけ、生徒とやり取りをしながら説明した。さらに深
めたい疑問については、「よい質問ですね。これはあとで詳し
く説明します」と言っていったん保留にした。

次に、毎授業同じメンバー構成の６人グループとなり、メン
バーの１人が予習プリントや教科書の内容を基に作成したス
ライドを示しながら、本時の学習内容をほかのメンバーに説
明した。分からない点はグループ内で教え合い、解決できな
かった疑問は、チャットアプリに投稿。その間、中島先生は
本時のねらいの３点を板書した。

予
習
を
前
提
と
し
た
授
業
と
し
、

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
時
間
を
確
保

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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学
習
で
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
発
表
を
行
っ
て
き
て
慣
れ
て

い
る
の
で
、負
担
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

　

思
考
の
深
ま
り
を
促
す
の
が
「
Ｒ
80
」
だ
。

　
「
2
つ
の
文
章
を
矛
盾
せ
ず
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
論

理
的
な
思
考
力
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
の
内
容
を
書
く

と
80
字
を
超
え
ま
す
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
端
的

に
表
現
す
る
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
生
徒
が
書
い
た『
Ｒ

80
』
を
見
れ
ば
、
授
業
で
学
習
し
た
内
容
を
理
解
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
お
お
よ
そ
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

以
前
は
、
生
徒
が
書
い
た
「
Ｒ
80
」
を
一
つ
ひ
と
つ

添
削
し
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
は
、
全
生
徒
の
「
Ｒ
80
」
を

ウ
ェ
ブ
上
に
ア
ッ
プ
し
て
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
生
徒
に
よ
い
と
思
っ
た

も
の
に
投
票
さ
せ
、
上
位
と
な
っ
た
も
の
の
内
容
を
次

の
授
業
で
紹
介
し
て
い
る
。
中
島
先
生
は
、
よ
い
点
は

褒
め
、論
理
的
に
弱
い
部
分
は
指
摘・指
導
す
る
こ
と
で
、

概
要
を
的
確
に
つ
か
み
、
論
理
的
に
表
現
す
る
力
を
磨

く
場
と
し
て
い
る
。

　

授
業
後
半
は
、
教
科
書
の
内
容
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ

ド
と
、
生
徒
が
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
に
投
稿
し
た
疑
問
を

同
時
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
、
中
島
先
生
が
疑
問
に

つ
い
て
解
説
。
中
島
先
生
が
話
す
テ
ン
ポ
は
や
や
速
め

だ
が
、
生
徒
は
予
習
し
て
き
て
い
る
上
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
疑
問
の
多
く
は
解
消
で
き
て
い
る
の
で
、
速
い
テ

ン
ポ
に
も
つ
い
て
こ
ら
れ
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

ク
ラ
ス
の
一
体
感
を
高
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
、
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
だ
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
出
た
疑
問
を
モ
ニ
タ
ー
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
何
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
か
が
ひ
と

目
で
分
か
る
。生
徒
に
と
っ
て
、様
々
な
考
え
や
気
づ
き

に
触
れ
る
機
会
に
な
る
と
と
も
に
、
周
り
の
生
徒
の
理

解
度
も
分
か
り
、
生
徒
が
安
心
感
を
得
ら
れ
る
と
い
う
。

　

生
徒
か
ら
投
稿
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
授
業
中

に
中
島
先
生
が
す
べ
て
解
説
す
る
た
め
、
授
業
後
に
疑

問
が
残
ら
な
い
点
も
、生
徒
に
好
評
だ
。
ま
た
、チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
に
は
、
授
業
時
間
外
で
も
疑
問
を
投
稿
で
き

る
。
中
島
先
生
が
解
説
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ク
ラ
ス

全
員
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
た
め
、
生
徒
同
士
で
疑
問

を
解
決
し
合
う
こ
と
も
あ
る
と
言
う
。

　
「
今
後
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
問
い

を
私
が
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
に
投
稿
し
、
生
徒
同
士
で
議

論
を
深
め
て
い
け
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
格
的
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
っ

て
約
半
年
経
ち
、
生
徒
の
発
言
の
活
発
さ
や
質
問
の
多

さ
な
ど
か
ら
、
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ

る
と
言
う
。
そ
し
て
、
自
身
の
予
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
お
け
る
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
説

15:28

座席が隣の生徒同士でペアになり、本時の学習内容を確認。
授業プリントをチェックしながら、中島先生が黒板に示した３
つのねらいに沿って、ペアの相手が理解できるように説明し
合った。そして、最後の５分間で、ペアワークの内容を基に、
本時の内容を80 字にまとめ、タブレット端末で中島先生とク
ラス全員とで共有した。

15:10

中島先生が、講義形式で本時の学習内容を解説。コドンが３
個の塩基の組み合わせでできていることや歴史的実験でコド
ンとアミノ酸の対応が明らかにされたこと、そして rRNAと
tRNAの構造についての理解を促した。生徒は、事前に配布さ
れた授業プリントに記入しながら、学習内容を整理した。

振り返りとまとめ 本時の学習内容を解説

疑
問
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、

生
徒
同
士
で
解
決

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
の
９
割
以
上
が

学
習
内
容
を
理
解
で
き
た
と
回
答

成
果
と
課
題
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明
、
中
島
先
生
の
解
説
と
、
同
じ
内
容
を
３
度
繰
り
返

し
て
学
ぶ
た
め
、
学
習
内
容
の
理
解
度
や
定
着
度
も
高

い
。
毎
回
、
授
業
の
終
わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ア
プ
リ
で

学
習
の
理
解
度
を
聞
い
て
い
る
が
、
今
回
取
材
し
た
授

業
も
、
９
割
を
超
え
る
生
徒
が
「
で
き
た
」「
ま
ず
ま

ず
で
き
た
」
と
回
答
し
た
と
言
う
。

　
「
今
後
も
、
生
物
学
的
な
考
え
方
や
セ
ン
ス
を
磨
い
て

い
け
る
よ
う
な
発
問
や
課
題
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
設
定
科
目
『
理
数
探
究
』
で
行
う
探
究
学
習
と
の

相
乗
効
果
も
意
識
し
、
教
科
横
断
型
で
資
質
・
能
力
を

高
め
て
い
け
る
指
導
を
目
指
し
ま
す
」

高
橋
真し
ん

也や

さ
ん
　
中
島
先
生
の
授
業
は
、

生
徒
か
ら
出
た
疑
問
を
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
う
な
ど
、
疑
問
を
ベ
ー
ス
に
授
業

が
進
む
の
で
、
自
分
た
ち
で
授
業
を
つ
く
る
面
白
さ
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
作

る
ス
ラ
イ
ド
は
様
々
に
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
も
気

づ
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
授
業
中
に
イ
ン
プ
ッ
ト
と

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
何
度
も
行
う
の
で
、
よ
り
深
く
理
解

で
き
、
知
識
の
定
着
の
面
で
も
効
率
的
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
竹
葉
月
さ
ん
　
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て

説
明
す
る
時
は
、
自
分
が
頭
で
理
解
し

た
こ
と
を
、
ど
う
し
た
ら
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
注
意
し
て
い
ま

す
。
言
葉
を
選
び
、
噛
み
砕
い
て
説
明
す
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
の
理
解
も
深
ま
り
、
表
現
力
が
高
ま
る
の
を
感
じ

ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
グ
ル
ー
プ
内
で
気
軽
に
質

問
で
き
ま
す
し
、
そ
れ
で
も
解
決
で
き
な
け
れ
ば
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
で
み
ん
な
に
聞
け
る
の
も
心
強
い
で
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】理科・生物基礎 　【分野・単元】遺伝子とその働き・遺伝情報とタンパク質の合成　【テーマ・作品】タンパク質の合成
【設定時数】全 6 時間の中の 3 時間目　【単元目標】 DNA の遺伝情報からどのような過程を経てタンパク質が合成されるのかを理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
•RNA の構造
•転写とはどのよ
うな過程か

•DNA と RNA の違いを理解している。
•DNA の遺伝情報がどのような流れで
タンパク質の発現に至るのかをおおま
かに説明できる。
• 塩基の相補性によって、DNA の塩基
配列が mRNA に写し取られることを理
解している。

【知識、思考力、表現力、主体性、協働性】

①前時の終わりに 80 字で書いた前時の授業のまとめにつ
いて、アンケートアプリを用いて振り返る。

②クリッカーアプリを使って前時の復習をクイズ形式で実施
（２～３時間に１回）。

③グループごとに、代表者 1 人が作成してきたスライドを基
に、本時の学習内容を説明する。疑問はチャットアプリ
を用いてクラス全体で共有する。

④講義形式で本時の学習内容を教師が説明する。
•RNA を構成する糖、塩基を示す。
•DNA → RNA →タンパク質の流れをおおまかに示す。
• 転写の具体例を挙げ、説明する。
⑤ペアワークで本時の内容を振り返る。
⑥ペアワークの内容を 80 字でまとめ、アンケートアプリで

クラス全体で共有する。
※基本的にすべての授業を①～⑥の流れで実施。

【主体的な学び】前時
の最後に生徒が 80 字
で書いた前時の授業の
まとめを振り返る。

【対話的な学び】授業
の初めに、各々の生徒
が予習してきた授業内
容を、発表者が中心と
なってグループ内で共
有できているか。授業
の終わりに、本時の授
業内容をペアワークで
振り返り、疑問点を解
決できているか。

【深い学び】予習して
きた授業内容をグルー
プ内で深め合うことで
生じた、さらなる興味・
関心・疑問点を、チャッ
トアプリを用いてクラス
全体で共有する。

※ 1 〜５時間目も「教
師の配慮」「評価方法」
は同様

•グループワー
クのた め に作
成した予習スラ
イド

•80 字 のまと
め

2
•スプライシング
とはどのような過
程か

•スプライシングとはどのような過程か
理解している。
•スプライシングが真核生物でしか起
こらないことの意義を考えることができ
る。

【知識、思考力、表現力、主体性、協働性】

①～③は同じ。
④講義形式で本時の学習内容を教師が説明する。
•スプライシングの過程を説明する。
•その上で、その反応によってどのような利点が生じる可能

性があるのか、考えさせる。
⑤⑥は同じ。

3

•コドンとは
•どのようにして
コドン表が 作 成
されたのか
•rRNA と tRNA
の働き

• 実験結果からコドンとアミノ酸の対応
を考えることができる。
•rRNA と tRNA について、各々の働き
を理解している。

【知識、思考力、表現力、主体性、協働性】

①～③は同じ。
④講義形式で本時の学習内容を教師が説明する。
•コドンがトリプレットであることの必要性を説明する。
•ニーレンバーグ及びコラーナの実験から、コドンとアミノ

酸の対応を推定できることを考えさせる。
•rRNA と tRNA の構造と働きを示す。
⑤⑥は同じ。

4 • 翻訳とは

• 翻訳の過程を理解している。
• 翻訳後の修飾や構造変化によって、
タンパク質が形成されることを理解して
いる。

【知識、思考力、表現力、主体性、協働性】

①～③は同じ。
④講義形式で本時の学習内容を教師が説明する。
• 翻訳の過程を説明する。
• 翻訳によって形成されたポリペプチドは、その一次構造

に基づいた立体構造をとることで、タンパク質として機能
することを説明する。

⑤⑥は同じ。

５

• セントラルドグ
マとは
• 鎌状赤血球貧
血症はなぜ起こ
るのか

• セントラルドグマの概念を理解してい
る。
• 遺伝子突然変異によって鎌状赤血球
貧血症が引き起こされるまでを説明で
きる。
•なぜこの変異遺伝子が集団に残され
るのかを説明できる。

【知識、思考力、表現力、主体性、協働性】

①～③は同じ。
④講義形式で本時の学習内容を教師が説明する。
• セントラルドグマの概念を説明する。
• 一塩基の変異で、赤血球の構造変化が起きることを説明

する。
•その遺伝子が集団内に残りやすいか、残りにくいかは、環

境によって左右されることを理解させる。
⑤⑥は同じ。

６ •まとめ

• 転写・翻訳とは、どのような分子が関
与する、どのような過程なのか、説明
できる。

【知識、思考力】

本単元の復習をクリッカーアプリを用いて行う。

•クリッカーア
プリの得点

• 授業プリント

＊中島先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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津つ

は覇
実さ

ね
た
か貴
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
本
格
的
に
始
め

た
の
は
、
沖
縄
県
の
Ａ
Ｌ
の
研
究
指
定
校
に
な
っ
た
沖

縄
県
立
八や

え重
山や

ま

高
校
に
２
０
１
７
年
度
に
赴
任
し
て
か

ら
だ
。
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
へ
の
参
加
や
先
輩
教
師

の
授
業
参
観
な
ど
を
通
し
て
知
見
を
深
め
る
中
で
、
津

沖縄県立八重山高校
◎県立の八重山中学校と八重山高等女学校を
前身として開校した。八重山地区唯一の普通
科高校。「師弟同行」を校是に、「学徳・進取・
雄飛」を校訓として、「真の文武両道」「１ラン
ク上の進路実現」をキーワードに教育活動を
展開している。
◎設立　1942（昭和17）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240人
◎２０１7年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、琉球大19人、名桜大1人、県
外国公立大 15人が合格。私立大は、延べ
114人が合格。大学校短期大学校1人。専修
学校・各種学校 53人。就職 9人。
◎URL http://www.yaeyama-h.open.ed.jp/

沖縄県立八
や え

重山
やま

高校
津覇実貴　つは・さねたか　

教職歴５年。同校に赴任して２年目。
国語科担当。１学年担任。
２０１7年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

14:45 グループ活動 授業
ハイライト

２０１7年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

生
徒
自
作
の
ク
イ
ズ
を
解
き
合
う
活
動
で

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、

主
体
的
な
学
習
行
動
を
促
す

４～5人のグループになり、自分が前時に作ったクイズを
１人３問ずつ付箋

せん

に記入して提示。それらを見比べ、難易
度や各自の関心などに配慮しながら、自分たちのグループ
を代表するクイズを１問に絞り込んでいった。クイズの内
容は、漢文に関するものなら何でもよいが、誰も答えられ
ないものにはしないよう、事前に津

つ は

覇先生が伝えておいた。

●
１
年
生
「
国
語
総
合
」
の
漢
文
で
、『
十
八
史
略
』
の
「
完
璧
」

を
学
ぶ
全
５
時
間
の
う
ち
の
5
時
間
目
。
前
時
に
生
徒
個
々

で
作
成
し
た
漢
文
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
１
問
に
絞
り
、
そ
れ
を
ほ
か
の
グ
ル
ー

プ
と
出
し
合
っ
た
。（
Ｐ． 

35
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

国語

実践

楽
し
さ
と
基
礎
・
基
本
の
定
着
を

両
立
す
る
Ａ
Ｌ
を
目
指
す

津
覇
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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覇
先
生
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
英
語
の
授
業
で
行
わ

れ
た
、
ク
イ
ズ
形
式
で
単
語
や
文
法
を
学
ば
せ
る
指
導

だ
っ
た
。

　
「
私
が
初
任
の
頃
か
ら
目
指
し
て
い
た
の
は
、
生
徒
が

楽
し
み
な
が
ら
学
力
を
高
め
て
い
く
授
業
で
す
。
ゲ
ー

ム
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
理
想
に
近

づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
、
漢
字

や
語
句
、
古
文
の
単
語
や
文
法
、
漢
文
の
句
法
な
ど
も
、

ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
と
、
生
徒
は
楽
し
ん
で
学
習
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

提
示
す
る
資
料
も
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
よ

う
な
も
の
を
選
ぶ
。
例
え
ば
、
津
覇
先
生
が
17
年
度
に

行
っ
た
公
開
授
業
で
は
、『
土
佐
日
記
』
が
女
性
に
仮
託

し
て
書
か
れ
た
理
由
を
考
え
さ
せ
た
。
ク
イ
ズ
形
式
や

ジ
グ
ソ
ー
法
を
取
り
入
れ
た
活
動
の
中
で
、
津
覇
先
生

は
、平
安
時
代
の
男
女
の
日
記
と
、現
代
の
男
女
の
メ
ー

ル
を
比
較
さ
せ
た
。
す
る
と
生
徒
は
、
男
性
が
情
報
を

伝
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
女
性
は
感
情
を

伝
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の

特
徴
が
、
時
代
を
超
え
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き

な
が
ら
、
活
発
に
討
論
を
繰
り
広
げ
た
と
い
う
。

　

今
回
取
材
し
た
授
業
は
、
漢
文
の
『
十
八
史
略
』
に

あ
る
、「
完
璧
」
の
語
源
と
な
っ
た
故
事
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
単
元
だ
っ
た
。
単
元
計
画
通
り
に
、
１
〜
３
時

間
目
は
基
本
的
な
句
法
や
語
句
の
意
味
を
、
津
覇
先
生

が
講
義
形
式
で
解
説
し
た
上
で
、
ペ
ア
で
本
文
の
書
き

下
し
文
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
で
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

４
時
間
目
は
学
習
し
た
単
元
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
生
徒
個
々
で
作
り
、
５
時
間
目
の
本
時
で
は
、
作

成
し
た
ク
イ
ズ
を
用
い
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

津
覇
先
生
は
、
同
じ
内
容
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
、

学
力
層
に
応
じ
て
声
か
け
の
内
容
を
変
え
て
い
る
。
上

位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
、
授
業
の
最
後
に
解
説
を
行
う
と

伝
え
た
上
で
、
ほ
ぼ
ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
現
代
語
訳
を
行
わ

せ
る
。
一
方
、
下
位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
、
随
時
ヒ
ン
ト

を
出
し
な
が
ら
１
行
ず
つ
現
代
語
訳
を
さ
せ
、
完
訳
に

近
づ
け
て
い
く
。

　

津
覇
先
生
が
今
回
の
単
元
で
特
に
学
び
を
深
め
る
時

間
と
し
て
設
定
し
た
の
が
、
４
時
間
目
の
ク
イ
ズ
作
り

だ
。
以
前
は
、
先
生
が
作
問
し
、
生
徒
に
答
え
さ
せ
て

い
た
が
、
生
徒
に
ク
イ
ズ
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
、
前
時

ま
で
の
学
習
内
容
の
復
習
の
機
会
と
な
り
、
周
辺
知
識

へ
の
興
味・関
心
も
広
が
る
と
考
え
、現
在
の
形
に
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
事
柄
に

つ
い
て
自
由
に
作
ら
せ
る
。
た
だ
、
内
容
が
広
が
り
す

ぎ
な
い
よ
う
、
使
用
す
る
資
料
は
国
語
の
教
科
書
と
参

考
書
、
そ
し
て
今
回
は
世
界
史
の
教
科
書
と
し
た
。
世

界
史
の
授
業
で
『
十
八
史
略
』
と
同
時
代
の
中
国
史
を

学
習
し
て
い
た
た
め
、
ク
イ
ズ
の
範
囲
に
加
え
た
の
だ
。

　
「
ク
イ
ズ
作
り
を
通
し
て
、
幅
広
い
知
識
が
自
然
と

身
に
つ
き
ま
す
。
国
語
が
苦
手
な
生
徒
が
得
意
な
生
徒

よ
り
早
く
答
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

15:05 15:00クイズの発表② クイズの発表①

今回のクイズ作りでは、他教科との相乗効果をねらって、同
時代の中国史からもクイズを作ってよいことにした。すると、
『十八史略』が南宋時代に成立したことを踏まえて、「元朝を
興して南宋を滅ぼした人物は誰？」、「『完璧』の故事が生まれ
た戦国時代の趙に隣接する国を２つ以上挙げると？」など、
世界史に関連したクイズが複数のグループから出された。

グループの代表者がクイズを出題したら、ほかのグループは教
科書や参考書を見ずに、グループ内で相談して、１分以内に
ホワイトボードに解答を書いて提示し出題者は各グループの
解答をチェックするという活動を、全グループのクイズが出題
されるまで行った。第１問は「『完璧』の主人公の名前を漢字
で書くと？」。全グループが正解し、教室中に拍手が起こった。

ク
イ
ズ
作
り
で
学
習
内
容
を
振
り
返
り
、

周
辺
知
識
に
も
興
味
・
関
心
を
広
げ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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授
業
で
は
、
学
習
内
容
の
定
着
や
メ
タ
認
知
能
力
の

向
上
を
促
す
た
め
、
国
語
科
共
通
の
「
自
己
評
価
用
紙
」

を
単
元
ご
と
に
記
入
さ
せ
る
。
生
徒
は
、
単
元
の
最
初

の
授
業
で
本
文
を
読
ん
だ
後
、第
一
印
象
（
感
想・疑
問
、

作
者
・
作
品
の
知
識
、
授
業
へ
の
期
待
）
を
書
い
て
自

身
の
理
解
度
を
確
認
。
単
元
終
了
後
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
見
な
が
ら
、「
働
き
か
け
る
力
」「
状
況
を
把
握
す
る

力
」「
課
題
を
発
見
す
る
力
」
を
各
３
段
階
で
自
己
評

価
し
、
学
習
成
果
と
課
題
・
質
問
を
自
由
に
書
い
て
提

出
す
る
。「
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
よ
い
か
が

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
振
り
返
り
を

通
じ
て
学
力
の
伸
び
が
実
感
で
き
る
」
と
い
っ
た
生
徒

の
声
も
あ
り
、
授
業
の
羅
針
盤
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

津
覇
先
生
が
理
想
と
す
る
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お

け
る
１
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
３
人
だ
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
は
、

音
読
な
ど
、
目
的
が
明
確
な
活
動
で
は
効
果
的
だ
が
、

自
由
討
論
で
は
ペ
ア
を
組
む
相
手
と
の
相
性
に
よ
っ
て

議
論
が
活
性
化
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
４
人
以

上
で
は
控
え
め
な
生
徒
の
発
言
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
今
回
の
授
業
で
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
や
教
室
の
広

さ
を
考
慮
し
て
１
グ
ル
ー
プ
４
〜
５
人
と
し
た
が
、
中
・

下
位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
３
人
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、以
前
は
、発
表
者
や
書
記
と
い
っ
た
グ
ル
ー

プ
内
の
役
割
を
輪
番
制
と
し
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
都

度
、
生
徒
た
ち
に
決
め
さ
せ
、
主
体
性
や
協
働
性
を
育

ん
で
い
る
。

　

間
違
い
を
許
容
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

る
。
入
学
時
か
ら
「
発
表
す
る
こ
と
自
体
が
大
切
。
間

違
い
を
恐
れ
な
い
で
」
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
、
生
徒

が
間
違
え
て
も
「
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る

と
思
う
。
み
ん
な
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
よ
」
と
声
を

か
け
る
。
成
績
が
よ
い
生
徒
ほ
ど
間
違
い
を
恐
れ
る
傾

向
が
あ
る
が
、
間
違
い
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
徒
に
安
心
感
が
芽
生
え
、
話

し
合
い
が
活
性
化
す
る
の
だ
。

　

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
始
め
て
か
ら
、

生
徒
が
主
体
的
に
学
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
次
の
授

業
で
ク
イ
ズ
を
や
り
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
津
覇
先
生

が
指
示
を
し
な
く
て
も
、
教
科
書
や
参
考
書
を
使
っ
て

ク
イ
ズ
作
り
を
自
ら
進
ん
で
行
う
と
言
う
。

　
「
小
テ
ス
ト
を
課
し
て
も
勉
強
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
外
発
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
す
。同
じ
学
習

内
容
で
も
、ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
こ
と
で
、生
徒
は
や
ら

さ
れ
感
を
抱
く
こ
と
な
く
、
意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
」

　

ク
イ
ズ
を
行
う
授
業
の
前
に
は
、
生
徒
た
ち
は
「
ど

ん
な
問
題
を
作
っ
た
？
」
な
ど
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
ク
イ
ズ
を
出
し
合
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
授
業
終
了
後
に
は
、
ク
イ
ズ
の
内
容
に

15:28

津覇先生が10分間で重要句法や語句の意味を解説し、クイズ
を出題する活動では触れられなかった知識を補った。今回の
授業では行われなかったが、毎回単元の最後に自己評価用紙
を記入し、自身の成長を省察する時間も設けている。授業後、
教室を清掃しながら「どんなクイズを作った？」と話す生徒
の姿が見られ、漢文への関心が喚起された様子がうかがえた。

15:20

クイズ形式の授業は、ゲーム性を持たせて生徒の関心を喚起
するとともに、既習事項を振り返るために行った。あるグルー
プは穴埋めクイズを提示。津覇先生は「以前の授業で学習し
た内容だね」と、生徒がその内容を思い出せるよう声をかけた。
「『待命於秦』の置き字『於』の役割は？」のように、１学期に
学んだ置き字と本単元の内容を関連づけたクイズも出された。

解説 クイズの発表③

間
違
い
を
許
容
す
る
雰
囲
気
が

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に

自
学
自
習
に
励
む
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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つ
い
て
話
を
続
け
る
生
徒
も
多
い
と
言
う
。
い
ず
れ
も

Ａ
Ｌ
導
入
前
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
だ
。

ま
た
、
実
力
テ
ス
ト
で
は
古
文
の
成
績
が
向
上
し
て
い

る
な
ど
、
学
力
面
の
成
果
も
表
れ
始
め
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
活
動
を
さ
ら
に
増
や
す
こ

と
だ
と
、
津
覇
先
生
は
語
る
。

　
「
基
礎
・
基
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
私
が
解
説
し
て
い

ま
す
が
、
自
分
が
話
し
過
ぎ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
理

想
は
、
今
以
上
に
生
徒
の
活
動
を
増
や
し
、
深
い
思
考

と
知
識
の
定
着
を
両
立
さ
せ
る
授
業
で
す
。
単
元
計
画

を
一
層
綿
密
に
組
み
立
て
、
良
質
の
資
料
を
用
意
す
る

な
ど
、
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

玉た
ま
し
ろ城

莉り

里さ
と

さ
ん
　
ク
イ
ズ
を
作
る
た
め

に
、
教
科
書
や
参
考
書
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
調
べ
ま
す
。
語
句
の
意
味
や
故
事
成

語
の
由
来
な
ど
の
周
辺
知
識
も
自
然
に
頭
に
入
っ
て
く

る
の
で
、
ク
イ
ズ
作
り
を
通
し
て
興
味
・
関
心
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
楽
し
み
で
、
ク

イ
ズ
の
授
業
の
時
は
前
向
き
に
自
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。

大
城
千ち

空そ
ら

さ
ん
　
入
学
当
初
は
間
違
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
緊
張
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
な
か
な
か
発
言
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
間
違
っ
て
も
い
い
よ
」
と
い
う
津

覇
先
生
の
励
ま
し
を
受
け
る
中
で
、
自
信
を
持
っ
て
発

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
ク
ラ
ス
全
体
の
発
表
の
場
で
も
積
極
的
に
発
言

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】国語総合 　【分野・単元】漢文　【テーマ・作品】『十八史略』「完璧」　【設定時数】全５時間の中の５時間目　
【単元目標】 １．訓読のきまりに注意し、書き下し及び現代語訳ができるようになる。２．文章全体の内容を把握し、故事成語の由来を理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

• 重 要 句 法、 訓
読のきまり、単
語の確認

•本文の書き下し

• 句法（受身・使役）・単語の
意味を理解する。

• 既習の知識を活用し、本文を
書き下す。

【知識、協働性】

①本単元の目標の確認。
②『十八史略』及び当時の中国につ

いて確認する。
③句法（受身・使役）、及び語句の

確認。
④ペアで協力して、本文を書き下し

文にする。

【対話的な学び】
• 本文の書き下しは、ペアで協力して完成させる。

既習の知識で可能な学習のため、教師からの働
きかけは極力控える。

•ワークシート、
　行動の観察

2

• 書き下し、訓読
の確認

• 本 文 前半 部 分
の現代語訳

• 訓読に必要な知識の定着。
• 訓読のきまりや文 脈に注意

し、現代語訳ができるように
なる。

【知識、思考力、協働性】

①前時に行った書き下し文を確認。
②書き下し文を音読し、読みを確認

する。
③グループで協力して、前半部分を

現代語訳する。

【対話的な学び】
• 間違っていてもよいので、グループで協力して現

代語訳に挑ませる。
• 進捗状況が思わしくないグループには、教師が介

入しヒントを与える。

•ワークシート、
　行動の観察

3
• 本 文 後 半 部 分

の現代語訳
• 内容の確認

• 訓読のきまりや文 脈に注意
し、現代語訳ができるように
なる。

•「完璧」の内容及び故事成語
の由来を理解する。

【知識、思考力、協働性】

①グループで協力して、後半部分を
現代語訳する。

②現代語訳を発表し、現代語訳及
び文章全体の内容を確認する。

【対話的な学び】
• 間違っていてもよいので、グループで協力して現

代語訳に挑ませる。
• 進捗状況が思わしくないグループには、教師が介

入しヒントを与える。

【深い学び】
•本時までの学習内容を振り返り、学習の深化を図

る土台を固めさせる。

•ワークシート、
　行動の観察

4 •「完璧」に関す
るクイズの作成

• 主体的にクイズを作成し、前
時までの学習内容の活用及
び深化を図ろうとする。

【知識、思考力、判断力、主体性】

①前時までの学習を振り返る。
②本単元に関するクイズを個人で考

え、付箋紙に記入する。

【主体的な学び】
• 前時までの学習内容の確認を生徒自身で行わせ

る。
• 前時までの学習内容で生じた疑問や気になる点、

興味を持った点などを中心に、書籍やインターネッ
トを活用して答えを導かせる。

【深い学び】
• 教科書に記載されている内容のみにとらわれず、

自身が興味・関心を持った事柄について自由に学
習させる。ただし、クイズの内容が拡大しすぎて
いないか、クイズの内容の妥当性についても吟味
するように指示する。

• 行動の観察

５
•「完璧」に関す

るクイズ
•まとめ

•グループで協力して、積極的
にクイズに参加することがで
きる。

• 訓読のきまりや語句の意味、
故事成語の由来を理解する。

【知識、表現力、主体性、協働性】

①前時に作成したクイズをグループ
で共有し、クイズの選定を行う。

②１グループずつクイズを出し、ほ
かのグループはその答えを話し合
う。

③本単元の振り返り及び自己評価
を行う。

【主体的な学び】
• 積極的にクイズに参加できるよう、ゲーム性を持

たせた展開とする。

【対話的な学び】
• 前時に個別に学習した内容を共有するツールとし

て付箋紙を使用。作成したクイズを付箋紙に記入
させ、グループで共有・整理させる。

【深い学び】
•グループ内でのクイズの共有や、クイズを通して、

学習内容の深化を図る。
•自己評価用紙の記入を通し、本単元学習において

の自己の学習を振り返らせる。

•自己評価用紙、
　作問（付箋紙）、
　行動の観察

＊津覇先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声

 December  201835

Q8-599-000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 34頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/22
南部

念
校
12/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−Q8-599-000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 35頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/22
南部

念
校
12/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P32-35_view21koukou-12g.indd   35 2018/12/04   14:52



　

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
は
、
教
育
理

念
に
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
を
育
て
る
」

を
掲
げ
る
、
中
高
一
貫
の
女
子
校
だ
。
46
年
前
の
春
季

休
業
中
に
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ

の
後
も
海
外
留
学
制
度
の
拡
充
、
海
外
修
学
旅
行
の
実

施
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
の
採
用
・
増
員
な
ど
、
英
語
教

育
や
国
際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
吉
田
晋す

す
む

校

長
は
そ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
留
学
先
や
研
修
先
で
の
活
動
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
学
校
交
流
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
異
な

る
環
境
に
身
を
置
き
、
現
地
の
人
と
交
流
し
て
、
英

語
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

教育理念に「『グローバル・コン
ピテンシー』を育てる」を掲げ、
英語 4技能の育成、探究学習、
国際交流等を推進。海外大学進
学にも力を入れる。2015 年度
から、文部科学省「スーパーグ
ローバルハイスクール」指定校。

設立 １９40（昭和15）年

形態 全日制／普通科／女子

生徒数 中学校１学年約 40人、高校１学年約100人

２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東京外国語大、
富山大などに3人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、津田塾大、
早稲田大などに延べ216人が合格。海外大には、ロンドン大学キン
グスカレッジ（イギリス）、トロント大（カナダ）クイーンズランド
大（オーストラリア）などに延べ13人が合格。

住所 〒151-0073　東京都渋谷区笹塚3ー19ー9

電話 03ー3376ー1481

Web site  http://www.fujimigaoka.ac.jp/

No.251

P R O F I L E

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
を
機
に
、

英
語
教
育
と
探
究
学
習
の
深
化
を
図
る

日
本
人
教
師
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師

の
連
携
で
英
語
力
を
鍛
え
、

探
究
学
習
で
国
際
性
を
高
め
る

東
京
都
・
私
立
富ふ

じ

み

が

お

か

士
見
丘
中
学
校
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

変革のステップ

• グローバル社会で求められる英語４技能の育成に
向け、４０年以上続けてきた英語教育を拡充する

•文部科学省のＳＧＨ（＊１）の指定を受け、それまで
行ってきた国際理解教育での探究学習を発展させる

背景と課題

実践内容

• 英語の資格・検定試験のスコアが伸び、中学３年次
で全国の高校３年次のスコアの平均値以上に

•ＳＧＨ甲子園（＊２）や全国高校教育模擬国連大会
（＊３）の出場など、発表の場を求めて生徒が積極
的に外に出るように

•スピーキング、ライティングの指導を強化　ネイティ
ブ講師と１対１のオンライン英会話の練習を週１回、
30 分間実施。週末課題に英語の日記やエッセイを
課し、ネイティブ教師と日本人教師の両者で添削

•海外フィールドワークを取り入れた探究学習　「災
害」「経済」「環境」をテーマに、持続可能な地球社
会の実現に向けた課題を設定して探究。海外フィー
ルドワークでは、英語での討論・発表なども実施

成果と展望

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　＊２　全国の SGH指定校・SGHアソシエイト校が集まって行われる課題研究発表会。2018 年は３月２４日に関西
学院大学にて開催された。　＊３　 実際の国連における会議と同様に、参加者が各国の大使の役を務め、議論、交渉を行い、決議を採択する大会。2018 年は８月６、７日
に東京で開催された。
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「Online Speaking振り返りシート」　図１

振り返りシートには、自己評価や講師からの評価、
初めて学んだ表現だけでなく、言いたかったのに言
えなかった表現を書き込む。そして、その表現を調
べて英語で書いてから、担当教師に提出。教師は
英文をチェックし、必要に応じて添削して返却する。

ル
で
あ
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
」

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
社
会
的
な
環
境
保
護
へ
の
関

心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
地
球
と
人
類
の
共
生
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
探
究
学
習
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
２
０
０
０
年
度
の
校
舎
改
築
時
に
は
、
発
電

量
が
分
か
る
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
ま
た
、

校
内
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
学
校
で
出
た
古
紙
の

再
生
紙
と
す
る
な
ど
、
生
徒
が
環
境
問
題
を
身
近
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
15
年
度
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
。

　「
本
校
が
英
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育
で
育
成
し

て
き
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
問
題

に
対
す
る
関
心
・
教
養
な
ど
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
・
能
力

で
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
は
、
本
校
の
教
育
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
一
層
高
め

る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
吉
田
校
長
）

　

英
語
教
育
で
ま
ず
強
化
し
た
の
は
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ

と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
だ
。生
徒
の
英
語
４
技
能
を

客
観
的
に
把
握
し
よ
う
と
受
検
し
た「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で
、

そ
の
２
技
能
の
ス
コ
ア
に
課
題
が
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
の
授
業
は
週
２
回
あ
り
、日
本
人
教

師
の
授
業
も
英
語
の
活
動
を
中
心
に
進
め
て
い
る
が
、

発
言
す
る
の
は
英
語
が
得
意
な
生
徒
が
多
く
、す
べ
て

の
生
徒
が
英
語
を
使
う
場
面
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
17
年
度
、中
学
２
年
次
〜
高
校
１
年
次
で
、

「O
nline Speaking T

raining

」（
以
下
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
。

＊
４
）
を
週
１
回
導
入
し
た
。
す
る
と
、
前
期
の
終
わ

り
頃
に
は
、
以
前
は
発
言
が
少
な
か
っ
た
生
徒
が
、
普

段
の
英
語
の
授
業
で
も
よ
く
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
で
は
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
つ
け
て
ネ
イ
テ
ィ

ブ
講
師
と
対
話
を
す
る
た
め
、
ほ
か
の
生
徒
に
自
分
の

英
語
を
聞
か
れ
る
心
配
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
英
語
が

苦
手
な
生
徒
も
積
極
的
に
話
し
、
学
習
を
積
み
上
げ
て

自
信
を
つ
け
ら
れ
る
の
だ
。
英
語
科
主
任
の
町
田
寛ひ

ろ

未み

先
生
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
効
果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
最
初
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
の
発
言
を
理

解
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
聞
き
取
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
英
語
で
答
え
ら
れ
、
聞
き
取
っ
た

表
現
も
身
に
つ
き
、
ど
ん
ど
ん
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
は
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に

と
っ
て
も
重
要
だ
と
、生
徒
は
実
感
し
て
い
ま
し
た
」

　

18
年
度
は
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
そ
れ

は
、
授
業
終
了
後
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
英
語
で
言
え

な
か
っ
た
こ
と
を
日
本
語
で
書
い
て
お
き
、
翌
週
の
授

業
ま
で
に
自
分
で
調
べ
た
り
、
教
師
に
質
問
し
た
り
し

て
、
英
語
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
取
り
組

み
で
、
自
己
評
価
と
他
者
評
価
の
差
を
把
握
さ
せ
、
メ

タ
認
知
を
図
る
の
が
ね
ら
い
だ
（
図
１
）。
英
会
話
科
主

任
のK

ristofer K
ent

先
生
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「
英
語
で
話
す
場
さ
え
あ
れ
ば
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

力
が
高
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
え

な
か
っ
た
こ
と
を
放
置
せ
ず
、
き
ち
ん
と
復
習
す
る

こ
と
が
、英
語
の
表
現
力
を
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
」

　

週
１
回
30
分
間
で
も
、
予
習
や
復
習
の
効
果
が
大
き

い
と
、
町
田
先
生
は
実
感
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
学
習
効
果
が

振
り
返
り
シ
ー
ト
で
さ
ら
に
高
ま
る

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校

町
田
寛
未
　
ま
ち
だ
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
英
語

科
主
任
。「
生
徒
が
自
分
の
長
所
を
伸
ば
し
、
自
己

実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
を
注
ぐ
」

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
教
頭

白
鶯
訓
彦
　
は
く
お
う
・
く
に
ひ
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。「
知

徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
徒
を
育
む
」

学
校
法
人
富
士
見
丘
学
園
理
事
長

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
校
長

吉
田
　

晋
　
よ
し
だ
・
す
す
む

教
職
歴
40
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
40
年
目
。
日
本

私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
。

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校

Kristofer Kent

　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ケ
ン
ト

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
英
会

話
科
主
任
。「Language, learning, and life 

go hand in hand for us all.

」

＊４　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話練習ができるサービス。
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　「
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
レ
ッ
ス
ン
の
最
後
に
あ
る
講
師
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
、
生
徒
は
毎
回
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
、
音

読
の
練
習
を
す
る
と
い
っ
た
自
主
学
習
が
高
い
英
語

力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
で
は
、
中
学
１
年
次
〜
高
校

２
年
次
に
、
週
末
課
題
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
を
導
入
し
た
。
年
度
当
初
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が

英
作
文
の
書
き
方
を
指
導
。
中
学
１
・
２
年
次
は
日
記
、

中
学
３
年
次
か
ら
は
与
え
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

書
き
、
い
ず
れ
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が
添
削
し
、
日
本

人
教
師
が
補
足
説
明
な
ど
を
加
え
て
返
却
す
る（
図
２
）。

　

連
続
性
あ
る
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

師
が
ど
の
生
徒
の
エ
ッ
セ
イ
を
添
削
す
る
の
か
は
固
定

で
決
め
、
同
じ
よ
う
な
間
違
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
生

徒
は
、
日
本
人
教
師
が
個
別
に
指
導
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
添
削
の
内
容
は
、
生
徒
の
英
語
力
に
応

じ
て
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
学
生
の
低
学
年
で
は
、

文
法
事
項
を
細
か
く
指
摘
せ
ず
、
自
己
表
現
に
意
識
を

向
け
さ
せ
る
。
一
方
、
高
学
年
や
英
語
力
が
高
い
コ
ー

ス
の
生
徒
に
は
、
正
確
さ
に
加
え
、
適
切
な
表
現
か
ど

う
か
も
指
摘
す
る
。K

ent

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
添
削
の
観
点
は
、
論
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で

す
。
自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、
考
え
が
伝
わ
る
文

で
あ
れ
ば
、
論
拠
が
つ
た
な
く
て
も
、
き
れ
い
な
英

文
で
な
く
て
も
よ
い
と
、
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
い
っ
た
方
針
は
、
町
田
先
生
とK

ent

先
生
が

相
談
し
て
決
め
て
い
る
。
同
校
の
英
語
科
担
当
は
、
日

本
人
教
師
８
人
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
６
人
。
職
員
室
は

同
じ
で
、
教
科
会
以
外
に
も
頻
繁
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
。K

ent

先
生
は
両
者
の
連
携
が
大
切
だ
と
語
る
。

　「
外
国
人
と
対
話
す
る
た
め
に
、
英
語

を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
と

て
も
重
要
で
す
。
そ
の
力
を
育
む
た
め

に
、
日
本
人
の
先
生
と
私
た
ち
の
指
導

が
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
添
削
な
ど
は
大
変
で

す
が
、
英
語
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ

て
い
く
生
徒
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
と
、
指
導
に
も
一
層
力
が
入
り
ま
す
」

　

指
導
改
善
の
一
方
、基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
従
来
の
指
導
も
重
視
す
る
。

　「
そ
の
他
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
を
高
め
る
た
め
の

Extensive Reading

（
辞
書
を
使
わ
な
い
洋
書
多

読
の
授
業
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
従

来
か
ら
継
続
し
て
い
る
週
3
回
の
単
語
テ
ス
ト
で
基

礎
力
強
化
を
図
る
な
ど
、
日
常
的
な
努
力
に
よ
る
基

礎
学
力
の
積
み
重
ね
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
町

田
先
生
）

　

学
ん
だ
英
語
力
を
実
践
的
に
使
う
場
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
場
の

中
心
と
な
る
の
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
探
究
学
習
だ
。

　

高
校
１
年
次
の
必
修
科
目
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
礎
」
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）
に

か
か
わ
る
社
会
の
課
題
を
理
解
し
、
探
究
学
習
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。
そ
の
上
で
、
高
校
２
年
次
の

選
択
科
目
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
演
習
」
で
は
、「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
創
造
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
探
究
学
習
を
進
め
る
（
図
３
）。
い
ず
れ
も
探
究

の
視
点
は
、「
災
害
と
地
域
社
会
」「
開
発
経
済
と
人
間
」

「
環
境
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
３
つ
だ
。
白は

く
お
う鶯
訓く

に
ひ
こ彦

教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
が
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ『
地

球
と
人
類
の
共
生
』
を
発
展
さ
せ
て
、
３
つ
の
視
点

を
設
定
し
ま
し
た
。課
題
意
識
を
持
ち
、世
界
の
人
々

と
手
を
携
え
て
問
題
解
決
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
女

性
を
育
て
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

持
続
可
能
な
社
会
と
は
何
か
？

世
界
に
触
れ
る
機
会
を
交
え
て
考
え
る

日
本
人
教
師
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が

連
携
し
、
徹
底
的
に
鍛
え
る

「週末課題エッセイライティング」　図２

ネイティブ教師の添削内容を理解するのが難しい生徒
には、日本人教師が説明を加える。
＊学校資料をそのまま掲載
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SGHのプログラムの概要図３
　

探
究
学
習
の
特
徴
の
１
つ
は
、
全
教
師
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
礎
」
で
は
、
教
科
横
断
で
教
師
が
チ
ー

ム
を
つ
く
り
担
当
す
る
。
各
自
が
持
つ
関
心
や
知
識
を

基
に
生
徒
に
問
い
か
け
、
生
徒
が
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、

発
言
・
提
案
し
て
い
く
。

　「
専
門
分
野
の
指
導
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
教
師
は

生
徒
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
、
専
門
が
違
う
教
師
同
士

が
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
で
、
生
徒
に
多
様
な
視
点
を

投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
考
え
が
深
ま
っ

て
い
き
ま
す
」（
吉
田
校
長
）

　

大
学
と
連
携
し
た
活
動
で
、
生
徒
が
世
界
に
直
接
触

学
生
で
あ
っ
た
た
め
、
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
苦
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
、

海
外
に
は
多
様
な
立
場
の
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
」（
白
鶯
教
頭
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
契
機
に
し
た
指
導
改
善
に
よ
り
、
生
徒

の
英
語
力
は
一
層
伸
び
て
い
る
。「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で

は
、
中
学
３
年
次
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
コ
ア
の
平
均

値
が
、
全
国
の
高
校
３
年
次
の
ス
コ
ア
の
平
均
値
以
上

だ
っ
た
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
」
や
「
全
国
高
校

教
育
模
擬
国
連
大
会
」、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
生
徒
た

ち
が
出
場
す
る
な
ど
、
学
外
で
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
。

　

今
後
の
課
題
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
学
校
の
教

育
活
動
の
柱
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
終
了
後
も
持
続
可
能
な
教

育
活
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
負
荷
が
増
え

す
ぎ
な
い
よ
う
、
ほ
か
の
教
育
活
動
と
の
調
整
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
」（
白
鶯
教
頭
）

　

同
校
は
海
外
大
学
へ
の
推
薦
入
学
制
度
を
有
す
る
な

ど
、多
様
な
進
路
を
支
援
し
て
お
り
、18
年
度
は
延
べ
13

人
が
海
外
大
学
に
合
格
し
た
。吉
田
校
長
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
へ
の
思
い
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
に
は
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
よ

り
広
い
世
界
で
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
使
え
る
英
語
力
と
深
い
教
養
、

思
考
力
、
そ
し
て
世
界
に
目
を
向
け
、
社
会
の
課
題

に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
を
育
ん
で
い
き
ま
す
」

れ
る
機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
１
つ

だ
。「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
礎
」で
は
、多
く
の
海
外

留
学
生
が
所
属
す
る
大
学
院
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
海
外
に
住
む
大
学
生
と

も
意
見
交
換
を
す
る
。そ
し
て
、３
つ
の
テ
ー
マ
で
探
究

学
習
を
行
う「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
演
習
」で
は
、
台

湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
の
３
か
所
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
最
後
に
英
語
で
論
文
に
ま
と
め
る
。

　「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
韓
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
の
比
較
研
究
を

発
表
し
た
と
こ
ろ
、
聴
衆
の
多
く
が
韓
国
か
ら
の
留

東京都・私立富士見丘中学校高校

サステイナビリティの視点を有し、課題解決に向け、海外の人々
と協働的な活動を行う上でリーダーシップが発揮できる人材を
育成する

「災害と地域社会」　
主に地震災害や防災
について考える。日
本と同じく地震が多
い台湾でフィールド
ワークを行い、現地
の高校生と意見交
換、プレゼンテーショ
ンを行う。

「開発経済と人間」　
現地の大学と連携し、シ
ンガポールの観光政策、
資源政策、経済発展など
について、日本との比較
研究を行う。現地での取
材内容も踏まえて、発表
資料を作り、現地でプレ
ゼンテーションを行う。

「環境とライフスタイル」　
持続可能な低炭素社会、環
境問題の解決策を考える。
マレーシア・イスカンダル開
発地域でのフィールドワー
クで、温室効果ガス削減に
おけるマレーシアの環境施
策と課題を調べ、現地の高
校と交流授業などを行う。

自身の関心に応じて３つのテーマに分かれ、その中で４～５人のグループとな
り、大学との連携により探究を深める。海外フィールドワークでは、現地で英
語によるプレゼンテーションも実施。最後は各自、英語で論文を執筆する。

•教師のチーム・ティーチングによる教科横断型授業
　教師の関心を基に問いを設定。例えば、「日本人の災害観」「貧困の様々な見
方」などについて、データや体験談、意見交換を通じて考えを深める。

•慶應義塾大学との共同グローバルワークショップ（年８回）
　大学院生・海外留学生とともに、グローバル規模の課題を自分たちで探し、
解決に向けたディスカッションやリサーチなどを行う。海外に住む学生とＩ
ＣＴを使って話し合う場もある。

•岩手県釜石市フィールドワーク（１泊２日）
　３つの視点ごとにグループになり、それぞれの視点で被災地の復興事業を学ぶ。
•レポート作成、研究発表
　それぞれの活動を通して、生徒個々が考えたサステイナビリティをまとめ、
提言する。

＊学校資料を基に編集部で作成

視点 「災害と地域社会」「開発経済と人間」「環境とライフスタイル」

目的

高校２年次「サステイナビリティ演習」（選択科目）

高校１年次「サステイナビリティ基礎」
（必修科目：「総合的な学習の時間」）

多
様
な
可
能
性
を
世
界
で
発
揮
す
る

生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
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高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校
は
、
４
学
科
か

ら
成
る
学
校
だ
。
１
９
９
０
年
代
に
始
ま
っ
た
地
域

の
経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
高
卒
者
の
就
職
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
中
、
同
校
で
は
次
第
に
４
年
制
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
す
生
徒
が
増
加
し
始
め
、
生
徒
の
多
様

な
志
望
に
応
じ
た
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
生
徒
が
自
信
を
持
ち
、
本
当
に

進
み
た
い
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
後
押
し
も
必
要

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
校
が
一
丸
と
な
り
、
進
路
意
識

の
醸
成
や
学
力
向
上
を
中
心
と
す
る
指
導
改
善
を
図
る

こ
と
に
し
た
。
岡
﨑
伸
二
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る

旧制・高知市簡易商業学校として
開校。校是に「報本反始（ほうほ
んはんし）」を掲げる。「経済人と
して信頼と信用を得ることがで
きる能力」「国際人としての視野」
を備え、地域の産業・文化に貢献
する人材の育成を目指している。

設立 １８９８（明治３１）年

形態 全日制・定時制／総合マネジメント科・社会マネジメント科・
情報マネジメント科・スポーツマネジメント科／共学

生徒数 １学年約２８０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、筑波大、岡山大、高
知大、高知県立大などに２７人が合格。私立大は、同志社大、立命館
大などに延べ１１３人が合格。短大、専門学校進学９１人。就職４５人。

住所 〒７８０ー０９４７　高知県高知市大谷６

電話 ０８８ー８４４ー０２６７

Web site  http://www.kochinet.ed.jp/kochisho-h/

No.252

P R O F I L E

「
進
学
に
も
就
職
に
も
強
い
学
校
」
を

目
指
し
、全
校
体
制
で
指
導
改
善
を
図
る

生
徒
に
高
い
目
標
を
抱
か
せ
る

指
導
を
学
校
全
体
で
推
進
し
、

自
己
実
現
に
挑
む
意
欲
を
育
む

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

主
体
的
な
進
路
意
識
の
醸
成

変革のステップ

•４年制大学への進学を目指す生徒が増える中、希
望進路に応じた進路指導に課題があった

背景と課題

実践内容

•自分の進みたい道を選択する生徒が目立つようにな
り、国公立大学進学者も増加

• 教科指導・進路指導と特別活動の有機的つながり
を強化することが、今後の課題

成果と展望

•教師間の目線合わせを徹底　学校経営ビジョンや
重点教育計画を策定し、さらに、学校が育成を目
指す資質・能力を「市

し

商
しょう

（＊１）マネジメント力」と
して整理し、教師間の目線合わせをしっかり行う

•「国公立大学対策講座」の開設　国公立大学への
進学を志望する３年生を対象にした「国公立大学
対策講座」を開設し、高い目標を抱く生徒同士が
刺激し合える環境を整備

•特別活動で成功体験を積ませる　特別活動を通し
て、生徒に「やればできる」という自信をつけさせ、
高い目標に挑戦しようとする進路意識を醸成

＊１　同校の略称。
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教
育
は
変
わ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
即
戦
力
の
養
成
に
従
来
通
り
力
を
入
れ
な
が

ら
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
視
野
に
入
れ
た
指
導
も

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る
『
進
学
に

も
就
職
に
も
強
い
学
校
』
を
つ
く
り
、
地
域
に
一
層

貢
献
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
目
指
す
学
校
像
の
共
有

だ
。
管
理
職
と
進
路
指
導
部
長
・
教
務
部
長
・
商
業
科

長
で
構
成
さ
れ
る
「
学
校
づ
く
り
企
画
会
議
」
を
設
置

し
、
年
度
ご
と
に
「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」「
重
点
教

育
計
画
」
を
策
定
（
図
１
）。
学
科
・
コ
ー
ス
・
校
務

分
掌
・
教
科
会
ご
と
に
重
点
教
育
計
画
に
基
づ
い
た
指

導
方
針
を
立
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。
現
在
で
は
、
そ
れ
ら
に
加

え
て
、「
課
題
発
見
・
課
題
解
決
力
」「
察
す
る
力
」「
失

敗
か
ら
学
ぶ
力
」
と
い
っ
た
生
徒
に
育
み
た
い
６
つ
の

資
質
・
能
力
を
整
理
し
た
「
市し

商し
ょ
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」

も
打
ち
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
指
針
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。「
市
商
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」
は
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
も
根
づ
い
て
お
り
、
生
徒
自
ら
が
部
活

動
の
応
援
な
ど
で
「『
市
商
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
』
６
番
！

（
＊
２
）」
と
入
れ
込
む
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　

進
路
指
導
部
で
は
、
進
路
指
導
・
教
科
指
導
の
方
針

の
統
一
を
図
り
、
ま
ず
は
全
学
科
で
同
じ
模
擬
試
験
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
を
、

進
路
指
導
部
の
安
岡
浩
二
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
度
を
把
握
し
、
普
通

科
高
校
と
同
じ
意
識
で
指
導
で
き
る
よ
う
、
一
般
教

科
・
科
目
の
到
達
目
標
は
『
模
擬
試
験
の
偏
差
値
50

以
上
』
と
設
定
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
数
値
を
示
せ

ば
、
各
教
科
担
当
の
教
師
は
そ
の
達
成
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
や
す
く
な
り
、
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

学
科
間
の
連
携
強
化
に
も
力
を
入
れ
、
全
学
科
の
学

年
主
任
を
進
路
指
導
部
の
所
属
と
し
た
。
そ
し
て
、
生

徒
の
進
路
選
択
が
具
体
化
し
て
い
く
２
年
次
の
２
月
以

降
は
、
進
路
指
導
部
の
全
教
師
と
各
学
級
担
任
が
定
期

的
に
集
ま
る
「
進
路
検
討
会
」
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

毎
回
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
評
定
や
模
擬
試

験
の
成
績
の
推
移
、
希
望
進
路
な
ど
を
確
認
し
て
指
導

方
針
を
話
し
合
い
、
担
任
の
個
別
指
導
に
反
映
さ
せ
る
。

進
路
指
導
部
長
の
安
岡
孝
浩
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
安
全
志
向
に
な
り
が
ち
な
生
徒
に
も
、
目
標
を

高
く
設
定
し
、挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

進
路
検
討
会
の
重
要
な
目
的
は
、
そ
う
し
た
指
導
方

針
を
共
有
し
、
全
学
科
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
第
１
志
望
の
実
現
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
も

想
定
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
納
得
す
る
進
路
指
導

を
意
識
し
て
い
ま
す
」

学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し
、

教
師
・
生
徒
の
目
線
合
わ
せ
を
徹
底

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

森
本
堅
祐
　
も
り
も
と
・
け
ん
す
け

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
進
路
指

導
部
。
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
主
任
。

「
生
徒
に
と
っ
て
の
最
善
を
考
え
、接
し
て
い
き
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

西
岡
秀
和
　
に
し
お
か
・
ひ
で
か
ず

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
進
路
指

導
部
。「『
若
い
う
ち
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
せ
よ
』

生
徒
と
と
も
に
成
長
を
続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

成
瀬
孝
治
　
な
る
せ
・
こ
う
じ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
特
別
活

動
指
導
部
長
。「
諦
め
が
限
界
を
生
む
。
時
に
は
猪

突
猛
進
で
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

安
岡
浩
二
　
や
す
お
か
・
こ
う
じ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指

導
部
。
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
長
。「
物

事
の
背
景
に
目
を
向
け
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

安
岡
孝
浩
　
や
す
お
か
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「『
我
が
子
な
ら
ば
ど
う
手
助
け
す
る
か
？
』

と
常
に
自
問
し
な
が
ら
、
進
路
指
導
を
行
い
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校
校
長

岡
﨑
伸
二
　
お
か
ざ
き
・
し
ん
じ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。「『
す
べ

て
親
心
で
』（
初
代
校
長
）
生
徒
に
向
か
い
、
校
是

『
報ほ

う

本ほ
ん

反は
ん

始し

』『
鵬ほ

う

程て
い

万ば
ん

里り

』
の
精
神
で
の
学
校
経
営
」

＊２　６番とは、図１の「市商マネジメント力」の⑥「失敗から学ぶ力」を指す。

高知商業高校の目指す学校像図1

◎２０１８年度学校経営ビジョン
教職員全員が同じ方向を向く時、相乗効果と
波及効果が生まれ、生徒が変わる

◎２０１８年度重点教育計画
①ビジネスマナー教育の徹底
②基礎学力向上
③市商マネジメント力の育成
④学びに向かう力の育成

◎市商マネジメント力
①コミュニケーション力
②課題発見・課題解決力
③プレゼンテーション力
④ＩＣＴ活用力＆英語活用・表現力
⑤察する力
⑥失敗から学ぶ力

＊学校資料を基に編集部で作成
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進
路
意
識
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
は
、
２

つ
の
柱
を
設
け
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
全
学
科
の
３
年

生
を
対
象
に
、
４
〜
12
月
ま
で
行
う
「
国
公
立
大
学
対

策
講
座
」
だ
。
一
般
入
試
や
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
流
れ

を
説
明
し
、
短
期
・
長
期
両
方
の
学
習
計
画
を
考
え
さ

せ
た
り
、
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
学
の
教

員
や
地
域
の
社
会
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、
出
前
講
座

を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。
ほ
か
に
も
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
で
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
に
は
、
管
理
職
を
含
む

全
教
師
が
分
担
し
、
面
接
対
策
や
志
望
理
由
書
作
成
の

た
め
の
指
導
を
行
う
。
そ
の
取
り
組
み
を
企
画
し
た
進

路
指
導
部
の
西
岡
秀
和
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
国
公
立
大
学
進
学
と
い
う
目
標
を
共
有
す
る
生

徒
が
集
ま
れ
ば
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
え
る
と
思

い
、
そ
う
し
た
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、
最
後
ま

で
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
的
な
集
団
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
ま
し
た
。『
国
公
立
大
学
対
策
講
座
』
に
参

加
す
る
生
徒
は
次
第
に
増
え
、
２
０
１
８
年
度
は

１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
進
路
選
択
に
前
向
き
に

な
る
生
徒
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
全
学
科
の
先
生
方

か
ら
の
協
力
が
一
層
得
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
は
、
希
望
進
路
を
実
現
し
た
３
年
生
が
１
・

２
年
生
の
教
室
に
出
向
き
、
そ
の
進
路
を
選
ん
だ
理
由
、

大
学
受
験
や
就
職
活
動
の
体
験
談
な
ど
を
語
る
「
よ
う

こ
そ
先
輩
」
だ
。

　
「
進
路
決
定
に
至
る
ま
で
の
不
安
や
迷
い
を
具
体

的
に
挙
げ
な
が
ら
、『
そ
れ
で
も
、
自
分
の
力
を
信

じ
て
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
よ
か
っ
た
』
と

述
べ
る
３
年
生
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
う
し
て
自
己
実

現
を
果
た
し
た
３
年
生
の
話
を
聞
け
ば
、
１
・
２
年

生
は
『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

主
体
的
な
進
路
選
択
へ
の
意
識
づ
け
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
西
岡
先
生
）

　

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
日
々
の
授
業
を
充
実
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
、
全
学
科
で
指
導
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
中
心
の
授
業
だ
。

各
教
科
・
科
目
で
グ
ル
ー
プ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
記
述
を
通
じ
た
振

り
返
り
も
重
視
し
、
生
徒
が
自
己
評
価
を
し
や
す
い
よ

う
、
各
授
業
に
お
け
る
評
価
規
準
は
板
書
な
ど
で
明
示

し
て
い
る
。
18
年
度
か
ら
は
、
振
り
返
り
を
始
め
る
目

安
と
し
て
、
授
業
終
了
の
５
分
前
に
予
鈴
を
鳴
ら
す
こ

と
に
し
た
。
そ
う
し
た
学
校
全
体
で
大
切
に
し
て
い
る

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
ま
と

め
（
図
２
）、
全
教
室
に
掲
示
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
学
科
・
コ
ー
ス
独
自
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

例
え
ば
、
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
多
い
総
合

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
で
は
、
毎
朝
10
分
間
の

朝
学
習
の
時
間
を
設
定
し
、「Classi

」（
＊
３
）
で
配

信
す
る
小
テ
ス
ト
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同

コ
ー
ス
で
は
、
18
年
度
の
１
年
生
か
ら
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
へ
の
対
応
も
検
討
中
だ
。
同
コ
ー
ス
主
任

の
森
本
堅け

ん

祐す
け

先
生
は
、
自
身
が
担
当
す
る
地
理
歴
史
・

公
民
科
の
方
針
に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

　
「
同
テ
ス
ト
の
試
行
調
査
の
問
題
を
見
る
と
、
語

句
か
ら
文
を
選
ん
だ
り
、
複
数
の
資
料
を
比
較
・
分

析
し
た
り
す
る
問
題
が
増
え
、
読
解
力
が
よ
り
求
め

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
語

科
や
商
業
科
と
連
携
し
た
授
業
を
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
の
指
導
改
善
の
推
進
に
は
、
生
徒
会
活
動
や
学

校
行
事
と
い
っ
た
特
別
活
動
の
支
え
も
大
き
い
。

　

同
校
で
は
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
学
校
建
設
を
支
援
す

る
国
際
協
力
活
動
を
生
徒
会
主
体
で
行
う
な
ど
、
特
別

活
動
が
伝
統
的
に
盛
ん
で
あ
り
、「
市
商
祭
」（
文
化
祭
）

同
じ
目
標
を
抱
く
生
徒
を
集
め
、

最
後
ま
で
頑
張
る
意
欲
を
高
め
る

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
全
教
師
が
共
有
し
、

組
織
的
に
学
力
向
上
対
策
を
推
進

特
別
活
動
に
お
け
る
成
功
体
験
で
、

自
信
を
深
め
る
生
徒
た
ち

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

授業スタンダード（抜粋）図２

授業規律スタンダード

授業実践スタンダード

●　授業者１分前着
●　号令「起立・礼・着席」
●　机の上の教材以外の物を片づけさせる　など

●　本時の生徒の到達目標（具体的なアウトプット）を
板書などで明示

●　プロセス（発言の質や量などの行動目標）評価の
規準を板書などで明示

●　ワーク中、積極的にプロセス評価（対話的な学び
の促進）を行う

●　振り返り
　•プロセス評価のまとめを行う
　• 板書した本時の生徒の到達目標を振り返る　など
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で
は
、
毎
年
、
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
模
擬
店
や

ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し

た
企
画
を
行
う
。
特
別
活
動
指
導
部
長
の
成
瀬
孝
治
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
力
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
出
し
物
を
練
り
上
げ
ま
す
。
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で
粘

り
強
く
取
り
組
む
生
徒
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
う
し
た

経
験
を
積
む
中
で
、ど
の
生
徒
も
『
や
れ
ば
で
き
る
』

と
い
う
自
信
を
つ
け
て
い
く
よ
う
で
す
」

　

17
年
度
の
市
商
祭
か
ら
は
、
同
校
が
運
賃
を
負
担
し
、

路
面
電
車
で
の
来
校
者
を
増
や
す
と
い
う
取
り
組
み

「
電
車
で
市
商
祭
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
、
地
域
の
鉄
道
会
社

や
デ
パ
ー
ト
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
来

校
者
用
の
駐
車
場
の
不
足
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
生
徒
会
役
員
や
ク
ラ
ス
評
議
員
ら
が
自
ら
立
案
し

た
企
画
だ
。
市
商
祭
の
約
１
か
月
前
か
ら
は
、
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た
路

面
電
車
も
運
行
し
て
も
ら
っ
た
（
写
真
）。

　
「
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
地
域
で
評
判
に
な
り
、
17
年

度
の
来
校
者
は
例
年
の
約
１
・
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。

盛
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
生
徒
は
『
高
校
生
で

も
地
域
や
大
人
を
動
か
せ
る
の
だ
』
と
感
じ
た
よ
う

で
す
。
そ
う
し
た
感
動
が
自
分
の
可
能
性
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
積
極
的
に
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」（
成
瀬
先
生
）

　

市
商
祭
や
合
唱
大
会
と
い
っ
た
大
規
模
行
事
で
は
、

各
学
科
の
３
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
行
事
の
準
備
・
練
習

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
安
岡
孝
浩
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
進
路
実
績
に
結
び
つ

き
、
毎
年
20
人
以
上
が
国
公
立
大
学
に
進
学
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
高
い
目
標
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
識
の

向
上
は
、
前
述
し
た
「
国
公
立
大
学
対
策
講
座
」
に
参

加
す
る
生
徒
が
１
０
０
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
ほ
か
の
進
路
を
選
ぶ
生
徒
も
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
に
向
き
合
い
、
結
論
を
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
以
前
と
最
も
大
き
く
異
な
る
と
感
じ
る
の
は
、

卒
業
式
で
の
生
徒
の
表
情
で
す
。
堂
々
と
し
て
い
る

生
徒
が
多
く
、
自
分
で
決
め
た
進
路
へ
の
期
待
感
と

『
３
年
間
、
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
だ
』
と
い
っ
た

達
成
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」（
安
岡
孝
浩
先
生
）

　

そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
を
見
て
、
指
導
改
善
を
さ
ら

に
進
め
よ
う
と
す
る
教
師
が
全
学
科
で
増
え
て
い
る
。

18
年
度
の
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
う
た
わ
れ
た
「
相
乗

効
果
と
波
及
効
果
」
が
、
実
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

今
後
は
、
教
科
指
導
・
進
路
指
導
と
特
別
活
動
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
い
き
た
い
と
、
岡
﨑
校
長
は
話
す
。

　
「
高
校
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
県
外
に
出
た
生
徒
に

も
、
い
ず
れ
は
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究

学
習
と
特
別
活
動
を
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
の
地

域
へ
の
関
心
を
よ
り
高
め
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

よ
う
と
計
画
中
で
す
。
そ
う
し
て
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

期
間
中
に
集
ま
り
、
毎
日
の
活
動
を
振
り
返
る
「
リ
ー

ダ
ー
会
」
を
放
課
後
に
行
う
。
そ
こ
で
準
備
・
練
習
の

課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
翌
日
に
改
善
す
る
た
め
の

計
画
を
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ト
」
に
書
く
。
ま

た
、
生
徒
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
、
市
内
の
全
公
立
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
校
外
の
様
々
な
場
で
発
表
す
る
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
得
た
学
び
は
、
日
々
の
授
業

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
行
事
の
リ
ー
ダ
ー
や
生
徒
会
役
員
は
、
特
別
活

動
で
の
経
験
を
生
か
し
、
授
業
で
自
分
の
考
え
を
整

理
し
て
述
べ
、
的
確
な
振
り
返
り
を
行
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
か
ら
、
ほ
か
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
刺
激
を

受
け
る
よ
う
で
す
。
当
初
は
控
え
め
で
も
、
次
第
に

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
生
徒
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
特
別
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒

が
『
核
』
と
な
り
、
学
校
全
体
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ

高知県・高知市立高知商業高校

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
、指
導
改
善
を
続
け
る

写真　地域の大学や企業と連携する特別活動の企画
では、外部との交渉は基本的にすべて生徒が行う。
市商祭の「電車で市商祭へＧＯ！」のＰＲ方法も、生
徒が予算も含め総合的に判断しながら鉄道会社と話
し合い、路面電車にイルミネーションを施してもらう
ことにした。
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広
島
県
・
広
島
市
立
舟
入
高
校
の
赤
尾
元

は
じ
め

先
生
は
、１
、２
年
生
の
模
擬
試
験
の
受
験
後
、

そ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
次

の
学
習
に
つ
な
げ
さ
せ
る
た
め
の
振
り
返
り

を
重
視
し
て
い
る
。

　

振
り
返
り
時
に
活
用
す
る
自
己
分
析
シ
ー

ト
で
は
、
各
教
科
・
科
目
の
で
き
た
と
こ
ろ
、

で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
整
理
さ
せ
て
い
る

が
、「
古
文
の
文
法
が
で
き
な
か
っ
た
」「
単

語
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
、
振
り
返

り
の
内
容
が
表
面
的
で
、「
次
の
模
擬
試
験
ま

で
に
何
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
」
が
十
分
に

考
え
ら
れ
て
い
な
い
生
徒
も
散
見
さ
れ
る
と

い
う
。ま
た
、自
分
が
掲
げ
た
計
画
に
沿
っ
て
、

具
体
的
な
学
習
行
動
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の

仕
か
け
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

検討メンバー

広島県・広島市立舟
ふな

入
いり

高校
赤尾　元

はじめ

先生提供
「模擬試験自己分析シート」

Before

改良！指
導ツール

広島県・
広島市立舟入高校　

赤尾　元
あかお・はじめ

千葉県立君津高校　

小山和紀
こやま・かずき

兵庫県立北条高校

衣川顕子
きぬがわ・あきこ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、模擬試験の個人成績表を活用して、
その後の学習へとつなげていく「模擬試験振り返りシート」のあり方について検討する。

学
習
行
動
の
改
善
に
つ
な
が
る

模
擬
試
験
の
振
り
返
り
が
必
要

できたこと、できなかったこと
を踏まえて、次の模擬試験ま
でに自分はどんなことに取り
組むべきかについて考える自
己分析が、表面的な内容にと
どまっている生徒がいる
次の模擬試験までに取り組
むべきことが具体的に書けて
も、それを実際の行動に移せ
ない生徒がいる

課題

ツール 提供者

1

2
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各
教
科
・
科
目
の
ど
の
分
野
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
は
、
生
徒
が
語
る
ま
で
も
な
く
、
模

擬
試
験
の
個
人
成
績
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
生
徒
が
語
る
べ
き
は
、「
ど
の

よ
う
な
学
習
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
得
ら
れ
た
の
か
」と
い
う
振
り
返
り
と
、「
ど

の
よ
う
な
目
標
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
学

習
に
取
り
組
む
の
か
」
と
い
う
見
通
し
だ
。

　

そ
こ
で
、「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
と
改
称
も

し
た
改
訂
後
の
シ
ー
ト
で
は
、「
何
が
、
な
ぜ
、

で
き
た
の
か
」
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
上
で
、
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、

具
体
的
な
学
習
内
容
や
学
習
方
法
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
力
向
上
と
学
習
行

動
に
は
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
生
徒

に
よ
り
意
識
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

模擬試験振り返りシート１、２年生

「
何
が
、
な
ぜ
、
で
き
た
の
か
」

「
今
日
か
ら
何
を
す
る
の
か
」
を
問
う

After 1 2
改
良
ポ
イ
ン
ト

肯定的に
自身の学習を振り返らせる

今回の模擬試験の結果を見て、できな
かったところや不足していた点ではなく、
よかった点とその理由を振り返らせた上
で、改善すべき点を考えさせる。

学習方法や学習内容を
教師が具体的に例示する

各教科担任が今回の模擬試験を振り返
り、今後、取り組むべき学習内容や、心
がけたい学習方法を例示し、学力向上
のための適切な学習行動を持続させる。

1年○○月模擬試験　振り返りシート

■１　今回の模擬試験の得点を確認しよう。
得点

教科 7月 11月 1月 

英語 30 40

数学 40 45

国語 75 56

■2　今回の模擬試験を振り返り、よかった点・今後取り組むべきことを
書こう。

①よかった点を書こう
（どのようによかったの
か、その理由まで書こ
う。よかった勉強法な
ども書いてみよう）

②一番振り返りをした
い大問（分野）もしくは、
問題を書き出してみよ
う

③②の振り返りを踏まえ
た勉強をするために、右
の「オススメ勉強法」を
見て、どれに取り組むか
を書いてみよう（自分に合
う勉強法がない場合は、
自分に合った勉強法を書
いてみよう） 

次
回
の
目
標
得
点

英
語 

数
学

国
語 

１年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

◎各教科の先生からのオススメ勉強法。自分の振り返り内容に合った
勉強法を選び、実行しよう

オススメ勉強法

英
語

単語 •学校指定の単語帳を、チェックをつけながら音読。各単元 50
回制覇する

長文読解

•スラッシュを入れながら長文を読む。読み終えたらスラッシュ
の位置が正しいかどうかをチェックする

•スラッシュを入れた長文を音読。CDがあれば音声にかぶせて
一緒に読むと、リスニング力も身につく

そのほか
•教科書のCDを流しながら、文字を見ずに耳からイン、口から
アウト、頭の中で和訳する（リスニング、読解力、並べ替え対
策として）

数
学

間違えた問題
を、右の手順
で解き直す

①まず、できなかった問題を「解き方が分からなかった」「公式
を覚えていなかった」「計算を間違えた」の原因別に分類する

②次に、
　•解き方が分からなかった問題は、解答解説を見ながら解答の
流れを理解する

　•公式を覚えていなかった問題は、その公式を確認し、教科書
の練習問題を解く

　•計算を間違えた問題は、間違えた箇所を確認し、もう一度解
く。解くことができたら、次回、同じ計算が出てきた時に気
をつけるポイント（因数分解、展開、移項、代入に気をつけ
る、など）を書く

③最後に、時間を意識しながら、間違えた問題を繰り返し解き、
問題集等で類似問題を何度も解く。解くことができたら、次回
の模擬試験等で、同じような問題が出てきた時、解くために大
切であると思うこととそう思う理由を書く

国
語

大問１（評論） 好きな新書10ページ程度を最後まで読み通す（文章持久力をつける）

大問２（小説） 正解の構文や解答要素を研究し、自身の心情表現を増やす

大問３（古文） 文法事項のヌケモレを問題の中でチェック

大問４（漢文） 失点にかかわった句形の例文を10回声に出して読む。書き下す。白文で読む
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模
擬
試
験
を
学
力
向
上
の
き
っ
か
け
と
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
こ
れ

ま
で
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
、
今
後
の
学
習

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
模
擬
試
験
の
成
績
は
日
々
の
授
業

や
家
庭
学
習
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
が
反

映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
回
の

検
討
会
で
は
、
模
擬
試
験
の
結
果
と
日
々
の

授
業
や
家
庭
学
習
を
「
よ
か
っ
た
こ
と
」
と

い
う
視
点
で
結
び
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
シ
ー

ト
の
改
訂
の
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

　

次
の
模
擬
試
験
に
向
け
て
生
徒
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
目
標
達
成
の
た
め
の
学
習
方
法

の
立
案
と
そ
の
実
行
で
あ
る
。
だ
が
、
１
、

２
年
生
は
自
分
に
合
っ
た
学
習
方
法
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
地
道
な
学
習

が
学
力
向
上
に
結
び
つ
か
な
い
生
徒
も
い
る
。

そ
の
よ
う
な
生
徒
に
は
、
次
の
模
擬
試
験
ま

で
に
確
実
に
理
解
し
て
お
き
た
い
単
元
や
問

題
を
教
科
・
科
目
ご
と
に
伝
え
、
そ
の
生
徒

に
合
っ
た
学
習
方
法
で
取
り
組
ま
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
会
で
は
、
学

習
方
法
を
立
案
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
、
各

教
科
担
任
か
ら
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

シ
ー
ト
に
掲
載
す
る
と
い
う
案
を
採
用
し
た
。

特
に
学
力
中
・
下
位
層
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、

「
こ
の
学
習
を
進
め
れ
ば
、
次
の
模
擬
試
験
で

ば
ん
回
で
き
る
は
ず
」
と
い
っ
た
前
向
き
な

状
態
を
模
擬
試
験
の
振
り
返
り
時
に
つ
く
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
学年団で行われる模擬試験の
結果検討会などで、今回の結果を

踏まえた今後の教科別の学習方法を共有

2
模擬試験振り返りシートに
「オススメ勉強法」を掲載し、

生徒に個人成績表と一緒に配布する

3
模擬試験振り返りシートを

担任が回収し、記入内容を基に
生徒の学習をサポートする

改良！指
導ツール

活用の流れ

１、２年生　模擬試験振り返りシート

学
習
の
道
標し

る
べ

と
な
る
助
言
を

振
り
返
り
シ
ー
ト
に
盛
り
込
む

　

今
回
の
検
討
会
で
私
が
学
ん
だ
の
は
、

「
こ
の
よ
う
に
勉
強
し
た
か
ら
、
こ
れ
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
前
向
き
に

振
り
返
る
視
点
の
大
切
さ
で
す
。
本
校

の
生
徒
は
、
勉
強
に
対
し
て
よ
い
意
味
で
の
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
故
、
振
り
返
り

で
は
「
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
」
ば
か
り
に
目
が

向
き
が
ち
で
す
。
ま
た
、「
何
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
」
は
言
え
て
も
、「
な
ぜ
、
で
き
な
か
っ
た
の
か
」

ま
で
は
分
析
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
学
習
方
法

の
改
善
に
結
び
つ
き
に
く
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。「
こ
れ
を
や
っ
た
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、「
何
を
す
れ
ば
、
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
っ
た
見
通
し
を

持
て
る
と
い
う
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。

　

改
善
し
た
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
際
、
生
徒
を
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、
今
後
取
り
組
む
学
習
内
容
を

共
有
す
る
よ
う
な
作
業
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
前
向
き
な
振
り
返
り
と
見
通
し
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
よ
い
影
響
を
与
え
合
う
関
係
づ

く
り
を
促
し
た
い
で
す
。
振
り
返
り
シ
ー
ト
と
い

う
一
見
個
人
的
な
ツ
ー
ル
が
、
生
徒
同
士
を
つ
な

ぐ
ツ
ー
ル
に
発
展
す
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

赤
尾
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
進
路
指

導
部
。
理
科
（
生
物
）
担
当
。「『
努
力
を
促
す
立
場
の
者
が
努
力
す
る
姿
を
見
せ

な
い
で
ど
う
す
る
』
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
ず
、
日
々
全
力
疾
走
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
（
普
通
コ
ー
ス
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
）
／
共
学
／
１
学
年
約
３
６
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の

み
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
な
ど
に
１
９
９
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
３
７
５
人
が
合
格
。

前向きな振り返りには生徒同士をつなぐ可能性がある
広島県・広島市立舟入高校　赤尾　元　あかお・はじめ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

模
擬
試
験
の
個
人
成
績
表
を
基
に
振

り
返
り
を
さ
せ
る
と
、
で
き
な
か
っ
た

単
元
や
分
野
を
挙
げ
る
ば
か
り
で
、「
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」

と
、
日
々
の
学
習
に
結
び
つ
け
た
見
通
し
を
立
て

る
の
が
苦
手
な
生
徒
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒

に
は
、
日
々
の
授
業
を
通
し
て
、
振
り
返
り
の
力

を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
は
担
当
の
数
学
で
、

そ
の
日
の
授
業
の
内
容
が
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
、

授
業
で
は
能
動
的
に
活
動
で
き
た
か
ど
う
か
と
い

う
２
つ
の
観
点
で
振
り
返
り
を
さ
せ
、
ど
う
す
れ

ば
も
っ
と
う
ま
く
い
く
か
を
書
か
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。「
な
ぜ
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
」

で
は
な
く
、「
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
の
か
」
と

授
業
の
度
に
聞
く
こ
と
で
、
生
徒
は
少
し
ず
つ
「
こ

う
し
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
、
今
後
の
学
習
行
動

を
前
向
き
に
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
思
考
の
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
生
徒

に
変
化
が
見
え
た
時
は
、
ほ
か
の
生
徒
の
学
習
方

法
な
ど
を
例
示
し
て
、「
真
似
を
し
て
み
て
は
？
」

な
ど
と
働
き
か
け
、
成
長
を
促
す
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

　

模
擬
試
験
の
振
り
返
り
を
行
う
時
、

成
績
が
わ
ず
か
で
も
上
が
っ
た
教
科
・

科
目
に
つ
い
て
、
特
に
丁
寧
に
振
り
返

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
何
を
し

た
か
ら
成
績
が
上
が
っ
た
の
か
を
生
徒
に
尋
ね
、

「
も
っ
と
続
け
て
み
よ
う
！
」「
ほ
か
に
も
で
き
そ

う
な
こ
と
は
な
い
？
」
と
励
ま
し
ま
す
。
学
習
に

自
信
の
な
い
生
徒
に
こ
そ
、
ま
ず
は
よ
い
と
こ
ろ

に
目
を
向
け
さ
せ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
教
師
間

で
の
振
り
返
り
も
、
具
体
的
で
あ
る
べ
き
で
す
。

自
分
た
ち
の
指
導
の
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
か
ら
生

徒
は
そ
の
成
績
な
の
か
、
生
徒
が
学
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
私
た
ち
が
行
動
に
移
す
べ
き
こ
と
は

何
か
を
具
体
的
に
語
れ
ば
、
お
の
ず
と
授
業
も
変

わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
改
訂
し
た
シ
ー
ト
の
「
オ

ス
ス
メ
勉
強
法
」
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
日
々
の

指
導
の
再
確
認
の
機
会
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
徒
に
は
、
自
己
分
析
す
る
力
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
力
は
自
然
と
育
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
が
「
自
分
の
こ
こ
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

自
己
を
理
解
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
啓
発
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
数
学
科
担

当
。 

「
い
つ
も
『
謙
虚
』
に
『
感
謝
』
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
先
生
方
や
生
徒
と
接

す
る
こ
と
を
心
が
け
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
役
の
み
）／
国
公
立
大
は
、
千
葉
大
、
静
岡
大
、
愛

媛
大
、
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
な
ど
に
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
駒

澤
大
、芝
浦
工
業
大
、日
本
大
、法
政
大
、明
治
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
９
４
人
が
合
格
。

衣
川
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
人
間
創

造
コ
ー
ス
委
員
長
。
英
語
科
担
当
。 
「
生
徒
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
着
火
剤
を

目
指
す
燃
焼
系
教
師
で
あ
り
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
、
人
間
創
造
コ
ー
ス
／
共
学
／
１
学
年

約
１
６
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、

静
岡
大
、
岡
山
大
、
兵
庫
県
立
大
な
ど
に
12
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、

関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
５
９
人
が
合
格
。

質の高い振り返りとはどのようなものかを理解させる
千葉県立君津高校　小山和紀　こやま・かずき

自己分析する力を生徒に育む丁寧な啓発を
兵庫県立北条高校　衣川顕子　きぬがわ・あきこ
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山
梨
大
学
生
命
環
境
学
部
地
域
食
物
科

学
科
に
は
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
学
べ
る
、

日
本
で
数
少
な
い
ワ
イ
ン
科
学
特
別
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
コ
ー
ス
が
柱

と
し
て
い
る
科
目
が
、
３
年
次
に
履
修
す

る
「
ブ
ド
ウ
栽
培
学
実
習
」
と
「
ワ
イ
ン

製
造
科
学
実
習
」
だ
。
学
生
が
ブ
ド
ウ
栽

培
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
（
＊
）
を
手
が

け
る
。

　

そ
の
実
習
に
備
え
、
１･

２
年
次
に
は
、

「
ワ
イ
ン
科
学
Ⅰ･

Ⅱ
」
を
履
修
し
、
ブ

ド
ウ
の
栽
培
、
ワ
イ
ン
の
製
造
、
成
分
や

文
化
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

２･

３
年
次
に
は
、
専
門
知
識
と
実
践
的

な
技
術
を
学
ぶ
た
め
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

＊ワインの大まかな製造工程（赤ワインの例）：〈１〉ブドウ収穫 〈２〉除
じょ

梗
こう

（茎取り）・破砕（実を潰す）〈３〉発酵（酵母によるアルコールの発生）〈４〉圧搾（皮・種を取り除く） 

〈５〉澱
おり

引き（微細な固形物の澱を除きワインを分離）〈６〉熟成（長時間放置して味にうまみを出す）

地域食物科学科
ワイン科学特別コース３年
北村 栞
きたむら・しおり
岐阜県立大垣北高校卒業。
食品開発の仕事に興味が
あり、同コースに入学。

地域食物科学科
ワイン科学特別コース４年
鶴田一樹
つるた・いつき
東京都立多摩科学技術高
校卒業。高校で酵母の研
究をしていた。

自分たちで作ったワインを
最終授業でテイスティングします

「ワイン製造科学実習」では、チームで１つのワインを作ります。
ねらった味にできているかどうか、最終授業で試飲します。他チー
ムのワインも飲み比べ、相互に批評し合いました。（鶴田さん）

ブドウ栽培からワイン醸造までを
実践的に学び、ワインの専門家を育成

山梨大学 生命環境学部 地域食物科学科 ワイン科学特別コース

専
門
知
識
と
実
践
的
な
技
術
を

学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

大学施設の地下にワインセラーがあり、
ワインの発酵や熟成を行う
発酵中は、味に渋みを出すブドウの皮や種の成分が行きわたるよ
う、朝晩２回、樽をかき混ぜる必要があります。そうした一手間
がよい味につながると思い、毎日セラーに通いました。（鶴田さん）

大学の農場でブドウの栽培から行い、
１年かけてワイン作りを経験

「ワインは農作物」とも言われ、ブドウの品質がワインの
味を左右します。栽培段階から不要な枝を切り、実や花
を大きくするための摘

てき

心
しん

などの作業も、実践しながら学
びました。（北村さん）
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プ
」「
ワ
イ
ン
科
学
ゼ
ミ
Ⅰ･

Ⅱ
」
と
い
っ

た
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

３
年
生
の
北
村
栞し

お
りさ
ん
は
、「
ワ
イ
ン

科
学
ゼ
ミ
Ⅱ
」
で
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

が
、
ワ
イ
ン
の
味
を
評
価
す
る
上
で
の
基

礎
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
味
の
基
本
と
な
る
５
味
（
甘
味
・
塩

味
・
酸
味
・
苦
味
・
う
ま
味
）
を
ど
の
程

度
、
認
知
で
き
る
の
か
を
テ
ス
ト
し
ま
し

た
。
人
に
よ
っ
て
認
知
で
き
る
味
の
範
囲

が
異
な
る
こ
と
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
」

　

４
年
生
の
鶴
田
一い

つ

樹き

さ
ん
は
、
２
か
所

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

し
た
経
験
が
実
習
で
役
立
っ
た
と
話
す
。

　
「
ワ
イ
ナ
リ
ー
ご
と
に
、
ワ
イ
ン
作
り

で
重
視
す
る
点
が
異
な
り
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
工
場
の
清
潔
さ
に
こ

だ
わ
り
、
品
質
を
保
つ
こ
と
に
注
力
す
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
健
康
な
ブ
ド
ウ
だ
け

を
選
別
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
仕
込
み
を
手
伝
い
な
が
ら
、

自
分
は
ど
ん
な
手
法
で
ワ
イ
ン
を
作
り
た

い
か
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
」

　

３
年
次
に
は
い
よ
い
よ
ワ
イ
ン
作
り
の

実
習
が
始
ま
る
。「
ブ
ド
ウ
栽
培
学
実
習
」

で
は
大
学
の
農
場
で
ブ
ド
ウ
を
育
て
、「
ワ

イ
ン
製
造
科
学
実
習
」
で
は
そ
の
ブ
ド
ウ

を
使
っ
て
４
人
程
度
か
ら
成
る
チ
ー
ム
ご

と
に
ワ
イ
ン
を
仕
込
む
。
北
村
さ
ん
は
、

こ
の
秋
、
ワ
イ
ン
の
仕
込
み
を
終
え
た
ば

か
り
だ
。

　
「
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
、
飲
み
や
す

く
渋
み
の
少
な
い
ワ
イ
ン
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
想
の
味
を
出
す
た

め
に
、
味
に
渋
み
を
も
た
ら
す
皮
と
種
を

発
酵
途
中
で
半
分
に
減
ら
す
手
法
を
採
り

ま
し
た
。
ま
た
、
味
の
違
い
を
比
べ
る
た

め
に
、
２
つ
の
樽
を
用
意
し
、
天
然
酵
母

と
培
養
酵
母
の
異
な
る
酵
母
を
入
れ
て
今

は
熟
成
中
で
す
」（
北
村
さ
ん
）

　

実
習
で
で
き
た
ワ
イ
ン
は
、
最
終
授
業

で
試
飲
会
を
行
い
、
互
い
に
批
評
し
合
う
。

　
「
私
た
ち
は
、
種
を
除
い
て
軽
い
飲
み

口
の
ワ
イ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
途

中
の
試
飲
で
は
、
ま
ず
ま
ず
の
で
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
思
い

の
外
、
軽
い
飲
み
口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ね
ら
っ
た
味
を
出
す
難
し
さ
を
思

い
知
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
チ
ー
ム
は
違
う

仕
込
み
方
法
で
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
い
た
た

め
、
同
じ
ブ
ド
ウ
で
も
味
が
異
な
り
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」（
鶴
田
さ
ん
）

　

少
人
数
で
ワ
イ
ン
製
造
過
程
を
学
ば
せ

る
の
は
、
国
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
多
く
が
、

ブ
ド
ウ
の
栽
培
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
手
が
け
る
小
規
模
事
業
だ
か
ら

だ
。
同
コ
ー
ス
で
は
販
売
以
外
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
験
さ
せ
、
様
々
な
現
場
で
活
用
で

き
る
実
践
力
を
育
成
し
て
い
る
。

　

４
年
次
に
は
、
発
酵
微
生
物
工
学
、
機

能
成
分
学
、
果
実
遺
伝
子
工
学
の
い
ず
れ

か
の
研
究
室
に
入
り
、
専
門
的
な
学
び
を

深
め
る
。
鶴
田
さ
ん
は
、
発
酵
学
を
専
門

と
す
る
柳
田
藤ふ

じ

寿と
し

教
授
の
指
導
の
下
、
企

業
と
の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
山
梨
県
韮に

ら

崎さ
き

市
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
、
韮
崎
市
の
自
然
環
境
か
ら
適

し
た
酵
母
を
分
離
し
、
そ
れ
を
用
い
た

ワ
イ
ン
の
製
品
化
を
目
指
し
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
商
品
開
発
の
経
験
が
豊
富
な

先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
消
費
者
が

ひ
き
つ
け
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る

ワ
イ
ン
を
開
発
中
で
す
。
花
や
木
、
川
な

ど
か
ら
ワ
イ
ン
の
酵
母
と
し
て
は
珍
し
い

２
０
０
以
上
の
酵
母
を
採
集
し
、
様
々
な

試
験
を
繰
り
返
し
て
、
４
つ
の
酵
母
に
絞

り
込
み
ま
し
た
。
現
在
、
有
力
な
の
は
、

韮
崎
市
の
川
か
ら
採
集
し
た
酵
母
で
す
。

大
学
院
に
進
学
し
、
こ
の
研
究
を
続
け
て

い
く
予
定
で
す
」（
鶴
田
さ
ん
）

　

本
学
に
は
、
ワ
イ
ン
を
専
門
と
す
る
日
本

唯
一
の
教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る
ワ
イ
ン
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ブ
ド
ウ
や
ワ
イ

ン
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
技
術
を
備
え
た

人
材
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。　

　

近
年
、
日
本
の
ワ
イ
ン
の
消
費
量
は
右
肩

上
が
り
で
伸
び
、
今
後
さ
ら
な
る
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
ワ
イ
ン

の
輸
出
も
開
始
さ
れ
、
国
際
競
争
力
の
あ
る

ワ
イ
ン
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ワ
イ
ン
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
い
う
社
会
人
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
修
了
時
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
大
学

独
自
の
認
定
資
格
「
ワ
イ
ン
科
学
士
」
も
取

得
で
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
修
士

以
上
の
学
生
も
参
加
で
き
、
社
会
人
と
と
も

に
学
べ
ま
す
。
学
部
教
育
で
は
あ
ま
り
触
れ

ら
れ
な
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
学
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
学
も
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設

置
し
、
修
了
生
が
日
本
の
ワ
イ
ン
を
世
界
へ

広
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
こ
の
コ
ー
ス
の
卒
業
生
が
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
ワ
イ
ン
業
界
を
支
え
る

人
材
を
、
山
梨
か
ら
育
て
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
ワ
イ
ン
業
界
を
支
え
る

人
材
を
山
梨
か
ら
輩
出
し
た
い

大

の

い

学

思
ワ
イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授柳田

藤
寿

や
な
ぎ
だ
・
ふ
じ
と
し

理
想
の
ワ
イ
ン
を
目
指
し
︑

醸
造
の
手
法
を
学
生
自
ら
考
え
る

企
業
と
共
同
研
究
を
行
い
︑

ワ
イ
ン
の
製
品
化
も
経
験
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関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
は
、
安
全
・

安
心
な
社
会
づ
く
り
を
学
ぶ
日
本
初
の
学

部
だ
。
自
然
災
害
や
社
会
災
害
（
事
故
）

を
中
心
に
、
食
の
安
全
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
も
幅
広
く
学
べ
る
文
理
融
合

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
年
間
の
学
び
の
土
台
と
な
る
知
識
を

幅
広
く
理
解
す
る
科
目
が
、
１
年
次
必
修

科
目
の
「
社
会
安
全
学
総
論
Ⅰ･

Ⅱ
」
だ
。

前
期
は
学
部
独
自
で
作
成
し
た
教
科
書
に

基
づ
き
、
社
会
安
全
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

後
期
は
、
同
学
部
の
教
員
28
人
全
員
に
よ

る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
が
行
わ
れ
、

安
全･

安
心
を
学
ぶ
に
は
、
法
学
や
経
済

学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
情
報
学
な
ど
、

自然災害・社会災害の最小化を目指し
文理融合で実践的な知識を学ぶ

関西大学 社会安全学部

社
会
が
直
面
す
る
安
全
上
の

問
題
を
多
様
な
視
点
か
ら
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

社会安全学部
安全マネジメント学科３年
加藤亨典
かとう・きょうすけ
大阪府・私立関西大倉中
学校・高校卒業。社会貢献
できる学びを求めて入学。

社会安全学部
安全マネジメント学科４年
梶谷裟和
かじたに・さわ
大阪府・私立追手門学院
中学校・高校卒業。卒業後
は、大学院に進学予定。

大阪府の各市町村の
災害リスク評価を研究中です
地震や津波などの自然災害のリスクを示す「曝

ばく

露
ろ

量」
と、災害に対する社会や経済の脆

もろ

さを表す「脆
ぜい

弱
じゃく

性」
をかけ合わせ、災害リスク評価を出しています。現在
は、地道な計算を根気強く行っています。（梶谷さん）

ゼミの学びを
世界遺産の修復に役立てています
アンコール遺跡にあるバイヨン寺院の石積みの劣化が年々ど
の程度進むのか、レーザースキャナーを使って計測しました。
遺跡に興味のある私は、世界遺産の修復にかかわることがで
き、学びにも力が入ります。（加藤さん）

学部内外で研究を発表し、
発表スキルも磨けます
３年次の後期にゼミの中間発表会
に参加。ほかのゼミの教授や学生
にも聞いてもらうため、分かりや
すい発表を心がけました。その経
験が学会発表などにも生かされて
います。（梶谷さん）
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多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る
。
４
年
生
の
梶か

じ

谷た
に

裟さ

和わ

さ
ん
は
、
高

校
時
代
は
理
系
だ
っ
た
が
、
心
理
学
に
も

興
味
が
あ
り
、
高
校
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

て
文
理
融
合
の
同
学
部
に
入
学
し
た
。

　
「
１
年
次
に
は
、
心
理
学
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
好
き
な
数
学
が
生
か
せ
る
、
地
震

を
分
析
す
る
授
業
な
ど
も
受
け
ま
し
た
。

文
理
問
わ
ず
幅
広
く
学
ぶ
中
で
、
自
分
が

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
い
の
か
を
じ
っ

く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

３
年
生
の
加
藤
亨き

ょ
う

典す
け

さ
ん
も
、
次
の
よ

う
に
同
科
目
を
振
り
返
る
。

　
「
入
学
前
は
、
漠
然
と
防
災
や
減
災
に

つ
い
て
学
び
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、後
期
の
授
業
で
『
地

盤
災
害
』
を
担
当
さ
れ
た
小こ

山や
ま

倫と
も

史ふ
み

准
教

授
が
、
地
盤
の
研
究
を
遺
跡
修
復
に
役
立

て
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歴
史
的
な
建
造

物
を
見
る
の
が
好
き
な
私
は
、
興
味
を
持

ち
ま
し
た
」

　

多
様
な
視
点
か
ら
基
礎
を
学
ぶ
同
科
目

が
、
２
年
次
以
降
の
履
修
の
土
台
に
な
っ

て
い
る
。

　　　　

２
年
次
以
降
は
、
津
波
や
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
と
、
事
故
防
止
や
危
機
管
理
に

つ
い
て
の
社
会
災
害
、
２
つ
の
分
野
に
関

す
る
専
門
科
目
を
い
ず
れ
も
履
修
す
る
。

　

知
識
の
実
践
的
な
活
用
を
意
識
さ
せ
る

た
め
、
実
習
が
多
数
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
自
動
車
運
転
の
安
全
性
を

体
験
的
に
学
ぶ
「
社
会
安
全
体
験
実
習
」

や
、
統
計
資
料
を
実
際
に
読
み
解
く
「
統

計
デ
ー
タ
解
析
実
習
Ⅰ
」
な
ど
が
あ
る
。　

　

加
藤
さ
ん
が
一
番
社
会
を
意
識
し
た
の

が
「
社
会
安
全
実
践
演
習
」
と
い
う
授
業

だ
。
４
つ
の
テ
ー
マ
（
＊
１
）
か
ら
１
つ

選
び
、
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
。

　
「
私
は
『
合
意
形
成
』
を
選
び
ま
し
た
。

『
あ
る
町
に
放
射
性
廃
棄
物
処
理
場
を
建

設
す
る
』
と
想
定
し
、
行
政
と
市
民
の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
議
論
し
ま
し
た
。
行

政
側
は
合
意
を
得
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
民
側
に
行
い
ま
す
。
私

は
市
民
と
し
て
、
行
政
に
対
し
て
質
問
や

反
論
を
行
い
ま
し
た
。
現
実
に
そ
の
よ
う

な
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
、
議
論
は
さ
ら

に
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

専
門
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

３
年
次
か
ら
の
ゼ
ミ
で
は
、
専
門
分
野

に
分
か
れ
、
自
然
災
害
や
社
会
災
害
を
最

小
化
す
る
た
め
の
課
題
に
向
き
合
う
。
加

藤
さ
ん
は
、
地
盤
・
岩
盤
工
学
が
専
門
の

小
山
ゼ
ミ
に
入
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存
・
修
復
の
た
め
の
作

業
を
行
っ
た
。

　
「
ゼ
ミ
生
が
毎
年
同
地
を
訪
れ
、
石
積

み
の
レ
ー
ザ
ー
計
測
を
行
い
、
劣
化
・
変

状
が
進
行
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
は
文
系
だ
っ
た
の
で
、

デ
ー
タ
解
析
作
業
に
苦
手
意
識
も
あ
り
ま

し
た
が
、
遺
跡
保
護
に
は
欠
か
せ
な
い
作

業
な
の
で
、
先
輩
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

梶
谷
さ
ん
は
、
同
じ
く
小
山
ゼ
ミ
で
、

得
意
の
数
学
を
生
か
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
（
＊

２
）
と
い
う
災
害
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て

研
究
中
だ
。
現
在
、
国
連
大
学
が
国
ご
と

の
災
害
リ
ス
ク
を
公
表
し
て
い
る
が
、
日

本
に
は
市
町
村
レ
ベ
ル
で
災
害
リ
ス
ク
評

価
を
表
し
た
も
の
は
ま
だ
な
い
と
い
う
。

　
「
現
在
は
、
西
日
本
の
市
町
村
の
災
害

リ
ス
ク
評
価
を
算
出
中
で
す
。
各
自
治
体

が
数
値
を
比
較
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
町

の
防
災･
減
災
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に

し
て
も
ら
え
る
指
標
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
進
学
し
、
そ
の

指
標
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
研
究

を
続
け
る
予
定
で
す
」

　

安
全･

安
心
に
関
す
る
問
題
は
広
範
囲
の

分
野
に
及
ぶ
た
め
、
文
理
融
合
型
の
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
文
系
の
入
学
者
が

８
割
と
多
い
た
め
、
専
門
的
な
理
系
分
野
に

進
ん
で
も
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、
数
学
や
デ
ー

タ
分
析
な
ど
の
授
業
を
低
学
年
で
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。ま
た
、ど
の
災
害
現
場
に
も「
人
」

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
た
め
、
心
理
学

系
の
授
業
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

加
え
て
、
防
災
や
危
機
管
理
に
関
す
る
問

題
は
、
必
ず
現
場
が
あ
る
た
め
、
知
識
を
現

場
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
実
習
や
演
習
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を
社

会
で
実
践
で
き
る
よ
う
、
研
究
室
同
士
の
連

携
も
盛
ん
で
す
。
例
え
ば
、「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
人
は
す
ぐ

に
避
難
し
な
い
の
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

心
理
学
や
教
育
学
、情
報
学
の
知
恵
を
借
り
、

ど
う
し
た
ら
人
が
避
難
し
よ
う
と
思
え
る
情

報
を
発
信
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
公
務
員
を
始
め
危
機
管
理
に

か
か
わ
る
分
野
に
就
職
す
る
学
生
も
多
い
で

す
。
ど
の
分
野
に
も
危
機
管
理
に
か
か
わ
る

人
材
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

幅
広
い
専
門
知
識
と
実
践
力
を
備
え
た
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

＊1　 危機管理本部運営、危機管理計画立案、合意形成、クライシスマネジメントの４つ。
＊２　Gross National Safety for natural disasters（自然災害リスク指標）の略。

幅
広
い
知
識
を
融
合
し
、

社
会
の
安
全
を
守
る
人
材
を

大

の

い

学

思
社
会
安
全
学
部

准
教
授

小
山
倫
史

こ
や
ま
・
と
も
ふ
み

危
機
管
理
の
現
場
で
経
験
を
積
み
、

将
来
の
道
を
明
確
化
さ
せ
る

実
習
科
目
を
多
数
設
置
し
、

社
会
で
役
立
つ
実
践
知
を
修
得
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120 ～150 分

　　対話的な会議・研修

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

生徒の長所から育てたい生徒像を検討 所要時間C A S E  1
　校長を始め全教師が参加し、「これからの学校」を考えた会議

です。この学校は、ここ数年、授業も部活動も休みとなる創立

記念日の半日を、教師の対話の場として活用してきました。

　会議では、誰もが気軽に楽しく語ることができるように、「本

校の生徒の強み、よいところ」を、具体的なエピソードを交え

て語り合うことからスタートしました。ＨＲや授業、部活動で

見た生徒の輝く姿を語り、気持ちを十分に前向きにしてから、「い

ろいろなよいところを備えている本校の生徒だからこそ、さら

に伸ばしたり、改善したりしてあげたいところ」を語り合いま

した。長所を土台にして短所を語り合うことで、解決策等の見

通しも立てやすくなります。

　会議の最後では、教科や学年の単位でグループをつくり直し

ました。その意図は、語り合いの成果を教科や学年の財産とし

て共有し、指導の改善のヒントにしてもらうことにあります。

全国の事例紹介

　学校として育成を目指す資質・能力を検討したり、グロー
バル化を始めとする社会の変化に対応する教育のあり方を
考えたりするため、全国の高校で対話を重視した会議・研
修が行われています。今回は、実際に行われた会議・研修
の3事例から、思考を拡散させたり、収束させたりする山
場となる部分を中心にご紹介します。いずれの会議・研修
も、未来の学校や教育のあり方について自由に語り合うも
ので、学校としての１つの答えをその場で決めるものでは

なかったことが共通点です。そして、語り合うだけで終わ
るのではなく、未来を見通した上で明日からをどのように
過ごしていくのかを考え、具体的な行動へとつなげようと
した事例です。なお、実際に行われた会議・研修では、紹
介した部分以外に、緊張を解きほぐすためのアイスブレー
クが盛り込まれたり、考えたことをさらに深める語り合い
の場が後日設けられたりしています。自校の課題を語り合
う場をつくる際の参考にしていただければ幸いです。

会議の大まかな流れ

 1. 自校の生徒の長所を洗い出す ▶30分
教科・学年が混在した教師４、５人から成るグループで、生徒
の強みやよいところを、できるだけ多く出し、全体で共有する

 2. 生徒に最も必要な資質・能力を議論 ▶30分
生徒を肯定的に捉えた上で、生徒に最も身につけさせたい
資質・能力は何かを、グループ内で語り合う

 3. 資質・能力と必要な指導を検討 ▶30 分
一人ひとりが、身につけさせたい資質・能力とその育成のた
めに求められる指導を紙にまとめ、グループ内で発表

 4. 教科・学年で語り合いの成果を共有 ▶30 分
教科団や学年団に分かれて、それまで語り合ってきたことと、
自分が取り組みたいと考えていることを共有する

•生徒の長所から語り合うことで、会議自体の雰
囲気を明るいものにすることができる
•教科や学年で議論する前に、教科・学年を混在させ
て語り合うことで、思考を拡散させることができる

Point
語り合いの記録には、
模造紙とマーカーペンを
使いました。文字が見や
すくなり、グループの中
での意見共有がスムーズ
になります。
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60 ～90 分

90 ～120 分

生徒と教師が社会で必要な資質・能力を語り合う

学校の重点目標を具体化、個別化する

所要時間

所要時間

C A S E  2

C A S E  3

　育成を目指す資質・能力を考える教員研修を開催し、そこに

生徒も参加させた事例です。「これからの学校を話し合うのであ

れば、未来を生きる生徒の声も聞きたい」という教務主任の発

案で、生徒会役員を中心に十数人の生徒の参加が実現しました。

　これからの社会をイメージした上で、「求められる資質・能力

は何か」「その育成のためにはどんな高校（教員）生活を送るべ

きか」を生徒と教師が同じテーブルで語り合いました。その上

で、生徒、教師がそれぞれの立場で、これから自分ができるこ

と、変わるべきことを考え、宣言しました。参加した生徒から、

「先生と初めてじっくり話ができた」と喜びの声が多く上がりま

した。

　学校の重点目標として掲げる「グローバル教育の充実」が、

一部の教科や学年の課題にとどまっているという問題意識から、

全教師が集まって、「グローバル教育」について改めて語り合う

場が設けられました。

　会議では、教科や学年を混在させたグループでグローバル社

会で求められる資質・能力を語り合いましたが、「保健体育など

の実技教科はグローバル教育の基点になる」「ＨＲや部活動にグ

ローバル教育の観点を取り入れたい」など、日々の指導と結び

つけた意見が多く出ました。それらの意見を集約して、グロー

バル教育を推進する部局が、教科や学年を横断したグローバル

教育の指針を打ち出し、校内に発信していくことになりました。

研修の大まかな流れ

会議の大まかな流れ

 1. 10 年後の社会についてイメージを共有 ▶20分
生徒と教師が混在する４、５人から成るグループ内で、10
年後の社会はどのような社会で、どんな資質・能力が求め
られるのかを語り合う

 1. グローバル社会で必要な資質・能力を議論 ▶30分
教科や学年を混在させた教師４、５人から成るグループ内で、自
校が考える「グローバル社会で必要な資質・能力」を議論する

 2. 社会で必要な資質・能力を育む方法を考える ▶20分
これからの社会で求められる資質・能力を育むためには、
高校（教員）生活をどのように過ごせばよいのか、生徒と教
師がそれぞれの立場で考えを述べる

 2. 高校の諸活動と結びつける ▶30分
グローバル社会で活躍する人材に育つのは、高校生活のどの
ような場面で、どのような行動ができる生徒なのかを考える

 3. 必ずできる小さな一歩を宣言する ▶20分
生徒と教師が「これからの社会で求められる資質・能力」と「そ
の資質・能力を身につける（育む）ために、必ずできる小さ
な一歩」を考え、宣言する

 3. グローバル化させる仕かけを検討 ▶30分
グローバル社会で活躍する人材を育成するために、学校に
どのような場を意図的につくっていくのかを語り合う

•生徒と教師が語り合うことで、より多様な価値
観が生まれる場となる
•生徒と教師が高校生活・教員生活における決
意を共有し、それぞれの行動変容を促す

• 学校の重点目標として共有されているキー
ワードを改めて議論し、深める
•語り合いの成果をプロジェクトチームなどが引
き継ぎ、さらに議論を深める

Point

Point

語り合いの最後
に、「必ずできる
小さな一歩」を
宣言しました。
グループの中で
承認し合うこと
で、変化・変容
のモチベーショ
ンを高め合いま
した。

グローバル社会で活躍す
る人材像をイメージした
上で、それを学校の諸活
動と結びつけていくため
のワークシートを使用し
ました。

２０３０年を生きるグローバル人材

①「大学、社会で○○なときに、○○な場面で」「●●できる人」

②「授業、部活、行事で○○なときに、○○な場面で」「●●できる人」

 December  201853

Q8-599-
000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 52頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
12/04
藤原 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

Q8-599-
000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 53頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
12/04
藤原

再
念
校
12/06
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P52-53_view21koukou-12g.indd   53 2018/12/06   9:23



　

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１
２
年

度
「
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・
第
一
次

実
施
計
画
」
に
お
い
て
、「
社
会
的
自
立
の

基
盤
と
な
る
力
の
確
立
」
を
掲
げ
、
改
革

の
方
向
性
と
し
て
「
学
校
の
設
置
目
的
に

応
じ
た
学
力
の
向
上
」
を
示
し
、
具
体
策

と
し
て
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
背
景
の
１
つ

ド
」
を
９
教
科
22
科
目
作
成
。
６
教
科
に

つ
い
て
は
「
発
展
」「
応
用
」「
基
礎
」
の

３
段
階
と
し
、
各
校
が
設
置
目
的
や
生
徒

の
学
力
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
各
校
の
『
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
設

定
で
は
、
学
力
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
特
に
、
新
入
生
の
学
力
を

詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
高
校
入
試
終

了
後
、
都
教
育
委
員
会
が
速
や
か
に
入
試

の
各
小
問
の
ね
ら
い
を
解
説
し
た
冊
子
を

作
成
し
て
各
校
に
送
り
、
各
校
に
お
い
て

入
学
者
の
入
試
に
お
け
る
誤
答
分
析
を
す

に
は
、
11
年
度「
都
立
高
校
の
現
状
把
握
に

関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、「
授
業
の
内
容

を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
」に「
そ
う
思
う
」

「
多
少
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
合

わ
せ
て
約
４
割
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
指
導
部
高
等
学
校
教
育
指
導
課
の
佐

藤
聖
一
課
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
教
育
の
質
保
証
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て

の
生
徒
に
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。
各
校
が
学
校
の
設
置
目

的
に
合
っ
た
学
力
の
育
成
に
向
け
て
、
教

師
間
で
指
導
方
針
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

到
達
目
標
や
進
度
を
統
一
し
て
、
効
果
的

に
指
導
で
き
る
よ
う
、『
都
立
高
校
学
力
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
』
を
策
定
し
ま
し
た
」

　
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
、

学
習
指
導
要
領
の
項
目
・
内
容
ご
と
に
、

生
徒
が
習
得
す
べ
き
学
力
の
具
体
的
な
目

標
を
示
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
を
基
に
、
各

校
が
自
校
の
生
徒
の
学
力
等
を
踏
ま
え
て

学
校
独
自
の
「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を

設
定
し
、
学
校
全
体
で
組
織
的
な
指
導
と

評
価
を
進
め
て
い
く
（
図
１
上
）。
東
京
都

で
は
、こ
の
「
都
立
高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
等
学
校
教
育
指
導
課
長

佐
藤
聖
一
　

さ
と
う
・
せ
い
い
ち

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
主
任
指
導
主

事
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

企
画
部
企
画
課
長
等
を
経
て
、
現
職
。

教
育
の
質
保
証
と
し
て

全
生
徒
に
基
礎
学
力
を
つ
け
る

特別企画

学
力
向
上
策

多様な学校を有する東京都の取

り組みを紹介する本コーナー。第

２回のテーマは、学力向上策だ。

2019 年度から「高校生のための

学びの基礎診断」の利活用が始ま

るが、東京都では2012年度から、

学校全体での組織的な教科指導

を支援し、生徒の学習の質を高め

ることで、学力向上に結びつけて

いる。その成果と課題を受け、新

しい施策もスタートさせた。

都教委の挑戦
学
校
全
体
で
の
組
織
的
な
指
導
に
向
け
て

「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
設
定
し
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
促
す

教育委員会
の
施策

第 2 回

入
試
で
の
誤
答
を
分
析
し
て

新
入
生
の
学
力
を
把
握
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る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
課
長
）

　

１
・
２
年
次
に
お
け
る
学
力
の
把
握
に
つ

い
て
は
、「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
学
力
調
査
」

を
実
施
し
て
い
る
。
13
〜
15
年
度
は
東
京

都
が
問
題
を
作
成
し
、
統
一
日
に
調
査
を

行
い
、
16
年
度
以
降
は
、
東
京
都
作
成
の

標
準
問
題
を
基
に
、
学
校
ご
と
に
作
問
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
「
最
初
の
３
年
間
、
教
委
内
の
作
問
委
員

会
で
問
題
作
成
し
た
際
に
は
、自
校
で
作
問

が
で
き
る
よ
う
、
各
校
の
先
生
方
に
も
委

員
を
務
め
て
も
ら
い
ま
し
た
」（
佐
藤
課
長
）

　

本
事
業
は
、
14
年
度
か
ら
す
べ
て
の
都

立
高
校
（
進
学
指
導
重
点
校
な
ど
を
除
く
）

で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
各
校

で
組
織
的
な
指
導
が
進
ん
だ
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
（
図
１
下
）、
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
る
成
果
も
見
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、新
た
な
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ

た
。「
基
礎
」
段
階
を
活
用
す
る
学
校
の
中

に
は
、
義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
の
定

着
が
十
分
で
な
く
、
高
校
の
授
業
内
容
を

理
解
で
き
な
い
生
徒
が
一
部
に
見
ら
れ
、

そ
う
し
た
生
徒
の
多
く
が
学
業
不
振
か
ら

中
途
退
学
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
新
た
に
、16
年
度
か
ら
「
学
力
向

上
研
究
校
（
校
内
寺
子
屋
事
業
）」
を
始
め

た
（
図
２
）。
そ
れ
は
、
元
教
師
や
教
師
志

望
の
大
学
生
ら
を
活
用
し
、学
力
下
位
層
の

生
徒
の
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み
だ
。

　

そ
し
て
、
17
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
ゆ

め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
校
」
は
、
義

務
教
育
段
階
の
学
力
は
あ
る
も
の
の
、
高

校
で
の
学
習
に
苦
戦
し
て
い
る
生
徒
が
、

目
標
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
で
あ
る（
図
２
）。
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
の

ほ
か
、義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
を
復
習

し
な
が
ら
高
校
で
の
学
習
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
、国
語
・
数
学
・
英
語
の
教
師
用
指

導
資
料「
東
京
リ
・
ス
タ
デ
ィ
」を
ベ
ネ
ッ

セ
と
連
携
し
て
作
成
し
、都
立
高
校
と
中
等

教
育
学
校
の
担
当
教
師
全
員
に
配
布
し
た
。

　
「
両
事
業
の
指
定
校
で
は
、
学
力
不
振
に

よ
る
中
途
退
学
者
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
り
、

学
力
下
位
層
が
減
少
し
、
中
上
位
層
が
増

加
し
た
り
す
る
等
の
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
学
習
意
欲

を
高
め
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
課
長
）

　

そ
の
よ
う
に
、
組
織
的
な
指
導
体
制
の

強
化
、
学
力
不
振
に
よ
る
中
途
退
学
者
の

減
少
な
ど
の
成
果
が
出
て
い
る
一
連
の
学

力
向
上
策
だ
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

佐
藤
課
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
『
都
立

高
校
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
作
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
の
『
高
校

生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
』
の
位
置

づ
け
や
利
活
用
の
方
針
を
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

外
部
と
も
連
携
し
な
が
ら

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る

図１　「都立高校学力スタンダード」概要と成果

図２　新たな学力向上事業

事業名 実施規模 概要

学力向上
研究校

（校内寺子屋
事業）

2016～17年度
10校

2018～19年度
30校

外部人材を活用し、義務教育段階の学力の
定着が十分でない生徒の学習を支援。
•各校への指導主事等の派遣　•外部人
材への謝金（報償費）　•教材費の支援　•
外部模試費用の支援

ゆめナビ
プロジェクト
研究校

2017～19年度
10校

基礎学力の定着を重視する都立高校におい
て、生徒が明確な目標を持ち、学力を向上
させ、進路実現に努力できるように支援。
•企業・ＮＰＯ法人との連携をコーディネー
ト　•指導資料「東京リ・スタディ」の作成、
配布　•オンライン個別学習支援　•成果
検証のための外部模試費用の支援

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成

■「学力スタンダード」に基づく指導と評価の一体化

■「都立高校学力スタンダード」設定科目
国語総合、現代文Ｂ、数学Ⅰ、数学Ⅱ、コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーショ
ン英語Ⅱ、世界史Ａ、世界史Ｂ、日本史Ａ、日本史Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ、現代社会、倫理、
政治・経済、物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎、農業と環境、工業技術基礎、
ビジネス基礎

導入前
（2012年度）

導入後
（2016年度）

生徒の学習状況、指導内容、指導方法等の共有 68.8 100.0

授業進度の統一 65.6 94.6

定期考査での統一問題の作成 59.4 88.3
（％）

■実施校のアンケート調査結果

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成

Plan
入学者選抜の結果や年度当初
の学力調査等を分析の上、自
校の「学力スタンダード」を
設定。（４～５月）

Do
「学力スタンダード」に基づく
統一的な学習指導・評価。

Action
年間指導計画、目標の設定、
指導内容・方法等の改善。

Check
授業・学期ごとに定期考査・
実力テスト・課題、「学力スタ
ンダード学力調査」等を実施。

目標に達していない生徒には、年度内に繰り返し指導。
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東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校
は
、
都
内
に

６
校
あ
る
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
（
＊

１
）
の
う
ち
の
１
校
で
、
２
０
０
６
年
度

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
。
守
屋
文ふ

み
と
し俊
統

括
校
長
は
学
校
教
育
目
標
を
こ
う
語
る
。

　
「
本
校
で
は
、
特
に
義
務
教
育
課
程
ま
で

の
学
び
直
し
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
注

ぎ
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
結
び
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
、
生
徒
が
集
中
し
て
学
べ

る
よ
う
、
１
年
次
の
国
語
・
数
学
・
英
語

は
30
分
授
業
と
し
、
さ
ら
に
中
学
校
ま
で

の
学
習
内
容
の
復
習
を
中
心
に
行
う「
ベ
ー

シ
ッ
ク
の
時
間
」（
50
分
）
を
国
語
・
数
学
・

英
語
で
１
単
位
ず
つ
設
け
て
い
る
。
そ
し

て
、国
語
・
数
学
・
英
語
は
、
３
年
間
を
通

し
て
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
と
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
２
年
次
の

２
学
期
に
全
生
徒
を
対
象
と
し
た
３
日
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。
さ
ら
に
、

希
望
者
は
、
企
業
で
熟
練
技
術
者
か
ら
実

技
指
導
を
受
け
る
技
能
習
得
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
、
夏
季
休
業
中
の
10
日
間
、

受
け
ら
れ
る
。

　

同
校
で
は
現
在
、
そ
う
し
た
様
々
な
取

り
組
み
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
体
系
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
活
動
や
教
育
資
源
の
役
割
、
位
置
づ
け

を
、
概
念
図
「
練
馬
工
高　

N
ext Stage

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
ま
と
め
た
（
図
３
）。

主
幹
教
諭
で
教
務
部
の
上
野
正
幸
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
こ
の
概
念
図
は
、
本
校
が
ど
の
よ
う
な

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
ど

う
い
っ
た
学
び
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
、中
学
生
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
全
体

や
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
卒
業
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
ど
の
レ
ベ

ル
ま
で
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
か
と
い

う
目
標
設
定
の
作
業
に
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

上
野
正
幸
　

う
え
の
・
ま
さ
ゆ
き

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
部
。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

統
括
校
長

守
屋
文
俊
　

も
り
や
・
ふ
み
と
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
（
通
算
13
年
目
）。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

米
澤
稔
邦
　
よ
ね
ざ
わ
・
と
し
く
に

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。主
幹
教
諭
。教
務
部
主
任
。

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

◎
２
０
０
６
年
度
、
東
京
都
か
ら
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス

ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
る
。
生
徒
は
全
員
が
キ
ャ
リ

ア
技
術
科
に
入
学
し
、
１
・
２
年
次
は
共
通
の
科
目

を
履
修
、
３
年
次
か
ら
６
系
列
あ
る
専
門
系
列
に
分

か
れ
る
。
17
年
度
か
ら
「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
校
」、
18
年
度
か
ら
「
学
力
向
上
研
究
校
（
校

内
寺
子
屋
事
業
）」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

１
９
６
３（
昭
和
38
）年

◎
形
態　

全
日
制
／
キ
ャ
リ
ア
技
術
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

私
立
大
は
、
尚
美
学
園
大
、
聖
学
院
大
、
東
京
電
機

大
（
二
部
）、
東
京
福
祉
大
、
東
洋
学
園
大
、
目
白

大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就

職
91
人
。

◎U
RL

　

http://w
w
w
.nerim

akogyo-h.m
etro.

tokyo.jp/site/zen/

中
学
校
ま
で
の
学
び
直
し
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
注
ぐ

東
京
都
立
練
馬
工
業
高
校

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
と

学
力
の
底
上
げ
を
図
り
、

希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
す
る

学校現場
の
実践

図３　「練馬工高　Next Stage プロジェクト」

＊学校資料をそのまま掲載

＊１　小・中学校で十分に能力を発揮でなかった生徒を対象に、生徒たちの意欲を育み、頑張りを支援し、社会生活を送る上で必要な学力を身につけさせることを目的とし
て、東京都が既存校の中から指定している高校のこと。
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同
校
で
は
、
17
年
度
か
ら
「
ゆ
め
ナ
ビ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
校
」、
18
年
度
か
ら

は
「
学
力
向
上
研
究
校
（
校
内
寺
子
屋
事

業
）」
の
指
定
も
受
け
て
い
る
。
そ
の
２
つ

の
事
業
は
、同
校
が
重
視
す
る「
学
び
直
し
」

と
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
上
で
、
最
適
な
内
容
で
あ
る
と
捉

え
、
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　
「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し

て
行
わ
れ
る
「
都
立
専
門
高
校
生
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、
高
校
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
で
、
１
年
次

の
学
期
に
１
回
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求
め

ら
れ
る
課
題
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
社

会
人
を
招
き
、
生
徒
が
仕
事
や
進
路
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い
っ
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
）。
そ
れ
ら
の
活

動
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
主
幹
教
諭
で
教

務
部
主
任
の
米
澤
稔と

し
く
に邦
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
実
際
に
社
会
人
と
話
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
し
た
り
す
る
中
で
、
社
会
に

出
て
、
多
く
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
く
際
に
、
ど
の
よ
う
な
力
が
必

要
に
な
る
の
か
を
、
生
徒
に
意
識
さ
せ
て

い
ま
す
」

　

実
施
に
際
し
て
は
、
連
携
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
会
社
経
営
者
を

招
い
た
際
に
は
、
高
校
中
退
後
、
通
信
制

高
校
に
入
り
直
し
、
苦
労
を
重
ね
た
自
身

の
体
験
を
基
に
、
高
校
を
中
退
す
る
と
待

ち
受
け
て
い
る
困
難
や
、
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
本
校
に
は
、
高
校
で
学
び
続
け
る
こ
と

に
、
前
向
き
に
な
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
生
徒
の
心
に
響
く
話
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
、
講
演
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
」（
米
澤
先
生
）

  

生
徒
は
、
１
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

意
識
を
高
め
た
上
で
、
２
年
次
で
は
同
校

が
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
。
同
校
で
は
１
３
０

社
以
上
の
企
業
の
協
力
を
得
て
お
り
、
生

徒
は
そ
の
中
か
ら
自
分
が
関
心
の
あ
る
業

種
や
職
種
を
選
ん
で
参
加
す
る
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、

将
来
の
進
路
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た
生
徒

は
、
そ
の
後
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
と

て
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。
進
路
目
標
と

学
力
向
上
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
」（
守
屋
統
括
校
長
）

　

ま
た
、「
ゆ
め
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

中
心
と
な
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
校

生
活
や
学
習
態
度
に
つ
い
て
記
し
た
、
個

人
カ
ル
テ
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
様
々
な
資
料
を
基
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学

年
会
で
検
討
す
る
「
ケ
ー
ス
会
議
」
を
学

期
に
１
回
程
度
開
い
て
い
る
。
個
人
カ
ル

テ
は
、
特
に
丁
寧
な
指
導
が
必
要
な
生
徒

を
対
象
に
現
時
点
で
は
作
成
し
て
い
る
が
、

今
後
は
全
生
徒
の
カ
ル
テ
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
校
内
寺
子
屋

事
業
」
は
、Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
２
）が「
Ｄ
３
」の

１
年
生
を
対
象
に
、
国
語
と
数
学
で
そ
れ

ぞ
れ
週
に
２
度
ず
つ
、
１
回
２
時
間
開
講

し
て
い
る
。
講
師
は
、
国
語
で
は
、
特
別

支
援
学
校
で
授
業
を
受
け
持
っ
た
経
験
の

あ
る
元
教
師
に
、
数
学
で
は
、
大
学
で
数

学
の
基
礎
・
基
本
の
教
授
法
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
る
大
学
生
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
「『
校
内
寺
子
屋
』
が
開
か
れ
る
時
に
は
、

本
校
の
教
師
も
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
授
業
を
行
う
の
は
あ
く
ま

で
も
外
部
の
講
師
で
す
。
そ
の
た
め
、
外

部
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検

討
し
ま
し
た
」（
米
澤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
１
年
次
に
中
学
校
ま
で
の

復
習
を
行
う
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
時
間
」
を

設
け
て
い
る
が
、「
校
内
寺
子
屋
」
で
は
、

参
加
者
が
少
人
数
で
あ
る
た
め
、
よ
り
個

に
応
じ
た
指
導
が
可
能
と
な
る
。毎
回
必
ず

出
席
し
、「
分
か
っ
た
」
と
言
う
頻
度
が
着

実
に
高
ま
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
「『
校
内
寺
子
屋
』
に
よ
っ
て
、
基
礎
学

力
が
定
着
す
る
生
徒
が
１
人
で
も
増
え
れ

ば
、
生
徒
の
進
路
実
現
の
可
能
性
も
大
き

く
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
実
施
し
て

い
る
の
は
国
語
と
数
学
の
み
で
す
が
、
今

後
、
英
語
に
つ
い
て
も
信
頼
し
て
任
せ
ら

れ
る
講
師
を
見
つ
け
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
守

屋
統
括
校
長
）

写真　NPO 法人と連携して行った「都立専門高校生の社
会的・職業的自立支援プログラム」では、チームでの課題
解決を経験するため、ゲーム的な内容から小グループでの
発表まで、生徒はグループワークに複数回取り組んだ。

個
に
応
じ
た
指
導
で

学
力
の
底
上
げ
を
図
る

都教委の挑戦

社
会
で
必
要
に
な
る
資
質・能
力
を

生
徒
た
ち
に
意
識
さ
せ
る

＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の15 段階で評価される。

 December  201857

Q8-599-
000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 56頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
12/04
藤原 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

Q8-599-
000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 57頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
12/04
藤原 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P56-57_view21koukou-12g.indd   57 2018/12/04   10:53



　

海
軍
兵
学
校
の
予
備
校
を
前
身
と
す
る
東
京
都
・

私
立
海
城
中
学
高
校
が
学
校
改
革
に
着
手
し
た
の

は
、
約
25
年
前
の
こ
と
だ
。
例
年
50
人
前
後
の
東

京
大
学
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
た
が
、
進
学
後
に

留
年
す
る
卒
業
生
も
多
く
、
そ
れ
が
校
内
で
も
課

題
に
上
が
っ
て
い
た
。
校
長
特
別
補
佐
の
中
田
大

成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
大
学
合
格
自
体
が
目
的
に
な
り
、
大
学
で
学
ぶ

目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
留
年
の
要

因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
校
の
建
学
の
精
神

『
国
家
・
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
』
に
立
ち
返

り
、
教
育
活
動
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
創
立
１
０
０
周
年
の
翌
年
に
あ
た
る

１
９
９
２
年
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
社
会
に

出
て
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
実
現
に
向
け
た
学

校
教
育
目
標
を
、「
21
世
紀
に
必
要
と
さ
れ
る
『
新

し
い
学
力
』『
新
し
い
人
間
力
』
の
育
成
」
と
し
て

教
育
活
動
の
刷
新
を
図
っ
た
。

　
「
新
し
い
学
力
」
は
、
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
情
報
収
集
・
分
析
を
行
い
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
「
課
題
設
定
・
解
決
能
力
」

で
あ
り
、「
新
し
い
人
間
力
」
は
、
共
生
の
た
め
の

対
話
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
異
質

な
背
景
を
持
つ
人
間
同
士
が
協
働
し
、
互
い
に
力

を
引
き
出
し
な
が
ら
新
し
い
も
の
や
価
値
を
生
み

出
す
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
定
義
し
た
。
そ

れ
ら
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
、
同
校
は
90

年
代
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
。

　
「
新
し
い
学
力
」
の
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

の
１
つ
は
、
90
年
代
に
始
め
た
「
社
会
科
総
合
学

習
」
だ
。
そ
れ
は
、
中
学
１
〜
３
年
次
に
週
２
時

間
、
調
査
・
発
表
を
行
い
、
学
期
に
１
回
、
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
る
探
究
学
習
だ
。
生
徒
が
自
分
で
決

め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
企
業
や
自
治
体
、
大
学

な
ど
に
自
分
で
連
絡
し
て
話
を
聞
き
に
行
き
、
そ

れ
に
文
献
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
情
報
を

加
え
て
解
決
策
を
提
案
す
る
。
中
学
３
年
次
に
は
、

学
習
の
集
大
成
と
し
て
、
原
稿
用
紙
30
〜
50
枚
の

卒
業
論
文
を
作
成
す
る
。

　
「
生
徒
は
、『
社
会
科
総
合
学
習
』
を
通
じ
て
、

自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
大
学

で
の
留
年
率
が
大
幅
に
下
が
る
と
と
も
に
、
ゼ
ミ

で
率
先
し
て
発
表
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主

導
す
る
卒
業
生
が
増
え
ま
し
た
」（
中
田
先
生
）

　
「
新
し
い
人
間
力
」
の
育
成
で
は
、
中
学
１
・
２

年
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
以
下
、

Ｐ
Ａ
）と
、中
学
２
・３
年
次
の
ド
ラ
マ
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｄ
Ｅ
）
が
中
心
的
な
取
り
組
み

と
な
る
。
Ｐ
Ａ
は
、
立
木
や
丸
太
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
課
題
に
取
り

組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
（
写
真
）。
活
動
を
終
え
る
度

に
メ
ン
バ
ー
で
成
功
や
失
敗
の
要
因
を
話
し
合
い
、

気
づ
き
を
獲
得
す
る
。

　
「
振
り
返
り
に
よ
っ
て
生
徒
は
様
々
な
こ
と
に
気

づ
き
、
そ
れ
が
知
恵
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
授
業
や
日
常
生
活
で
似
た
よ
う
な
場
面
に
遭

遇
し
た
時
に
、
そ
の
知
恵
を
生
か
し
て
課
題
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」（
中
田
先
生
）

F I L E  4

私立中高一貫校に聞くシリーズ

東
京
都･

私
立
海
城
中
学
高
校

不
断
の
改
革
で
、
時
代
が
求
め
る

「
新
し
い
学
力
」「
新
し
い
人
間
力
」を
育
成

◎
設
立　
　

１
８
９
１
（
明
治
24
）
年

◎
形
態　
　

全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
建
学
の
精
神　
「
国
家
・
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
」

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、

東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
名
古
屋
大
、
京
都

大
な
ど
に
１
８
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上

智
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
７
２
６
人
が
合
格
。

◎
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w
w
.kaijo.ed.jp/

東
京
都
・
私
立
海
城
中
学
高
校

中
田
大
成
　

な
か
た
・
た
い
せ
い

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。

校
長
特
別
補
佐
。
入
試
広
報
室
長
。

建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
、

「
新
し
い
紳
士
」
の
育
成
を
掲
げ
る

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
行
う
体
験
活
動

で
協
働
性
や
当
事
者
意
識
を
育
む

「リーダー」を育む６か年デザイン
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Ｄ
Ｅ
は
、
演
劇
の
専
門
家
の
指
導
を
受
け
、
生

徒
が
自
ら
演
劇
を
つ
く
り
上
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

例
え
ば
、
中
学
２
年
次
に
は
、
地
域
の
人
々
に
人

生
の
思
い
出
を
聞
き
、
そ
れ
を
基
に
台
本
を
作
成

し
て
上
演
す
る
。
生
徒
は
そ
の
過
程
で
多
様
な
人

生
が
あ
る
と
知
り
、
さ
ら
に
同
じ
話
を
聞
い
て
も
、

人
に
よ
っ
て
受
け
取
り
方
が
違
う
こ
と
に
気
づ
く
。

　
「
Ｄ
Ｅ
の
活
動
を
通
し
て
、
人
に
は
様
々
な
考
え

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
、
互
い
の
価
値
観

を
尊
重
す
る
態
度
へ
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
Ｐ
Ａ
も
Ｄ
Ｅ
も
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
活
動
が
、
対
話
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
う
し
た
経
験
を
経
た
後
の
学
習
や
行
事
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分

事
と
し
て
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
協
働
的
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　

約
20
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
よ
う
と
、
17
年
度
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ

る
振
り
返
り
を
始
め
た
。中
学
３
年
生
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
持
た
せ
、「Classi

」（
＊
）
を
活
用
し
て
、

学
習
や
部
活
動
な
ど
、
生
徒
個
々
に
テ
ー
マ
を
決

め
、
自
由
に
記
録
を
残
さ
せ
た
。
そ
の
１
年
間
分

を
分
析
す
る
と
、
年
度
末
に
向
け
て
、
事
実
・
内

省
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
目
標
・
計
画
が
書
か
れ

た
振
り
返
り
が
多
く
な
っ
て
い
き
、
生
徒
の
主
体

的
な
活
動
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た（
図
）。

　
「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
、
主
体
性
が
数
値
化
さ

れ
、
そ
の
伸
び
が
顕
著
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
り
は
、
生
徒
の
気
づ
き
を
生
み
、

よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学
年
を
拡
大
し

て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　

同
年
度
に
は
、
教
師
と
生
徒
が
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
学
び
合
う
自
由
参
加
型
講
座
「
Ｋ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
着
手
し
た
。
中
学
２
年
次
〜

高
校
２
年
次
を
対
象
に
、
理
科
の
実
験
の
動
画
を

海
外
姉
妹
校
に
送
り
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
っ

て
再
実
験
を
し
て
深
め
る
講
座
や
、英
字
新
聞
「
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
を
発
行
し
、
世
界
に
発

信
す
る
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
中
学
・
高
校
時
代
に
自
分
の
興
味
・
関
心
を
徹

底
的
に
掘
り
下
げ
て
い
く
体
験
が
、
生
涯
学
び
続

け
る
意
欲
や
態
度
を
育
む
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
び
を
追
究
す
る
こ
と
は
、

異
質
な
も
の
を
結
び
つ
け
、
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
素
地
を
養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

予
測
不
能
の
学
び
に
教
師
が
積
極
的
に
か
か
わ
る

こ
と
で
、
生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　

そ
の
よ
う
に
し
て
育
む
「
新
し
い
学
力
」「
新
し

い
人
間
力
」
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
・
能
力
と
重
な
り
、
ま
た
、

大
学
入
試
改
革
に
も
十
分
対
応
で
き
る
と
、
同
校

は
捉
え
て
い
る
。

　
「
本
校
の
取
り
組
み
は
い
ず
れ
も
主
体
性
や
対
話

を
重
視
し
た
学
習
で
あ
り
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

は
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
結
び
つ
く
も
の
で
す
。

今
後
の
大
学
入
試
で
は
記
述
式
問
題
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
学
習
の
積
み
重
ね

が
生
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

写真　中学２年次のプロジェクトアドベンチャーの様子。下で友
人に命綱を支えてもらいながら、恐怖の伴う高所での課題に挑
む。そうした活動を通して、信頼に基づいた支援の大切さ、協働
して課題を成し遂げる達成感を学ぶ。

ポートフォリオの実証結果図

次世代リーダーの育成に向け、変革を進める私立中高一貫校を取り上げ、
特色ある取り組みを紹介する本シリーズ。最終回は、東京都・私立海城中学高校を紹介する。

同校は、大学進学後の留年率の高さを発端として、建学の精神に立ち返り、
社会に有為な人材の育成に向けた様々な教育活動に取り組んでいる。

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
で

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す

ポートフォリオに書か
れた振り返りの内容に
よって、「レベル０　学
習とは無関係な内容」
から「レベル５　体系
化した上で具体的な行
動に落とし込む」まで、
５段階で評価。レベル
３～５を主体的な活動
と定義し、期間中のそ
の数を調べた。

＊学校資料を基に編集
部で作成。

■主体的な活動（レベル３～５）の数

５～８月

34

１０～１月

127

3.7倍増
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京
都
学
園
大
学
は
、
経
済
経
営
・
健
康

医
療
・
人
文
・
バ
イ
オ
環
境
の
４
学
部
を

有
す
る
総
合
大
学
だ
。２
０
１
５
年
度
、
亀

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
、
京
都
太う

ず
ま
さ秦

に
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
し
て
健
康
医
療
学
部

を
設
置
。
18
年
度
に
は
、
世
界
有
数
の
総

合
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
、
日
本
電
産
株
式

会
社
の
創
業
者
で
あ
る
永
守
重
信
氏
が
理

事
長
に
就
任
し
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
べ
く
教
学
改
革
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
19
年
度
に
は
、「
京

都
先
端
科
学
大
学
」
に
名
称
変
更
し
、
20

年
度
に
は
工
学
部
を
新
設
す
る
予
定
だ
。

　
「
先
端
科
学
」
と
言
う
と
、
理
系
の
大
学

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
同
大
学
に
お
い
て

は
、「
科
学
」
は
理
系
に
限
ら
ず
「
学
問
全

般
」
を
、「
先
端
」
は
「
ト
ン
ガ
リ
」
を
意

味
す
る
。
世
界
の
先
頭
を
走
る
大
学
と
な

り
、
突
出
し
た
能
力
を
持
っ
て
世
界
を
変

え
る
人
材
を
育
て
る
。
そ
し
て
、
世
界
中

の
学
生
が
入
学
を
希
望
し
、社
会
が
こ
ぞ
っ

て
人
材
を
求
め
る
大
学

│
そ
う
し
た
大

学
を
目
指
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

改
革
の
背
景
に
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
大
学
教
育
を
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
次
期
学
長
に
就
任
予
定
の
前
田

正
史
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
少
子
化
の
中
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を

生
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、産
業
界
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
資
質
・
能
力
を
若
者
に
育
む

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
社
会
の
活

力
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

本
学
で
学
び
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
大
学
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

英
語
教
育
改
革
だ
。産
業
界
が
求
め
る
「
使

え
る
英
語
力
」
を
育
む
た
め
、「
ベ
ル
リ
ッ

ツ
」
と
提
携
し
、
19
年
度
か
ら
実
践
的
な

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
。入
学
後
、

半
年
間
は
１
時
間
目
に
必
修
科
目
「
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
置
き
、
徹
底

的
に
英
語
力
を
磨
く
。
最
終
的
に
は
卒
業

生
全
員
が
英
語
を
使
え
る
状
態
を
目
指
す
。

　

そ
し
て
、「
使
え
る
体
験
」
の
充
実
も
図

る
。
そ
の
１
つ
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
は
、
海
外
43
か
国
に
あ
る
日
本
電
産

の
事
業
所
を
活
用
し
、
３
か
月
〜
１
年
間

京
都
学
園
大
学
副
学
長

前
田
正
史
　

ま
え
だ
・
ま
さ
ふ
み

東
京
大
学
理
事
・
副
学
長
等
を
経
て

２
０
１
８
年
度
か
ら
現
職
。
19
年
度
、

学
長
に
就
任
予
定
。

京都学園大学が 2019年４月、「京都先端科学大学」に

グローバルな視野と実践力を持つ
「トンガリ人材」を育てる
京都学園大学は、日本電産株式会社の創業者でもある永守重信理事長の下、

社会のニーズに一層応える教育を行う大学へと飛躍するための改革を加速させている。
2019 年４月、「京都先端科学大学」に生まれ変わり、20 年 4月には、

世界的に需要が高まっているモーター技術者の育成に力を入れる工学部を新設予定だ。
突出した能力を持つ「トンガリ人材」の育成を目指し、
どのような教育の充実を図っていこうとしているのか。

同大学の現在とこれからを、19年度、学長に就任予定の前田正
まさふみ

史副学長に聞いた。

社
会
が
こ
ぞ
っ
て

人
材
を
求
め
る
大
学
を
目
指
す

実
践
的
な
英
語
力
を
育
成

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
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の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
。

　
「
語
学
学
校
に
数
週
間
通
う
程
度
の
留
学

で
は
、
異
文
化
理
解
は
十
分
に
で
き
ま
せ

ん
。
中
長
期
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
、
海
外
で
の
モ
ノ
づ
く
り
や
仕
事
の
あ

り
方
、
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
肌
で
感

じ
、
そ
の
経
験
を
社
会
で
生
か
し
て
も
ら

う
の
が
ね
ら
い
で
す
」（
前
田
副
学
長
）

　

ほ
か
に
、数
的
処
理
能
力
や
読
解
力
・
表

現
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

教
養
科
目
を
設
置
予
定
だ
。
実
務
に
も
必

要
な
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
、
自
分
自
身
で
「
ス

キ
ル
を
生
み
出
す
力
」
を
備
え
た
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
前
田
副
学
長
は
語
る
。

　
「
知
識
・
技
能
の
中
に
は
、
今
は
通
用
し

て
い
て
も
、
す
ぐ
に
古
び
て
し
ま
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。
本
学
で
、
多
様
な
学
び
や

経
験
を
通
し
て
、
自
分
に
た
く
さ
ん
の
引

き
出
し
を
つ
く
り
、
卒
業
後
、
働
き
な
が

ら
新
し
い
知
識
・
技
能
を
自
分
で
獲
得
し

た
り
、
生
み
出
し
た
り
す
る
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

20
年
度
に
は
工
学
部
機
械
電
気
シ
ス
テ

ム
工
学
科（
仮
称
）
の
新
設
を
計
画
中
だ
。

そ
の
目
的
は
、「
産
業
の
米
」
と
も
言
え
る

モ
ー
タ
ー
の
技
術
者
の
育
成
に
あ
る
。
今

後
、電
気
自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン

な
ど
、
モ
ー
タ
ー
の
需
要
は
大
幅
な
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
モ
ー

タ
ー
分
野
の
人
材
は
世
界
的
に
不
足
し
て

お
り
、
現
場
が
求
め
る
技
術
者
・
研
究
者

の
育
成
が
急
務
だ
。
さ
ら
に
、
小
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
内
蔵
の
モ
ー
タ
ー
の
開
発
も

進
ん
で
お
り
、モ
ー
タ
ー
技
術
者
に
は
機
械

や
電
気
と
と
も
に
、
半
導
体
、
通
信
、
材
料

な
ど
の
幅
広
い
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。同
学

部
で
は
、
第
一
線
の
技
術
者
に
よ
る
授
業
、

協
働
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
卒
業
認
定

を
行
う
実
践
重
視
の
教
育
で
、
産
業
界
が

求
め
る
即
戦
力
の
育
成
を
目
指
す（
図
２
）。

　

学
内
の
学
部
間
連
携
も
図
っ
て
い
く
と
、

前
田
副
学
長
は
語
る
。

　
「
科
学
技
術
の
根
底
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
工
場
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
も
、医
療
現
場
で
活
躍
す
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
も
、
現
場
で
は
必
ず
人
が
介
在
し

ま
す
。人
間
の
心
や
身
体
を
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
、適
切
な
指
示
を
出
せ
ず
、
安
全
確

保
も
図
れ
ま
せ
ん
。サ
イ
エ
ン
ス
と
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
携
に
よ
り
、
人
に
優
し

い
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
の
で
す
」

　

具
体
的
に
は
、
健
康
医
療
学
部
と
の
医

療
マ
シ
ン
の
共
同
開
発
、
人
文
学
部
と
の

人
間
心
理
を
反
映
さ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
研

究
、
経
済
経
営
・
健
康
医
療
学
部
と
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ
る
社
会
保
障
制
度

の
研
究
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
学
的
に
外
国
人
留
学
生
を
増

や
す
方
針
だ
。
工
学
部
で
は
、
将
来
的
に
学

生
の
半
数
を
外
国
人
留
学
生
に
す
る
考
え

で
、
外
国
人
教
員
に
よ
る
英
語
で
の
授
業

も
開
講
を
予
定
し
て
お
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
が

国
際
的
な
雰
囲
気
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
「
学
生
に
は
、常
に
『
ト
ン
ガ
っ
た
も
の
』

を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
信
の
あ
る
こ
と
を
１
つ
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
心

に
余
裕
が
生
ま
れ
、
自
分
を
伸
ば
し
た
い
、

苦
手
な
分
野
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意
欲

が
湧
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
好
き
な
も
の

を
と
こ
と
ん
追
究
す
る
楽
し
み
も
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
前
田
副
学
長
）

図２ 工学部の学びの特色

図１ 京都学園大学の目標と到達度 

京都学園大学創立50周年
京都太秦キャンパス西館建設／心理学科移転

ＴＨＥ世界大学ランキング（＊１）
199位以内

京都太秦キャンパス工学部棟（仮称）建設

目標達成への到達度

「京都先端科学大学」誕生

工学部機械電気システム工学科（仮称）
•工学研究科を設置（設置構想中）

トンガリ人材が
世界を変える

2019

2020

2030

現在
１合目

分野 内容

工業数学・
物理工学を
徹底学習

低回生時に専門領域の基盤となる工業数学・物
理工学の講義と演習を重視し、洞察力を養う。標
準的な工学部カリキュラムの１.5 倍の時間とする。

実習・演習・
ＰＢＬ型学習に

挑戦

個人ワーク（演習）とグループワーク（実習・ＰＢＬ）
に繰り返し取り組み、専門領域の理解と、考察力・
実践力を養う。

コースツリーで
専門性を育む

制御工学、モーター工学、電池工学、パワーデ
バイス工学などの専門科目から、ロボット分野、
電気自動車分野など、将来の進路に合わせて適
切に選択して履修することができる。

電子教材を
積極的に活用

学生一人ひとりがパソコンあるいはタブレット端
末を使用し、講義・演習・実験・自宅学習で、専
門的な科学技術計算ソフトウェアや電子教材を
駆使することで、効率的に専門分野の力を養う。

キャップ
ストーンで
総仕上げ

３回生と４回生で2回、企業から提示された課
題に半年間の時間をかけて取り組む「総合的な
経験をする実践的教育プログラム：キャップス
トーン」を実施。

＊大学資料を基に編集部で作成。

世
界
で
活
躍
で
き
る

モ
ー
タ
ー
技
術
者
を
育
成

＊大学資料を基に編集部で作成。

＊１　イギリスの高等教育専門誌『Times Higher Education』が、年１回発表する世界の大学ランキング。「教育」「研究」「被引用論文」「産業界からの収入」「国際性」を
評価指標とする。
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次
期
学
習
指
導
要
領
の
公
示
を
受
け
、

探
究
学
習
を
学
校
全
体
で
ど
の
よ
う
に
実

践
す
る
か
、
各
校
で
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
研
究
会
で
は
、

生
徒
や
教
師
に
と
っ
て
探
究
学
習
を
行
う

価
値
や
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
、
５
校
が

自
校
の
実
践
を
基
に
語
っ
た
。
そ
の
う
ち

２
校
に
つ
い
て
は
、
卒
業
生
や
在
校
生
が

登
壇
。
探
究
学
習
を
通
し
て
、
自
身
に
ど

の
よ
う
な
成
長
や
変
容
が
あ
っ
た
の
か
を
、

自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
。

プログラム

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会
～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

生徒と教師がともに楽しむ
探究学習の追究を

2018 年 9月、ベネッセコーポレーション主催による「探究」の指導デザインを考える研究会が開かれた。
学校を挙げて探究学習に取り組む首都圏５校の代表者が、自校の実践内容を紹介。

さらに、探究学習を通じて生徒に育成したい力や、探究学習に組織的に取り組むためのポイントなどを
パネルディスカッション形式で語り合った。

当日、400人収容の会場は満員となり、探究学習への関心の高さをうかがわせた。

「
探
究
」
を
行
う
価
値
と
効
果
に

つ
い
て
、
実
践
を
基
に
語
る

第１部 「探究」の効果と可能性について

•基調講演「私たちは探究で何をめざすのか？
 　～生徒のAgency を引き出す学びへ～」
OECD日本イノベーション教育ネットワーク

事務局長　小村俊平
•実践事例
東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之先生
お茶の水女子大学文教育学部１年　宇

う い

井瑞
みず

希
き

さん
東京都・私立広尾学園中学校・高校　木村健太先生
東京都・私立広尾学園中学校・高校３年　後藤愛

あ

弓
ゆみ

さん

第２部 「探究」の実践例および
 「探究」を効果的に進める方法

•実践事例
東京都・私立三田国際学園中学校・高校　田中　潤先生
埼玉県立大宮高校　畑

はた

　文
あや

子
こ

先生
東京都立八王子東高校　島

しま

津
つ

　聡
さとし

先生

•パネルディスカッション
東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之先生
東京都・私立広尾学園中学校・高校　木村健太先生
東京都・私立三田国際学園中学校・高校　田中　潤先生
埼玉県立大宮高校　畑　文子先生
東京都立八王子東高校　島津　聡先生
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東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

で
は
、
６
年
間
で
生
徒
が
身
に
つ
け
る
資

質
・
能
力
を
、
①
学
び
方
を
学
ぶ
、
②
自

分
軸
を
確
立
す
る
、
③
共
に
生
き
る
の
３

つ
と
し
、
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
基
に
、

全
教
科
・
科
目
の
授
業
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
の

育
成
を
実
践
的
に
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
特
別
教
科
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
」
で
は
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
き
、
高
校
１

年
次
は
個
人
、
高
校
２
年
次
は
チ
ー
ム
で

探
究
学
習
に
取
り
組
む
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
は
、
何
を
す
る
の

か
と
い
う
「doing

」
と
と
も
に
、
自
分
自

身
は
ど
う
あ
る
の
か
と
い
う
「being

」
を

大
切
に
し
て
い
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科

を
担
当
す
る
教
育
統
括
部
長
の
佐
野
和
之

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「『doing

』
に
意
識
を
向
け
過
ぎ
る
と
、

探
究
活
動
を
う
ま
く
進
め
る
こ
と
を
優
先

し
よ
う
と
す
る
た
め
、
本
来
の
興
味
・
関

心
か
ら
離
れ
た
選
択
を
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。『being

』
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
態
に
置
か

れ
て
も
、
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
に

目
を
向
け
て
、
探
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
１
年
次
に

は
自
分
軸
の
確
立
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

社
会
や
他
者
か
ら
の
期
待
、
常
識
や
経
験

な
ど
に
よ
っ
て
刷
り
込
ま
れ
た
思
い
込
み

を
取
り
去
り
、
自
分
が
本
当
に
大
切
に
し

て
い
る
思
い
や
感
情
を
自
覚
し
て
、
表
現

す
る
こ
と
を
目
指
す
。
例
え
ば
、
生
徒
同

士
で
今
の
気
持
ち
を
洗
い
ざ
ら
い
話
し
、

自
分
の
内
面
を
表
現
し
た
り
、
偏
見
を
持

た
ず
相
手
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
活
動
も
、

そ
の
１
つ
だ
。

　
「
自
分
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
場
に
い
る
の
か
と
い
っ
た
不
安
が

あ
る
と
、
本
当
の
自
分
を
出
し
切
れ
ず
、

創
造
的
な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
が
何
を
感
じ
た
の
か
を
、
対
話

を
通
じ
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安

全
な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
、
探
究
学
習
で

は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
」（
佐
野
先
生
）

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

教
育
統
括
部
長

佐
野
和
之
　

さ
の
・
か
ず
ゆ
き

　高校１年次の学習目標の１つ、「自分の内面に気づくこと」
ができたきっかけは、文化祭で出店したカフェが赤字だった
原因をクラス全員で話し合った時のことでした。互いを非難
し合っていた私たちに、佐野先生が折り紙を置き、「折り紙は
色が１枚 1枚違うけれど、この中に特別なもの、優秀なもの
はあるかな」と問いかけられました。そして、人形を持ち出し、
「発言する人はこの人形を持って話をする。ほかの人はその人
の話に静かに耳を傾ける」という対話の手法を示しました。そ
うして一人ひとり話すうちに、自分の思いに気づき、それを
話せるようになりました。そして、折り紙のように一人ひとり
違うのだと分かると、互いを認め合う雰囲気が生まれました。
クラスが率直に思いを話せる安心・安全な場になったのです。
２年次は、ヘルシーなラーメンの開発・販売に取り組み、意
見の対立がありながらも、それを乗り越えて成功できました。
　内面に気づく私個人のきっかけには、中高生と将来について
考えるＮＰＯとの出会いが挙げられます。私は高校１年生の時、
将来について考えるワークで何も書けませんでしたが、そのＮ
ＰＯの活動を通して様々な職業について知り、自分の将来を考
えられるようになりました。そして、自分の経験を周りにも伝
えたいと考え、社会人 20人を学校に招く講演会を自ら企画・
運営しました。その時、大勢の友人や後輩が「将来を考えるきっ
かけになった」と目を輝かせて話す姿を見て、中高生が輝く瞬

間をつくりたいと思うように
なり、教育分野に進む決心を
しました。今は、大学で教育学
を学びながら、前述のＮＰＯの
学生スタッフとして中高生と
社会人の橋渡しをしています。

自ら企画した講演会で「教育」の面白さを知る

お茶の水女子大学文教育学部１年　宇
う い

井瑞
み ず

希
き

さん

（かえつ有明中・高校卒業）

　　　　が学びを振り返る卒 業 生

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

安
心
・
安
全
に
語
り
合
え
る
場
が
、

創
造
的
な
探
究
学
習
の
土
台
に
な
る

実
践
事
例
1
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東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
で
は
、
各
学
年
に
１
ク
ラ
ス
設
置
し
て

い
る
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で
、
最

先
端
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
校
１
年
次
の
４
月
に
、
生
徒
は
自
分
の

興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ
て
、
幹
細
胞
、

環
境
化
学
、
現
象
数
理
な
ど
６
つ
あ
る
研

究
チ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
に
所
属
。
指
導
教

官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
６
〜

７
月
ま
で
に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
を

目
標
に
研
究
活
動
を
開
始
す
る
。
３
〜
４

人
で
１
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
年
度

末
に
学
会
形
式
の
研
究
成
果
報
告
会
で
発

表
す
る
。

　

同
コ
ー
ス
の
研
究
活
動
の
特
徴
は
、
学

問
の
楽
し
さ
を
最
優
先
に
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
面
白
い
と
思
え
る
研
究
テ
ー
マ

を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
き
、
そ
の
過
程
で

出
て
き
た
疑
問
や
、
研
究
に
必
要
な
隣
接

分
野
の
知
識
を
手
が
か
り
に
し
て
、
興
味
・

関
心
の
幅
を
広
げ
て
い
く
の
だ
。
例
え
ば
、

生
物
が
得
意
な
生
徒
は
、
細
胞
培
養
の
過

程
で
試
薬
の
調
整
の
た
め
に
モ
ル
計
算
が

必
要
だ
と
分
か
る
と
、
研
究
に
必
要
な
知

識
と
し
て
、
化
学
も
頑
張
っ
て
学
ぶ
よ
う

に
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、
学
術
論
文
を
読

む
こ
と
を
通
じ
て
英
語
力
の
必
要
性
を
、

ま
た
、
発
表
力
を
高
め
る
た
め
に
国
語
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
と
い
う
。

　

研
究
で
使
う
知
識
と
授
業
で
学
ぶ
内
容

を
結
び
つ
け
る
こ
と
も
、
強
く
意
識
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
が
ん
細
胞
を
テ
ー
マ
に

研
究
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
細
胞
分
裂
の

仕
組
み
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製
に
つ
い
て
学
ぶ

分
野
・
単
元
の
授
業
へ
つ
な
げ
る
。
医
進
・

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
統
括
長
の
木
村
健
太

先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
た
。

　
「
生
徒
が
自
身
の
研
究
と
関
係
す
る
分
野

に
目
を
向
け
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
問

い
を
、
教
師
が
意
図
的
に
発
し
て
、
興
味
・

関
心
を
広
げ
る
よ
う
促
し
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
研
究
を

通
じ
て
知
っ
た
学
問
の
面
白
さ
が
、
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
で
、
苦
手
な
分
野
に
も
取

り
組
む
意
欲
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
」

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・

高
校
　
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
統
括
長

木
村
健
太
　

き
む
ら
・
け
ん
た

　中学３年生の時、先輩の研究成果報告会を見て、その姿に
憧れ、医進・サイエンスコースに進みました。
　私は、環境化学研究チームが取り組んでいた色素増感太陽
電池に興味を持ち、研究を引き継ぎました。研究活動は、と
にかく楽しいです。世界で誰もやっていないことに取り組ん
でいると思うだけでワクワクします。
　もちろん、それだけに難しさもあります。研究テーマは単
なる興味・関心ではなく、社会のニーズがあり、ある程度実
現可能性が高いものでなければなりません。現在、世界でど
こまで研究が進んでいるのかを調べるために、学術論文を読
まなければなりませんでした。私は英語が苦手で、最初はタ
イトルの意味すら分かりませんでした。それでも、最新の研
究を知りたい一心で辞書を片手に読んでいくうちに、英語力
を高めたいと思うようになり、英語の勉強にも力を入れるよ
うになりました。さらに、論文を読んでいくと、太陽電池の
開発にはオームの法則などの物理の知識が不可欠なことも分
かり、物理の授業も頑張るようになりました。それまでは、
勉強はやらされるものと、マイナスに捉えていましたが、研
究活動を通して初めて、自分から勉強したい、勉強が楽しい
と思えるようになりました。
　研究の面白さが分かるにつれて、他分野の研究についても

知りたくなり、毎週行われる６
チーム合同の進捗研究会にも参
加し、数学や生物などにも関心
が広がっています。大学では分
野を超えて学ぶことができる学
際的な学部・学科に進みたいと
考えています。

研究活動を通して、
文理を超えた学問の楽しさを知る

広尾学園中学校・高校　医進・サイエンスコース３年　後藤愛
あ

弓
ゆ み

さん

　　　　が学びを振り返る在 校 生

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校

探
究
学
習
で
学
問
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、

興
味
・
関
心
を
広
げ
て
い
く

実
践
事
例
2
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東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中
学

校
・
高
校
で
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
問
題
解
決
能
力
・
探

究
心
・
創
造
性
・
共
創
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
社
会
参
画
・
責
任
感
・
率
先
・

革
新
性
・
異
文
化
理
解
・
生
産
性
の
12
の

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。「
社

会
の
変
化
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
に
適
応
し
て
楽
し
め
る
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
」
と
、
田
中
潤
教
頭
は
語
る
。

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
は
21
世
紀
ス
キ

ル
（Recognition

・Logical T
hinking

・

Creative T
hinking

）
を
横
軸
、
開
校
以

来
の
理
念
で
あ
る
「
知
好
楽
」（K

now

・

A
ct

・Custom

）
を
縦
軸
と
し
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
測
る
。

　

同
校
の
探
究
学
習
は
、
課
題
設
定
・
情

報
収
集
を
行
い
、
仮
説
を
立
て
て
検
証
し

結
論
に
導
く
タ
イ
プ
と
、
課
題
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
課
題
解
決

を
実
践
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
担
当
教
官

　

埼
玉
県
立
大
宮
高
校
で
は
、進
路
指
導
主

事
の
畑は

た

文あ
や

子こ

先
生
が
学
年
主
任
と
な
っ
た

２
０
１
３
年
度
の
１
学
年
か
ら
探
究
学
習

に
取
り
組
み
始
め
た
。沖
縄
修
学
旅
行
を
軸

と
し
た
探
究
学
習
や
、大
学
院
生
と
の
協
働

に
よ
る
探
究
活
動
な
ど
を
実
施
し
た
が
、学

年
単
独
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、16
年
度
、管
理
職
と
進
路
、
教
科

代
表
、
若
手
教
師
か
ら
成
る
「
高
大
接
続

検
討
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
学
校
全
体

で
の
探
究
学
習
に
着
手
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「GPS

│A
cadem

ic

」

（
＊
１
）
に
よ
る
効
果
検
証
の
導
入
な
ど
を

進
め
、
17
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
１
学
年

で
は
、
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
使
っ
て
言
語
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
志
願
書
作
成
な
ど
を
実
施

し
、
表
現
力
向
上
と
自
己
把
握
を
促
し
た
。

２
学
年
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
自
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

の
策
定
や
志
望
理
由
書
の
作
成
（
図
２
）、

３
学
年
で
は
、
同
様
に
「
総
合
的
な
学
習

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
課
題
設
定
・
調

査
研
究
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
す
る「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」（
図

１
）
は
前
者
、
宿
泊
行
事
と
探
究
学
習
を

合
わ
せ
た
広
島
・
京
都
研
修
は
後
者
で
あ

る
。
同
校
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
生

徒
に
学
び
の
本
質
を
伝
え
る
の
と
同
時
に
、

教
師
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
と
、

田
中
教
頭
は
語
る
。

　
「
教
師
が
生
き
生
き
と
探
究
活
動
に
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

な
指
導
に
も
勝
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

の
時
間
」
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
と
大

学
入
試
問
題
の
解
答
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

基
づ
い
た
自
己
採
点
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

生
徒
・
教
師
と
も
取
り
組
み
へ
の
満
足

度
は
高
く
、
18
年
度
も
取
り
組
み
の
一
部

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
「
教
師
間
の
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、

徐
々
に
学
校
全
体
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
体

制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
学
問
は
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
深
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
」（
畑
先
生
）

東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中

学
校
・
高
校
　
教
頭

田
中
潤
　

た
な
か
・
じ
ゅ
ん

埼
玉
県
立
大
宮
高
校

進
路
指
導
主
事

畑
文
子
　

は
た
・
あ
や
こ

図１ 基礎ゼミナール 

図２ ２学年での実施内容（2017年度） 

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会　～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

＊１　ベネッセのアセスメントの1つで、問題発見・解決に必要な 3つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中
学
校
・
高
校

埼
玉
県
立
大
宮
高
校

６
年
一
貫
で
12
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
成

言
語
活
動
を
核
と
し
た
探
究
的
な
取
り
組
み

実
践
事
例
3

実
践
事
例
4

分野 内容

言語と文学 「文学を味わう」
「ことばを科学する」

メディアと人間 「メディア・クリエイション」

個人と社会 「経営学実践講座」
「社会科学研究方法論」

実験科学
「微生物学実験講座」
「生物を考える」
「理論科学研究」

数学とコンピュータ科学 「見て・創って・感じる数学」
「Tech!（プログラミング）」

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。

内容 詳細

自分を知る GPS-Academic の結果を振り返り、全６回のプロ
グラムの概要を理解

高校を
考える

今までの大宮高校での活動を振り返り、生徒に求
められる資質・能力について議論し、大宮高校のア
ドミッション・ポリシーをつくる

大学を知る 大学各学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・
ポリシーを踏まえ、アドミッション・ポリシーを推測する

志望理由書① 3 年生の書いた志望理由書を基に、志望理由書の
評価表（ルーブリック）を作成する

志望理由書② 自分自身の志望理由書を書く

志望理由書③ 志望理由書①で作成した評価表を基に、②で作成
した志望理由書を相互評価する

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。
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東
京
都
立
八
王
子
東
高
校
で
は
、２
０
１
８

年
度
の
１
学
年
か
ら
探
究
学
習
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
19
年
度
に
は
学
校
全
体
で
実
施

す
る
予
定
だ
。「
自
ら
学
ぶ
・
自
ら
考
え
る
・

自
ら
創
る
」
を
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
に
、
協
働

力
・
実
践
力
・
想
像
力
・
思
考
力
・
発
信
力
・

創
造
力
・
人
間
理
解
力
・
意
志
決
定
力
の

８
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
（
図
３
）。

　

３
年
間
の
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。
１
年

次
は
、「
哲
学
対
話
」「
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
で
、
問
い
の
立
て
方
や
学
び

の
深
め
方
を
身
に
つ
け
、
探
究
の
プ
ロ
セ

ス
を
体
験
的
に
習
得
。
２
年
次
に
は
、
ゼ

ミ
に
所
属
し
て
論
文
を
作
成
し
、
論
理
的

思
考
力
や
表
現
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

卒
業
後
の
自
己
実
現
に
つ
な
げ
る
。

　

活
動
の
記
録
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
力

し
、
８
つ
の
資
質
・
能
力
の
伸
び
を
客
観

視
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
内
省
が

深
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、「
今
ま
で

は
受
け
身
で
や
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

教
師
間
の
目
線
合
わ
せ
の
た
め
に
月
１
回

「
探
究
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
、
教
育
改
革

の
方
向
性
や
生
徒
の
活
動
の
様
子
を
共
有

し
て
い
る
。
探
究
部
主
任
の
島し

ま

津つ

聡さ
と
し

先
生

は
、「
生
徒
の
変
容
か
ら
教
師
自
身
が
学
び
、

指
導
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
取
り
組
み
を
完
成
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

司
会　

探
究
学
習
を
通
し
て
生
徒
に
ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
、
先

生
方
は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

佐
野　

学
校
の
存
在
意
義
は
、
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ

の
た
め
に
生
徒
た
ち
は
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
り
、
生
き
る
力
を
養
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
社
会
の
要
請
か
ら
「
教
育

は
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
生

徒
も
教
師
も
自
分
を
見
つ
め
て
本
当
に
し

た
い
こ
と
、
な
り
た
い
自
分
は
何
か
を
突

き
詰
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

木
村　

今
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
今
は
目
立
た
な
い
生
徒

で
も
、
将
来
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
開
花
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
を

前
提
に
せ
ず
に
学
び
を
深
め
、
生
徒
の
未

知
の
可
能
性
を
広
げ
る
と
こ
ろ
に
、
探
究

の
意
義
や
重
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

田
中　

生
徒
も
教
師
も
「
楽
し
む
こ
と
」

が
何
よ
り
大
事
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

本
校
で
は「
発
想
の
自
由
人
」と
い
う
言
葉

を
大
切
に
し
、
社
会
が
変
わ
っ
て
も
自
由

に
自
分
の
意
見
を
持
つ
、他
者
と
協
働
し
て

発
信
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
専
門
性
や
主
体
性
な
ど
、
様
々
な

資
質
・
能
力
の
う
ち
、
日
本
人
に
最
も
必

要
な
の
は「
情
熱
」だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
情
熱
を
育
て
る
た
め
に
、
教
師
自

身
が
探
究
学
習
を
楽
し
み
、
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

畑　

い
ろ
い
ろ
な
学
校
で
教
え
る
中
で
、

生
徒
が
し
た
い
こ
と
を
探
す
力
を
育
む
探

究
学
習
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
自
ら
問
い
を
持
ち
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
か
け
を
、
教
師

が
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
る
か
が
、
探
究
学

習
の
成
功
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
津　

探
究
学
習
で
は
、
自
分
の
「
好
き
」

を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
と
こ
と
ん
追
究
し

て
い
く
面
白
さ
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
重

東
京
都
立
八
王
子
東
高
校

探
究
部
主
任

島
津
聡
　

し
ま
つ
・
さ
と
し

図３ 育成を目指す８つの資質・能力 

東
京
都
立
八
王
子
東
高
校

「
問
い
の
立
て
方
」か
ら
始
ま
る
探
究
学
習
指
導

実
践
事
例
5

探
究
学
習
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の

教
師
の
マ
イ
ン
ド
と
校
内
体
制
と
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

探
究
学
習
の
成
功
の
鍵
は

教
師
と
生
徒
が
楽
し
む
こ
と

基礎的な
知識・技能
の習得

協働力 他者と協力し、一つひとつの事象に取り組む態度を身につ
ける

実践力 興味・関心を持ち、自分の考えに基づき計画し、実行する
力を身につける

想像力 結果を予測し、想像する力を身につける

思考力・
判断力・
表現力の
育成

思考力 物事をクリティカルに考え、問題意識を持つ習慣を身につけ
る

発信力 自分の考えを分かりやすく他者に伝える方法を身につける

創造力 物事に対して新たな価値を生み出すことができる

生きる
能力・態度
の育成

人間理解力 自分自身や他者を知り、人間関係を理解する力を身につけ
る

意志決定力 情報を収集し、知識や他者の意見を参考にして、行動を決
定することができる

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。
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要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
こ
れ

ま
で
受
験
指
導
に
お
け
る
「
面
倒
見
の
よ

さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
教
師
が
生
徒
に
寄
り
添
い
、
助
言
す

る
こ
と
で
、
問
い
や
プ
ロ
セ
ス
の
深
ま
り

を
助
け
て
い
け
る
よ
う
な
「
面
倒
見
の
よ

さ
」
も
追
究
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野　
「
面
倒
見
の
よ
さ
」
は
本
校
で
も
特

長
の
１
つ
で
す
が
、よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
探
究
学
習
で
は
、

教
師
が
手
を
離
す
場
面
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
生
徒
が
自
力
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、

教
師
の「
面
倒
見
の
よ
さ
」
に
よ
っ
て
邪
魔

し
な
い
よ
う
、
常
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

島
津　

学
力
の
定
義
が
変
わ
る
中
で
、「
面

倒
見
の
よ
さ
」
の
中
身
も
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
従
来
の
「
面
倒
見

の
よ
さ
」
は
、「
こ
れ
に
乗
っ
て
い
け
ば
入

試
で
成
功
す
る
」と
い
う
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
探
究
学
習
で
は
、

問
い
を
立
て
た
り
深
め
た
り
す
る
力
の
育

成
に
力
を
入
れ
つ
つ
、
そ
の
先
は
つ
か
ず

離
れ
ず
見
守
り
、
生
徒
を
信
じ
て
自
力
で

前
に
進
ん
で
い
く
様
子
を
見
守
れ
る
か
ど

う
か
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

田
中　

本
校
で
も
探
究
学
習
を
取
り
入
れ

た
時
、
先
生
方
か
ら
「
生
徒
に
失
敗
さ
せ

て
よ
い
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
を
受

け
ま
し
た
。探
究
す
る
中
で
、生
徒
は
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
き
な
が
ら
も
、そ

れ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、自
身
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
生
徒
が
失
敗
を

経
験
し
な
が
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村　

た
だ
、
教
師
が
あ
ま
り
に
手
を
離

し
過
ぎ
る
と
、
生
徒
は
不
安
に
な
り
、
教

師
の
顔
色
を
見
な
が
ら
、
教
師
が
知
っ
て

い
る
答
え
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
意
識
を

向
け
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、

問
い
の
立
て
方
の
前
提
と
し
て
「
世
界
の

誰
も
知
ら
な
い
こ
と
」
を
設
け
、
生
徒
と

教
師
が
一
緒
に
考
え
な
が
ら
研
究
を
進
め

る
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。
探
究
学

習
の
目
的
は
、研
究
成
果
を
出
す
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
課
題
を
発
見
し
、
修
正
し

な
が
ら
検
証
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
原
点
を
忘
れ
ず
に
、
教
師

は
生
徒
に
か
か
わ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

校
内
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

島
津　

本
校
で
は
、
導
入
準
備
の
段
階
で

多
く
の
先
生
方
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
厳
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

思
い
を
率
直
に
言
っ
て
も
ら
え
た
の
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
際
に
一
番
困
る
の
は
無
関
心
で
す
。

不
安
や
不
満
を
率
直
に
ぶ
つ
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
職
員
会
議
の
議
論
も
白
熱
し
、

そ
の
中
で
次
第
に
共
通
理
念
が
醸
成
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

佐
野　

本
校
の
サ
イ
エ
ン
ス
科
で
は
、
毎

週
必
ず
時
間
割
の
中
に
研
修
の
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
15
〜
18
人
の
担
当
教
師
が

週
１
回
顔
を
合
わ
せ
て
、
取
り
組
み
の
内

容
や
、
改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
新

し
い
考
え
方
や
ス
キ
ル
が
校
内
で
循
環
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

畑　

本
校
で
は
、16
年
度
、管
理
職
と
進
路
、

国
語
・
数
学
・
英
語
の
教
科
代
表
、
若
手

有
志
に
よ
る
「
高
大
接
続
検
討
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
探
究
学
習
の
導
入
の
検
討

を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
若

手
教
師
が
入
り
、
チ
ー
ム
が
活
性
化
し
た

こ
と
が
、
大
き
な
推
進
力
に
な
り
ま
し
た
。

若
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
取
り
込
む

か
も
、
校
内
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
上
で

の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

田
中　

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
先
生
方
が

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
を
担

保
し
つ
つ
、
探
究
学
習
を
楽
し
む
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
一
人
ひ
と
り
異

な
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

価
値
観
と
探
究
学
習
で
目
指
す
方
向
性
を

で
き
る
だ
け
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
何
か
思
い

や
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
ら
、
必
ず
互
い

に
耳
を
傾
け
る
方
針
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

職
員
会
議
の
よ
う
な
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
場

だ
け
で
な
く
、
職
員
室
で
の
会
話
で
も
心

の
内
を
言
い
合
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
学
校
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
浸
透
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会　～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

新
し
い
学
力
観
の
中
で
変
わ
る

「
面
倒
見
の
よ
さ
」
の
定
義

心
の
内
を
言
い
合
え
る
環
境
が

共
通
理
念
を
醸
成
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今号の特集で取り上げさせていただいた広島
県・私立広島女学院中学高校では、卒業生の

北岡美佐子さんの講演を取材しました。講演後、希望者を集
めた質疑応答の時間があり、「海外進学のために取り組むべ
きことは何ですか」「インターネットがない時代に、どうやって
情報を手に入れて、自分を動機づけましたか」など、在校生
の質問に柔らかな雰囲気で回答される中、「私の担当だった
先生の英語の授業が素晴らしかった。女学院での学びはきっ
と今後の力になる」と
いった発言がありまし
た。自身の在校時代を
踏まえ、後輩の今を肯
定する励ましは、きっと
何年か後、他者を励ま
す卒業生に通ずるのだ
と感じました。（野村）

編集後記

Reader ’s  VIEW　

日常の振り返りの共有からPDCAサイクルを回す
　PDCAサイクルの重要性を認識していても、なかなか

実践できずにいた。10月号の特集を読み、忙しさを言

い訳にせず、生徒を後押しする意識を持ちながら、日常

の中で行う小さな振り返りを、教師間で共有することか

ら始めたいと思った。　長崎県・私立海星高校　植田　隆
たかし

学校の基本を定めることの重要性を実感
　本校でもグランドデザインを作成し、現在、それに基

づいたコモンルーブリックを作成中である。それが完成

して、学校全体で PDCAサイクルの構築に取り組むこと

になる。10月号の特集を読み、取り組みの進みは遅い

としても、学校の基本をしっかり定めてPDCAサイクル

を回していくことが重要だと感じた。

東京都立南多摩中等教育学校　徳武英
ひで

人
と

目標を定めた上で教科横断の探究学習を実践
　本校でも全校で課題研究発表を行っており、各学科

の専門性が発揮された刺激的な会となっている。ただ、

「指導変革の軌跡」の北海道浦河高校の記事で紹介さ

れていたように、中には調べ学習にとどまっている生徒

もいるようである。学校教育目標と各学科、各教科・科

目の目標を明確に定めた上で、学科・教科を横断した課

題研究への支援を行いたい。

静岡県立御殿場高校　松山　陸

振り返りでは生徒との対話が必要
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」の記事を読

み、学期と学年でリフレクションを分けて作成させるの

は名案だと思った。生徒が自身の深い部分にまで思いを

馳せながら、少しでも前に進めるようにしてやることは、

本校のように生徒の進路が多様な学校ではなかなか大

変だ。ツール提供者の福岡県立福岡高校の深江一美先

生が言われていたように、生徒とともに言葉を探し続け

ることが必要だと感じた。

北海道北広島西高校　徳橋孝之

•気に入った鉛筆削りを使う。試験会
場にも自分の努力の証しとして持って
いける。　　　　　　　　　　栃木県
•一番使った教材を膝の上に置き、感
謝を込めて「ありがとう」と言う。静岡県

•合格祈願のしおりを作り、毎日使う
参考書などに挟んでおいて、意欲を持
続させる。　　　　　　　　　兵庫県
•とんかつとおかかおにぎり（かつおの
カツ）を食べて、受験に勝つ！　岐阜県

2018 年 10月号へのご意見

次号は2月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2019 　 月号2

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報をタイムリーに

お届けします。お友だちの登録方法は、下の2次元バーコード

を読み取っていただくか、LINEアプリの「友だち追加」＞「ID

検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいた

します。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち募 集 中！

ぜひ、お友だち登録をお願いいたします！
アカウント名：@view21

テーマ
受験生に

お勧めの験
げん

担ぎ
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情熱教師 F i l e 11

今月の表紙　富山県立氷
ひ み

見高校　徳
と く ま え

前紀
の り か ず

和先生

生 徒 と 紡 ぐ

徳前紀和先生　教職歴 30 年。同
校 に赴任して 9 年目。進路指導部
長。ハンドボール部監督。

富山県立氷見高校　全日制／普通科・農業科学科・海洋科学科・ビジネス科・生活福祉
科／共学／１学年 約 280 人／ 2018 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、筑波大、
富山大などに 38 人が合格。私立大は、慶應義塾大、明治大などに延べ 161 人が合格。

自分たちで前へ
　　　三冠（＊）、おめでとう。本校ハンドボール部初
の快挙に地元も歓喜に沸いて、うれしかったよ。試合中、
悪い流れになっても自分たちでそれを打開できるほど
主体的なチームになれたのは、この１年間で一人ひと
りが大きく成長したからだと思う。高校総体でタイム
アウトを1回も取らずに優勝したのもすごかったね。
　　　先生が自分たちに練習を任せてくれたおかげ
です。毎日、部員で課題を出し合い、何をすべきか話
し合って決めて練習してきたことが、試合でも自ら考
えてプレーする意識につながりました。
　　　トレーナーや栄養士などの専門家にもお世話に
なって、体づくりへの意識も変わりました。自分で体重
を管理し、ウエートトレーニングの種類や回数を決め
るのは大変だったけれど、面白さや達成感もありました。
　　　みんなの勝利への強い思いを知っていたから、
基礎知識をしっかり身につけさえすれば、あとは自分
たちで進めていけると考えて、環境を整えたんだよ。
　　　全国高校選抜大会の２週間前の練習試合で、こ
のチームで初めて負けたことも大きかったです。
　　　このままではチームがばらばらになると思って、

みんなに声をかけて練習後に思いっきり遊んで、それ
で1つになれたというか……、コート上でもよく声を
かけ合うようになりました。
　　　以前は、自分の実力不足に落ち込むばかりでし
たが、チームでよく話し合って連携プレーがうまくい
くようになってからは、自信が持てるようになりました。
　　　全員でフォローし合うようになったよな。
　　　２年生の頃は、点を取られても自分が突っ走っ
て得点を決めればいいと思っていたけれど、今は誰か
がミスをしても雰囲気が悪くならないよう、ハイタッ
チして気持ちを切り替えさせるなど、周りが見えるよ
うになり、自分でも成長したと感じます。
　　　君たちは、自分の課題を自分でつかみ、その克
服に向けて必要なことを考え、実行に移す力を手に入
れたんだ。それは部活動だけでなく、これからの人生
でも役立つ力になる。卒業後も自分の道は自分でしっ
かり考えて、前へ進んでいけよ！
　　　このチームでプレーできて本当に楽しかったで
す。将来、海外のチームでプレーすることを目指して、
これからも頑張ります！

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

生徒

＊同校の男子ハンドボール部は、2018 年度の全国高校選抜大会、全国高校総合体育大会、国民体育大会の 3つの大会で優勝した。

先生

生徒

生徒

師になって10年目に参加した研修で、講師

から「阻害要因は内に求めよ」という
言葉を聞いた時は、まさに目からうろこが落ちる思

いでした。

　当時の私は、教師としての自信を持ち始めた時期

でした。ただ同時に、物事が思うように進まない時、

その要因を自分以外の他者に求めることが増えてい

たように思います。成績が低迷する生徒に対しては

「これだけ授業やプリントを工夫しているのに……」

と生徒の側に要因があると考え、校内会議で私の提

案に首を縦に振らない先輩や同僚に対しては「頭が

固い！」と反発する。自分は正しいという思いが強

くなるほど、苦しくなっていく状況でした。

　ある先輩からは「杉山先生の言っていることは確

かに正しい。でも、正しいと分かっていても、人は

動くとは限らないんだよ」と諭されたこともありま

した。実際、理路整然と説明したつもりなのに、「うー

ん」と唸るだけで沈黙してしまう相手を前に、「理屈

では動かないのであれば、一体どうすればよいのだ

ろうか」と途方に暮れる経験もありました。だから

こそ、「相手を変えようとするのではなく、自分の考

え方や行動、表現の仕方などに原因を求めて自分自

身を変えることで、結果的に物事が進む」という講

師の教えを、私は素直に受け入れ、すぐに実践して

みることができたのです。

題をしてこなかった生徒には、叱るという行

為以外に自分に何ができるのかを考えました。

そもそも生徒は、宿題をしてこなかったことに自責

の念を抱いています。しかし、私が強く叱ることで、

宿題をしてこなかったこと以上に、叱られたことに

意識が向いてしまい、自分を変えようという思いが

深まらないのではないか……私は生徒を頭ごなしに

叱るのではなく、まずは「どうしたの？」と理由を

尋ねるようになりました。自分を見つめる時間が与

えられたことで、生徒たちは自分の中にある阻害要

因に向き合い、ゆっくりとですが、変化していきま

した。

　会議で提案が通らない時は、相手を非難するので

はなく、内容の再検討へと気持ちを切り替え、企画

書をいつ、誰に、どんなタイミングで出すのかも見

直しました。反対意見を「自分の考えをさらに磨い

ていくための材料」と前向きに捉えることで、次第

に校内の議論が楽しくなっていきました。

　また最近、私は思わぬ阻害要因を発見しました。

ここ数年、生徒同士の対話を重視した授業を行うよ

うになって、生徒自身が対話の中で自分の理解を妨

げていた阻害要因に気づく場面を多く目にするよう

になりました。もしかしたら、私たちが教えすぎる

ことが、生徒の理解にとっての最大の阻害要因だっ

たのかもしれません。

を変えることは確かに難しいけれど、「どう

せ変わらない」と変化を諦めることは私たち

教師にはできません。私が、自分が変わることを選

んだのは、他者の変化を諦めないためでもあります。

そして、一人ひとりの教師が少しずつ変わることで、

学校という組織もまた変わっていくのだと思います。

No. 011
東京都・私立
共栄学園中学高校

杉山晴彦先生
すぎやま・はるひこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴30 年。同校に赴任して31年目。
進路指導部長。

東京都・私立共栄学園中学高校　全日制／
普通科／共学／１学年約320人／2018年
度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、千
葉大、埼玉大などに６人が合格。私立大は、
上智大、津田塾大、東京理科大、明治大、
早稲田大などに延べ 438人が合格。
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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 8
V o l u m e 5
高 校 版
〈ビュー21〉

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

東京都立淵江高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

生物　茨城県立並木中等教育学校　中島達也

国語　沖縄県立八重山高校　津覇実貴
　
指導変革の軌跡

東京都・私立富士見丘中学高校
高知県・高知市立高知商業高校

や え やま つ は さね たか

ふち え
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